
せんせい、おおきくなったでしょ？（４か月児健診･保健センターにて）今月の
表紙

伊藤市長 所信表明
副市長・教育委員決まる
市立病院の内視鏡外科手術
市役所庁舎･水道管の耐震化を進めます
市職員をかたった不審な電話が市内で多発しています！
保存版･平成 25年度保健行事予定表（本紙中央綴じ込み）
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法律相談【要予約】予約専用電話　蕁23・4400
　木曜日・第2火曜日　市役所1階市民相談室
　※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電
話で予約受付。先着8人。相談時間は20分以内。なお、
時間の指定はできません。
一般相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　蕁33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　蕁33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　蕁33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　蕁33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　蕁33・1131
　第3月曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室

特設人権相談　蕁33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活センター
人権相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権市民協働課相談室
家庭児童相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時30分～午後4時
　市役所1階児童福祉課
母子寡婦相談　蕁33・1131
　月・木曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階児童福祉課
高齢者総合相談　蕁21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　蕁21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育・幼児教育相談　蕁31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（蕁26・0005）

医療相談　蕁32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　蕁21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　蕁23・8689
　火～日曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】　蕁23・8689
　火～金曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
住宅相談　蕁33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所2階まちづくり政策課
福祉なんでも相談（出張窓口）【要予約】蕁33・1131
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン 蕁21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権市民恊働課 蕁33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

　　　携帯サイトのQRコード：なお閲覧には、通信料が必要です。→

この広報紙は、再生紙を使用しています。また広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/　　　　携帯　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/m/

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、
祝日と 12 月 29 日～1 月 3 日の年末年始を
除く）午前 8 時 45 分から午後 5 時 15 分ま
で行っています。

続泉大津の寺院今昔⑴ 安楽寺
本町の一角に浄土宗知恩院派寺院の清浄山西光院安

楽寺があります。寺伝では、天文年間（1532～1555）
に燈誉良然の中興とされます。燈誉は泉州各地の浄土
宗寺院を数多く建立・再興した高僧です。
元禄4年（1691）の「松平伊賀守領分寺社改帳」に

よれば、安楽寺は春木西福寺の末寺で、開基年は不明
とあります。同帳には、下条大津村の善右衛門という
古老が「昔からの古寺」であるとの証言がみえ、江戸
時代初期には存在していたようです。延宝7年（1679）
の「下条・宇多両大津村絵図」には、現在と同じ場所
に安楽寺が記されていることが確認できます。
また、元禄9年（1696）の「浄土宗寺院由緒書」

(増上寺史料)には「泉郡大津村　清浄山微妙院安楽寺
」とみえ、元禄時代には「微妙院」と称したことがわ
かります。
昭和2年（1927）、安楽寺は火災にあい、多くの什

物が失われましたが、今も寺院内には多くの文化財が
残されています。桃山時代の要素が感じられる本尊の
の阿弥陀三尊像は、火災の際に当時の住職が病身を呈
して救い出したと伝えられています。木像阿弥陀如来
立像は鎌倉時代の作とされ、快慶の法眼時代前期の作
との指摘もある名品で、市の指定文化財に指定されて
います。境内には、中世末期の一石五輪塔も残されて
います。

次回は、続泉大津の寺院今昔⑵をお伝えします。

安楽寺本堂



伊藤市長 所信表明
平成 25年度
当初予算 基本的方針

伊
藤
市
長
　
所
信
表
明

　
市
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
て
初
め

て
の
市
議
会
定
例
会
で
す
の
で
、
私

の
、
市
政
運
営
に
係
る
所
信
の
一
端

を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
去
る
１
月
13
日
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
力
強
い
ご
支
援
と
ご
支

持
を
賜
り
ま
し
て
、
泉
大
津
市
政
を

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
選
挙
を
通
じ
て
、
私

に
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
や
ご
意
見
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
の
原
動
力
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

こ
れ
か
ら
の
市
政
の
遂
行
に
全
力
を

傾
け
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
、
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

将
来
世
代
を
含
む
す
べ
て
の
市
民
の

皆
さ
ま
が
、「
住
み
続
け
た
い
」
と

思
え
る
「
泉
大
津
市
」
に
な
る
よ
う

重
点
施
策
を
お
示
し
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
施
策
の
推
進
に
当
た
り
ま

し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
は
も
と
よ

り
議
員
の
皆
さ
ま
、
関
係
機
関
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。

　
今
日
、
本
市
を
取
り
巻
く
状
況
を

見
ま
す
と
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環

境
問
題
、
加
速
す
る
高
齢
社
会
、
そ

し
て
長
引
く
景
気
の
停
滞
に
よ
る
産

業
の
衰
退
、
所
得
の
減
少
な
ど
が
、

日
々
の
暮
ら
し
に
暗
い
影
を
落
と

し
、
ま
ち
の
活
性
化
に
数
々
の
課
題

や
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
な
ど
に
対
し
ま
し

て
は
、
地
方
分
権
が
進
展
す
る
中
、

地
方
の
判
断
で
、
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
な
が
ら
的
確
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
我
々
地

方
が
担
う
役
割
は
非
常
に
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
今
こ
そ
、
市
民
、
議
会
、

行
政
の
三
者
が
共
に
力
を
合
わ
せ
行

動
す
る
時
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
自
ら
絞
り
出
し
た
創
意
と
工
夫

で
、「
今
日
よ
り
も
明
日
を
心
豊
か

に
す
る
、
誰
も
が
住
み
つ
づ
け
た
い

ま
ち
」
を
築
き
上
げ
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

　
さ
て
、
私
は
、
今
後
４
年
間
の
市

政
を
預
か
る
に
当
た
り
、
次
の
７
つ

の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。

（※

こ
の
「
視
点
」
に
つ
い
て
の
詳

細
は
４
、
５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
）

平
成
25
年
度
当
初
予
算
の

基
本
的
方
針

　
前
市
長
の
辞
職
に
伴
い
、
１
月
13

日
に
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
こ

と
か
ら
、
私
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
お

示
し
し
た
重
点
施
策
な
ど
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
、
慎
重
に
検
討
を
重

ね
、
補
正
予
算
に
反
映
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
従
い
ま
し
て
、
当
初
予
算
は
市
民

生
活
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
、
原
則

と
し
て
新
た
な
政
策
的
経
費
及
び
新

規
事
業
を
除
い
た
骨
格
予
算
と
し
て

編
成
し
た
も
の
で
す
。

　
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
２
９
０
億
１
６
８
３
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
７
・
３
％
の
増

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
特
別
会
計
な

ど
で
は
２
９
６
億
８
８
５
７
万
円
、

前
年
度
比
１
・
２
％
の
減
と
な
り
ま

す
。

　
一
般
会
計
が
増
加
し
て
い
る
の

は
、
南
海
本
線
連
続
立
体
交
差
事
業

お
よ
び
河
原
町
市
営
住
宅
整
備
事
業

な
ど
の
投
資
的
経
費
や
職
員
退
職
手

当
の
増
が
主
な
要
因
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
25
年
度
の
主
な

事
業
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
説
明
申
し

上
げ
ま
す
。

伊藤市長 所信表明
平成 25年度
当初予算 基本的方針

今年３月に開催された市議会定例会で伊藤市長が発表した市
政運営にかかる所信表明と、平成 25 年度本市当初予算の基
本的方針についてお知らせします。

問合　企画調整課（市役所４階）
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危
機
管
理
体
制
充
実
の
た
め

災
害
対
策
・
消
防
力
向
上
を

　
危
機
管
理
体
制
の
充
実
に
つ
い

て
、
現
在
、
国
の
「
南
海
ト
ラ
フ
の

巨
大
地
震
」
の
被
害
想
定
を
基
に
、

大
阪
府
に
お
い
て
さ
ら
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
を
基
に
、「
津
波
浸
水
予
測

地
域
」
を
対
象
に
津
波
避
難
計
画
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
や
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

な
ど
を
新
た
に
作
成
し
、
全
戸
配
布

い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
救
助
活
動
お
よ
び
消
防

活
動
を
迅
速
か
つ
的
確
に
行
え
る
よ

う
、
消
防
ポ
ン
プ
付
救
助
工
作
車
の

更
新
整
備
を
行
い
、
消
防
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

学
校
で
の
環
境
教
育
も
強
化

　
平
成
25
年
度
は
、
環
境
へ
の
負
荷

の
少
な
い
循
環
を
基
調
と
す
る
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
た
「
泉
大
津
市
第

２
次
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て

２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、「
地
域

環
境
基
金
」
の
積
極
的
な
活
用
を
図

り
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
は
じ
め
、

ご
み
の
削
減
に
よ
る
循
環
型
社
会
の

確
立
な
ど
、
環
境
保
全
対
策
に
市
全

体
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
地
球
規
模
の
環
境
問
題
に
も
地
域

か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
お
よ
び
持
続
可
能
な

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
本
市

の
区
域
内
に
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
し
た
方
に
対
し
、
引

き
続
き
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
や
犯
罪
被
害

の
未
然
防
止
の
た
め
、
市
域
に
設
置

さ
れ
て
い
る
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

引
き
続
き
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
子

育
て
世
代
に
も
安
全
・
安
心
な
自
転

車
利
用
を
促
進
す
る
た
め
の
幼
児
２

人
同
乗
用
自
転
車
の
購
入
や
、
生
ご

み
の
減
量
・
軽
量
化
の
た
め
の
家
庭

用
生
ご
み
処
理
機
な
ど
の
購
入
に
係

る
助
成
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
環
境
に
対
す
る
一
人
一

人
の
理
解
力
や
行
動
力
の
向
上
を
図

る
た
め
、
各
小
学
校
に
お
い
て
環
境

教
育
指
導
員
に
よ
る
環
境
学
習
や
、

環
境
を
テ
ー
マ
と
し
た
出
前
講
座
を

実
施
す
る
な
ど
、
環
境
保
全
活
動
に

取
り
組
む
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
教
育
を
推
進
い
た
し

ま
す
。

民
間
保
育
所
と
の
連
携
を
図
り

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

　
子
育
て
支
援
施
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
た
め
、

民
間
保
育
所
の
定
員
を
30
名
増
員
さ

せ
る
な
ど
、
民
間
保
育
所
と
の
連
携

を
図
り
、
乳
児
保
育
や
一
時
保
育
な

ど
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
就
学
前
の
幼
児
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
、
親
子
の
遊
び
と
交

流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
お
や
こ
広
場

を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
街
地
活
性
化
事
業

旧
火
葬
場
跡
地
の
有
効
活
用
を

　
市
街
地
活
性
化
の
大
き
な
役
割
を

果
た
す
南
海
本
線
連
続
立
体
交
差
事

業
が
昨
年
夏
、
上
下
線
と
も
に
高
架

切
り
換
え
が
終
わ
り
、
本
市
に
お
け

る
東
西
の
交
通
が
画
期
的
に
改
善
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
高
架
化
に
関
連
し
た
松
之
浜

曽
根
線
か
ら
大
津
川
右
岸
付
近
ま
で

の
側
道
お
よ
び
泉
大
津
駅
に
あ
る

「
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
」
の
復

旧
工
事
な
ど
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
・
南
海
中

央
線
北
伸
事
業
お
よ
び
河
原
町
市
営

住
宅
建
替
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
工
事
施
工
中
で
あ
り
、
平
成
25

年
度
中
の
完
成
を
め
ざ
し
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
春
日
墓
地
内
の
旧
火
葬
場
等
の
跡

地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に
墓
地

を
整
備
す
る
ほ
か
、
芝
生
広
場
と
し

て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

文
化
の
息
づ
く
ま
ち
づ
く
り

「
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業
」
を
実
施

　
文
化
芸
術
の
振
興
で
は
、
文
化
芸

術
が
息
づ
く
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
的
に
平
成
22
年
度
か
ら

開
始
し
た
「
カ
ル
チ
ャ
ー
・
ス
コ
ー

ル
事
業
」
は
、
今
年
度
末
ま
で
に
計

71
回
の
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
、
各
方
面
か
ら
大
変
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度

は
、
名
称
を
「
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
事

業
」
と
し
て
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め

配
水
管
網
の
耐
震
化
な
ど
進
め
る

　
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
配
水
管
網
の
主
要
幹
線
な
ど

の
耐
震
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
老

朽
管
の
布
設
替
え
を
計
画
的
に
推
進

し
、
水
道
水
の
安
定
給
水
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
要
望
の
強
い
汚

水
整
備
は
平
成
23
年
度
末
で
普
及
率

が
93
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
25

年
度
も
継
続
し
て
事
業
を
展
開
し
、

平
成
26
年
度
で
お
お
む
ね
終
了
す
る

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
雨
水
排
水
設
備
の
老
朽
化

も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
長
寿
命

化
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
、
更
新
計
画
策
定
に
向
け
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

【
結
び
】

　
以
上
が
平
成
25
年
度
の
主
な
事
業

で
す
が
、
財
政
状
況
を
は
じ
め
本
市

を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
厳
し
い
も

の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

平
成
25
年
度
当
初
予
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
し
た

も
の
で
す
。

　
私
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
示
し
し

た
重
点
施
策
な
ど
は
、
今
後
慎
重
に

検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
並
び
に
議
員
の
皆

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
一
層
の

ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
私
の
所
信
表
明
と
平
成

25
年
度
当
初
予
算
の
基
本
的
方
針
と

い
た
し
ま
す
。

　
泉
大
津
市
長
　
　
伊
藤
　
晴
彦
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「危機管理体制の充実」 心・学力・体を育む学校教育と
生涯学習の充実を

後世のためのまちづくりに全力尽くす

「行政改革のさらなる推進」 「財政状況の改善」

伊藤市長の「視点」
Mayer’ s  viewpoint

改革の担い手、職員のレベルアップが急務
国・府の人材と積極的に人事交流し切磋琢磨を
　３点目は「行政改革のさらなる推進」です。
　行政改革とは、市役所の組織や機能を改革する
こと、例えば、仕事の方法を効率的かつ効果的な
ものに変えることをいいます。このような意味を
持つ行政改革は、不断の取組みとして強く推進す
る必要があります。
　その際、原動力となるのは職員の力であり、職
員の人材育成は、これまで以上に充実させることが急務であると考
えています。
　すでに本市では、国・府などへ職員の長期派遣、近隣自治体への
短期派遣研修を実施する一方、国・府から有能な人材の派遣を受け
入れるなど、人事交流による人材育成の推進に積極的に取り組んで
います。
　今後も引き続き、相互に触発し合えるよう、他団体との人事交流
を積極的に進めるとともに、さまざまな方法で人材育成の充実を図
り、最小の経費で最大の効果をあげるため、職員とともに行政改革
を推進してまいります。

地方財政健全化法の４指標クリアを基本に
各事業の費用対効果などを十分検討
　４点目は「財政状況の改善」です。
　本市は、これまでの財政健全化策により、一定
の成果をあげてきたものの、依然として厳しい財
政運営を強いられています。
　したがいまして、まずは、地方財政健全化法上
の４指標（※）をクリアすることを財政運営の基
本としてまいります。
　厳しい財政状況の中でも必要な事業がありま
す。それは私が判断し、市民の皆さま並びに議会
の皆さまのご理解をいただき実施してまいりま
す。そのためには、継続事業であっても、その内
容の見直しや効率化、また新規事業は、そのあり
方、費用対効果を十分検討してまいります。
※４指標とは
・実質赤字比率…一般会計赤字
・実質連結赤字比率…特別会計、企業会計を含めた赤字
・公債費比率…借金がどれぐらいあるか
・将来負担比率…将来どのぐらい負担があるか

地震などの災害から市民を守る防災対策を進め
広域災害ネットワークの連携強化を
　７点目は「危機管理体制の充実」です。
　今後、高い確率で発生が予測される東南海・南海地震に加
え、確率は低いが被害が甚大であると想定される南海トラフ
の巨大地震や大都市直下型地震などの地震災害をはじめ、台
風やゲリラ豪雨などの風水害から、市民の生命・身体・財産
を守るため、防災対策を進めてまいります。
　また、新型インフルエンザなど多様な危機事象にも、迅速
かつ的確に対処できるよう、本市における危機管理体制の強
化・充実を図ってまいります。
　「市町村広域災害ネットワーク」は、災害時の相互応援を
目的に、今日まで積極的に取り組んできた先駆的なネット
ワークですが、災害発生時に、より一層迅速かつ的確な広域
防災活動が実施できるよう、さらなる連携の強化と受応援体
制の充実を推進してまいります。

　最後に、これら7点以外に、
教育施策につきましては、新
たに就任いただく教育委員の
方々と、共に協調し、豊かな
心と確かな学力・健やかな体
を育む学校教育、地域コミュ
ニティーの活性化を図る生涯学習の充実に努めてまいりま
す。

　これらの重点施策を実現するためには、市民の皆さまとの
信頼関係や連携を深めていく必要があります。そのためには、
市民の皆さまと市政についての情報を共有することが大切で
あると考えており、市政全般にわたる情報を積極的にお知ら
せしてまいります。
　私は、市政を担当させていただくこの4年間に、これらの
施策に明確な方向性を示し、後世のためのまちづくりに向
かって全力で取り組む覚悟でございます。

4

今日よりも明日を心豊かにする
誰もが住み続けたいまちづくりのための
今日よりも明日を心豊かにする
誰もが住み続けたいまちづくりのための

「心がかようまちづくり」

「テクスピアを拠点とした地域産業振興の推進」 「市立病院の改革」

「子育て支援の充実」
地域住民どうしが「つながり」を体感できる仕組みづくり
孤独死などを防ぐセーフティネットとしての地域コミュニティーを
　まず１点目は「心がかようまちづくり」です。
　市民相互の交流が行われている地域コミュニティーでご活躍の皆
さまには、福祉・環境・防災など多くの分野で、市の施策に多大な
ご協力をいただいています。
　しかし、生活に関する相互扶助、地域課題の解決などの機能を果
たしてきた地域コミュニティーは、昨今の核家族化などの居住形態
や生活様式の変化、価値観の違いなどにより、人のつながりや連帯感、
支え合いの意識が希薄化し、その衰退が懸念されています。
　そのため、改めて、地域住民同士が「つながり」を体感できるよう、
地域活動の拠点としての公民館などの運営の充実を図ります。また、
市民活動団体などとの連携も積極的に図り、いじめや虐待、孤独死
を防ぐセーフティネットとなるよう、地域コミュニティーの再構築
に努めてまいります。
　市職員についても、コミュニティーづくりに対する認識を持って、
市民の皆さまの声をお聞きし地域の人と人をつなぐ役割を担ってま
いります。

働く子育て世代にやさしい環境づくりのため
幼保連携型認定子ども園などを整備
　２点目は「子育て支援
の充実」です。
　近年、核家族化や地域
社会のつながりの希薄化
など、子どもや家庭を取
り巻く環境は大きく変化
し、子育てに不安を持つ
家庭が増加しています。
　その不安を解消するためには、働く子育て世代
などが、安心して子どもを産み育てることができ
る環境づくりが重要です。
　そのため、就学前の適切な保育・教育を提供す
る幼保連携型認定子ども園などの整備、また、経
済的負担を軽減し必要とする医療が容易に受けら
れるように、子ども医療費や妊婦健診の制度拡充
に努め、子どもの笑顔を育むまちづくりを進めて
まいります。

本市産業を支えてきた繊維産業活性化のため
新分野・新事業へのチャレンジ支援
　５点目は「テクスピア大阪を拠点とした地域産業振興の推進」です。
　繊維などの地域産業は、長く本市地域経済を支えてきた伝統的な産業です。
長引く景気の低迷と海外からの低価格商品などで厳しい状況ですが、この地域
産業の振興は必ずや本市活性化へつながるものと考えています。
　そこで、昨年 11 月に本市が
購入した「テクスピア大阪」を、
この地域産業振興の拠点の一つ
として活用したいと考えていま
す。
　「テクスピア大阪」の運営は、
泉大津商工会議所に委託してい
ますが、その商工会議所や繊維
関係団体との連携を深め、販路
開拓や新商品開発など、新分野・
新事業へのチャレンジを支援し
てまいります。

健全な経営を目指し
市民から愛される病院づくり
　６点目は「市立病院の充実と改革」
です。
　市民から安心され信頼される市立病
院となるよう、医療従事者と徹底した
協議を行うとともに、市立病院に対す
る市民の皆さまのご意見をお聞きし、
ニーズを把握したうえで、市立病院の
健全化を強力に進めてまいります。
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３
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
の
同
意
が

得
ら
れ
、山
本
賢
次
氏
が
副
市
長
に
、

冨
田
明
徳
氏
が
教
育
委
員
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
冨

田
氏
は
、
同
日
開
催
さ
れ
た
教
育
委

員
会
議
で
教
育
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
経
歴
な
ど
は
左
の
と
お
り

で
す
。

　
ま
た
、
２
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た

市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
議
会
の

同
意
が
得
ら
れ
清
家
昌
弘
氏
、
西
尾

剛
氏
、
井
岡
淑
子
氏
が
教
育
委
員
に

就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
開
催

さ
れ
た
教
育
委
員
会
議
で
藤
原
洋
子

教
育
委
員
が
教
育
委
員
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
経
歴
な
ど
は
左
の

と
お
り
で
す
。

問
合
　
人
事
課
（
市
役
所
４
階
）、

教
育
総
務
課
（
市
役
所
３
階
）

副市長･教育長･教育委員
副市長は府職員出身の山本氏、教育長は元小津中校長の冨田氏

決まる

副 市 長・山 本 賢 次

教 育 長・冨 田 明 徳

教 育 委 員

この度副市長に就任いたしました山本でございます。微力
ながら、大阪府での行政経験や知識をフルに発揮して、市
長を補佐し、市政運営の円滑な実施とさらなる財政の健全
化など様々な課題の解決に取り組み、泉大津市政のますま
すの発展と市民福祉の向上に全力を傾けてまいります。

山本賢次（やまもと・けんじ）
昭和 35 年大阪市生まれ。大阪府立大学経済学部卒業後、大阪府入庁。行
政改革室主査、人事室主査・同課長補佐（民間企業派遣）、教育委員会教
職員室課長補佐、人事室課長補佐を経て、平成 25 年 3 月総務部市町村課
参事に就任。

この度教育長に就任いたしました冨田でございます。すべ
ての子どもが生き生きと学ぶ学校づくりを目標に、総合的
な「学校力」の向上に努めます。さらに、家庭における教育・
子育て力の強化や地域のつながりの再構築に取り組み、学
校・家庭・地域が手を携えて、地域社会の中で子どもを育
てる「教育コミュニティ」づくりをめざします。

冨田明徳（とみた・あきのり）
昭和 34 年忠岡町生まれ。大阪府立大学経済学部卒業後、泉大津市立中学
校教諭、大阪府警本部少年課課長補佐、大阪府教育委員会首席指導主事・
教職員人事課参事、泉大津市立小津中学校校長、大阪府社会教育委員を歴
任。

この度教育委員長に就任いたしました藤原で
ございます。小学校教諭として 40 年近く泉
大津の義務教育に携わってきました。現在は
教育委員として広く教育分野に携わっており
ますが、現場の思いや要望、課題を的確に把
握し、教育施策に反映できるよう全力で取り
組む所存です。

堺市職員として長らく教育行政に携わってき
ました。変化の激しい複雑な時代であるだけ
に、学びと生活を総合的に捉え、生涯学習の
推進も含めて地域・家庭・学校との連携、関
係する市役所各部課との連携をより進めてい
きたい所存です。

教育委員長　藤原洋子（ふじわら・ようこ）
昭和 23 年泉大津市生まれ。和歌山大学教育学部卒業後、泉
大津市立小学校教諭、泉大津市教育委員会・大阪府教育委員
会指導主事、泉大津市旭小学校校長・浜小学校校長を歴任。
（現職）泉大津市文化財保護委員、泉大津市教育委員（平成
21年９月24日～）

いじめ、不登校、自殺などの問題が全国で多
発しています。子ども社会や学校教育の現状
を把握しながら、さまざまな問題を弁護士と
して、保護者として、教育委員として考え、
泉大津の教育施策に反映できるよう取り組ん
でまいる所存です。

西尾剛（にしお・たけし）
昭和 32 年堺市生まれ。京都大学法学部卒業後、最高裁司法
研修所入所。卒業後、御堂筋法律事務所勤務。同事務所退所後、
西尾剛法律事務所設立（現職）弁護士

17 年間体操競技の普及、五輪など世界を舞
台に活躍できる選手の育成に努めてきまし
た。スポーツ選手の育成・指導の経験を通し
て次代のこどもたちの育成、泉大津の教育の
充実と発展のために力を尽くしてまいりたい
と存じます。

井岡淑子（いおか・としこ）
昭和 46 年東京都大田区生まれ。大阪教育大学教育学部卒業
後、私立雲雀丘小学校教諭を経て、北京オリンピック日本代
表支援コーチ、ロンドンオリンピック日本代表支援コーチ、
日本オリンピック委員強化スタッフなどを歴任。（現職）羽衣
体操クラブ代表

教育委員長職務代理者　清家昌弘（せいけ・まさひろ）
昭和 21 年泉大津市生まれ。関西学院大学法学部卒業後、堺
市教育委員会青少年教育課長、堺市保健福祉局児童福祉部長、
堺市環境局長を歴任。（現職）堺市社会福祉協議会副会長、大
阪府キャンプ協会監事、保護司、桃山学院大学ボランティア
支援室アドバイザー
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泉大津市文化フォーラム 始動！
歴史と文学　豪華ラインアップ

各界で活躍している学者、研究者を招いて開く「泉大津市文化フォ－ラム」の平成 25 年度計画が決まり
ました。過去３年、「カルチャー・スコール（文化の大雨）」の愛称で毎月開催してきましたが、新年度は歴史、
文学をテーマに６回開催します。聴講無料。会場はすべてテクスピア大阪・テクスピアホール。午後２時
～３時 30分（１時開場）。先着 500人（申し込み不要）。南海電鉄後援。ぜひご来場ください。
講師から講演要旨、市民へのメッセージを寄稿していただきました。　問合　秘書広報課（市役所４階）

毎回関心を集めている文化フォーラム。写
真は２月に行われたシンポジウムのもの

　
●５月 12 日㈰　「大和政権の成立」　広瀬和雄氏
（国立歴史民俗博物館教授、元奈良女子大学教授、
元大阪府立弥生文化博物館学芸課長）
　「畿内に成立した大和政権が、徐々に各地に支配
を拡大していった」との通説は、初期の前方後円
墳をみるかぎり正しくない。「卑弥呼の墓」との説もある箸墓古
墳と同一形式の前方後円墳が、茨城県梵天山古墳や東京都宝萊山
古墳など、３世紀中ごろから後半ごろにかけて東国各地でもつく
られているからだ。いわば「同時多発」的なありかたをしめす初
期前方後円墳をとおして、大和政権の成立を再考してみよう。

●６月９日㈰　「聖徳太子は、何を考えていたのか」
　千田稔氏（奈良県立図書情報館館長、国際日本
文化研究センター名誉教授、元奈良女子大学教授、
浜田青陵賞）　
　聖徳太子は、なぜ飛鳥を離れて斑鳩に宮をおい
たのでしょうか。推古女帝の補佐をするならば、飛鳥に近い豊浦
宮あるいは小墾田（おはりだ）宮の近くに宮を営んだ方が、効率
的であったと思われます。飛鳥寺で仏教の研鑽を積むこともでき
たはずです。にもかかわらず、なぜ、斑鳩寺（法隆寺）を建立し
たのでしょうか。聖徳太子は、国家と宗教の関係について、何を
考えていたかを探ってみましょう。

●７月７日㈰「西郷隆盛に学ぶ――小国大輝論」　
上田篤氏（西郷義塾主宰、評論家、元大阪大学教授、
日本建築学会特別賞、日本エッセイストクラブ賞、
毎日出版文化賞）
　日本は明治維新で、近代国家の方向として二つ
の道の選択を迫られた。一つは大久保利通の「プロイセンを範と
する富国強兵の中央集権国家」であり、いま一つは西郷隆盛の「ス
イスを念頭においたとおもわれる御地のことは御地の人にお任せ
申す地域分権国家」である。その二つの路線の功罪を論じ、これ
からの日本の在り方を「小国大輝」として考えたい。
　　　　　
●９月23日㈷「和泉の大寺（おおでら） 海会寺（か
いえじ）」森郁夫氏（帝塚山大学附属博物館長、帝
塚山大学名誉教授、元京都国立博物館考古室長）
　海会寺（泉南市）が建立された地は、古代にお
いて和泉の中心部ではありません。しかし、堂々
たる寺院が営まれました。創建期に使われた軒丸瓦は、四天王寺
で使われたものと全く同じものです。堂塔の配置は法隆寺と同じ
形でした。海会寺造営の背後には何か大きな力が働いていたよう
に思われます。紀伊を視野においたものとも思われます。その辺
りのことをお話しします。

●1 月 26 日㈰「地霊とたわむれる」高
樹のぶ子氏（作家、芥川賞選考委員、元
九州大学特任教授、芥川賞・谷崎潤一郎
賞・女流文学賞・芸術選奨・川端康成文
学賞）
　2012 年から文芸誌で始めた短編連作は、日本で最
も古い説話集である日本霊異記（にほんりょういき）を、
現代に紹介するための短編である。日本霊異記は
1200年も昔に編纂された116話からなる説話集だが、
勧善懲悪のパターン化された中にも、人間味のある面
白い要素が散見される。現代に生きる若い明日香ちゃ
んを主人公に、ミステリータッチで書く短編の、古今
を貫く情報は「地名」だ。地名と共に生き続けてきた
地霊だ。もちろん、泉大津もその舞台となる。
　地名や地霊のお話など、聞いていただければと思う。

●３月 16 日㈰「言葉を楽しむ―俳句の
ユーモア」　坪内稔典氏（現代俳句の作
家、佛教大学教授、京都教育大学名誉教
授、桑原武夫学芸賞）
　私たちは「言葉」を通して見ています。
考えるのも感じるのも味わうのも言葉を通してしてい
ます。言葉はもしかしたら「人」を作っているのかも。
そのような言葉の魅力を「俳句」を通して考えます。「三
月の甘納豆のうふふふふ」「たんぽぽのぽぽのあたりが
火事ですよ」「春の風ルンルンけんけんあんぽんたん」
「多分だが磯巾着は義理堅い」「老人は甘いか蟻が五六
匹」。以上は私の句です。

■ シリーズ「歴史の新視点」 ■ シリーズ「文学へのいざない」

Izumiotsu
Culture
Folumn
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内視鏡での手術の様子

内
視
鏡
外
科
手
術
と
は
？

　
お
腹
や
胸
へ
穴
（
ポ
ー
ト
）
を
２

〜
５
個
開
け
て
、
直
径
１
㎝
ほ
ど
の

「
内
視
鏡
」
を
入
れ
て
行
う
手
術
の

こ
と
で
す
。
皮
膚
を
メ
ス
で
大
き
く

切
る
従
来
の
手
術
と
は
大
き
く
異
な

り
ま
す
。

食
道
の
働
き

　
食
道
は
、
の
ど
（
咽
頭
）
と
胃
の

間
を
つ
な
ぐ
長
さ
25
㎝
、
太
さ
２
〜

３
㎝
、
厚
さ
４
ミ
リ
ほ
ど
の
管
状
の

臓
器
で
、
口
か
ら
胃
へ
食
べ
物
を
送

る
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

40
代
後
半
以
降
の
男
性
に
多
い

「
食
道
が
ん
」

　
食
道
が
ん
は
40
代
後
半
以
降
（
55

〜
65
歳
に
最
も
多
く
見
ら
れ
る
）
の

男
性
に
多
く
、
女
性
の
６
倍
発
症
し

や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙

と
飲
酒
の
習
慣
が
危
険
因
子
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
初
期
の
頃
は
症
状
が
出

に
く
い
で
す
が
、
と
き
に
食
道
が
し

み
る
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
食
べ
物
が
つ
か
え
る
な
ど
通
過

障
が
い
を
自
覚
し
た
と
き
に
は
す
で

に
進
行
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
診
断
に
は
上
部
消
化
管

内
視
鏡
検
査
が
有
用
で
す
。

市
立
病
院
で
の
手
術

　
今
回
の
手
術
で
は
、
新
し
い
手
術

方
法
で
あ
る
、
う
つ
ぶ
せ
姿
勢
で
の

胸
腔
鏡
下
食
道
手
術
を
行
い
ま
し

た
。
当
院
、
岩
橋
誠
副
院
長
は
こ
の

手
術
の
名
手
で
す
。
食
道
の
ほ
と
ん

ど
と
胃
を
全
部
切
除
す
る
大
手
術
で

し
た
。

　
執
刀
は
岩
橋
副
院
長
が
中
心
と

な
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
胸
腔
鏡
を

用
い
て
食
道
の
ほ
と
ん
ど
と
胃
を
全

部
切
除
し
、
大
腸
に
置
き
換
え
る
と

い
う
長
時
間
に
お
よ
ぶ
大
手
術
で
し

た
が
、
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

準
備
〜
チ
ー
ム
医
療
の
重
要
性

　
こ
の
よ
う
な
大
手
術
に
は
入
念
な

準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
多
部
門

の
ス
タ
ッ
フ
と
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
繰

り
返
し
、
当
日
の
手
術
に
備
え
ま
し

た
。
食
道
が
ん
治
療
に
お
い
て
は

チ
ー
ム
医
療
が
不
可
欠
で
す
。
手
術

前
、
手
術
中
、
術
後
管
理
を
含
め
、

医
師
、看
護
師
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
ス
タ
ッ
フ
、
栄
養
士
、
臨
床
工
学

技
師
（
Ｍ
Ｅ
）
と
さ
ま
ざ
ま
な
専
門

家
が
関
わ
り
ま
す
。

　
特
に
、
今
回
は
う
つ
ぶ
せ
の
状
態

か
ら
始
ま
り
患
者
さ
ん
の
体
勢
を
入

れ
替
え
な
が
ら
の
大
手
術
で
し
た
の

で
、
ス
タ
ッ
フ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

体に負担の少ない手術で患者さんの早期社会復帰をサポートします

市立病院の内視鏡外科手術 のご紹介

内視鏡での手術の様子

内視鏡手術は、体を大きく切る従来の手
術と異なり、比較的小さな傷で済むため、
患者さんの体への負担が小さいことが特
徴です。さまざまな専門家が一丸となっ
ての執刀が行われます

平成 25 年１月、市立病院では食道がんと胃がんが同時に見つかった患者
さんに内視鏡外科手術を行いました。この手術を中心に、当院でのチーム
医療としての取り組みをご紹介させていただきます。
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手
術
後
の
管
理

　
手
術
翌
日
か
ら
歩
行
訓
練
を
開
始

し
て
い
ま
す
。
日
中
は
座
る
、
ま
た

は
歩
く
と
い
う
普
段
の
生
活
に
で
き

る
だ
け
近
い
状
態
に
し
て
い
き
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
術
後
の
合
併

症
の
防
止
、呼
吸
機
能
の
早
期
回
復
、

腸
運
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
た
、
術
後
の
精
神
状
態
を
安

定
さ
せ
、
せ
ん
妄
（
意
識
障
が
い
の

一
種
）
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
手
術
で
も
患
者
さ
ん
は
合

併
症
な
し
で
経
過
し
、
術
後
１
週
間

目
に
は
食
事
を
開
始
し
、
３
週
間
で

無
事
退
院
で
き
ま
し
た
。

内
視
鏡
外
科
手
術
の
利
点

　
内
視
鏡
外
科
手
術
は
傷
が
小
さ
い

た
め
、
痛
み
が
少
な
く
、
呼
吸
機
能

へ
の
ダ
メ
ー
ジ
も
少
な
く
て
済
み
ま

す
。
さ
ら
に
、
た
と
え
食
道
が
ん
の

手
術
後
で
あ
っ
て
も
手
術
翌
日
か
ら

歩
行
が
で
き
る
た
め
、
合
併
症
予
防

に
非
常
に
有
効
で
す
。
当
院
で
は
成

人
の
消
化
器
外
科
手
術
の
７
割
以
上

を
こ
の
内
視
鏡
外
科
手
術
で
行
っ
て

お
り
、
早
期
の
社
会
復
帰
や
患
者
さ

ん
の
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。
市
立
病
院
で
は
チ
ー
ム
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
全
力
で
の
治
療
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
！

　
手
術
に
関
し
て
ご
質
問
の
あ
る
場

合
や
、外
科
手
術
が
必
要
な
場
合
は
、

い
つ
で
も
お
気
軽
に
当
院
外
科
・
内

視
鏡
外
科
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
　
市
立
病
院
（
☎
32
・
５
６
２

２
）

市立病院では全力でのチーム医療に取り組んでいます

内視鏡外科手術後の
歩行訓練。術後はな
るべく早い段階で日
常生活に戻ることを
想定したリハビリを
始めます

「仮特別徴収」が行われます。
公的年金から市･府民税を「特別徴収」している皆さんへ

平成 25年度分の
税額が確定するまで

　市・府民税の「特別徴収」とは、事業者などが給与などか
ら税額分を天引きして徴収し納税する制度です。現在、公的
年金から市･府民税を特別徴収されている人について、平成
25 年４月に支給される公的年金からは、介護保険料や長寿医
療保険料などと同様に、新年度である平成25年度分の市・府
民税額が決定するまでの間「仮特別徴収」が行われます。
「仮特別徴収」とはどんな制度？
　「仮特別徴収」とは、平成 25 年２月分の公的年金から特別
徴収された税額と同じ額を、新年度である平成25年度の税額
が決定するまでの間「仮特別徴収税額」として４・６・８月
の公的年金から天引きし、平成25年度の市・府民税額の決定
時に、納付済み（予定）の税額として差し引く制度です。
平成25年度の納付額はどのようになるの？
　平成25年度の市・府民税は、仮特別徴収税額は納付済みと
して取り扱いますので、平成 25 年６月に送付する「平成 25
年度　市民税・府民税納税通知書」では、４・６・８月分の
仮特別徴収税額を、平成25年度の年金所得に対する税額から

差し引き、その残りの税額を 10・12・２月分の特別徴収額
として通知します。
　なお、平成24年度中に税額変更などの理由により、公的年
金からの天引き（特別徴収）が中止されている人は、平成 25
年度の４・６・８月に支給される公的年金から市・府民税の
仮特別徴収はされません。この場合、平成25年度の市・府民
税については、年の前半は普通徴収（納付書での納付）、後半
は特別徴収という納め方となりますので、ご了承ください。
「仮特別徴収税額」は具体的にいくらなの？
　「仮特別徴収税額」は平成 25 年２月分の公的年金から天引
きした税額と同じ額です。なお、平成24年６月に送付した「平
成24年度　市民税・府民税納税通知書」の表紙に、あらかじ
め平成25年４・６・８月の仮特別徴収税額を記載して通知し
ていますので、ご確認ください。
問合　税務課市民税係（市役所１階７番窓口）
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地域環境基金

低炭素社会推進に役立つ機器
設置者に補助金を交付します！

地 域環境基金
可燃ごみ指定袋の販売収益を積み立てた基金です

可燃ごみ指定袋の収益を積み立てた「地域環境基金」
は、ごみの減量や環境教育、低炭素化社会（ＣＯ２
削減）などの事業に活用します。また、環境基金の
使途について、市民の皆さまからのアイデアを随時
募集していますので、ご要望があれば、FAX、メール、
はがき、封書、または窓口へ持参でご応募ください。

　地球温暖化防止対策の一環として、次の機器の設置者に対し、
予算の範囲内で補助金を交付します。なお、申請期間内に申請多
数となった場合は抽選とします。また、申請期間終了後、予算額
に達していない場合は、引き続き予算額に達するまでの間、先着
順にて受け付けます。
■交付を受けられる人（①～③をすべて満たす人）
①市内に住所を有し、市内の居住する場所に設置すること
②同一の世帯員を含めて、市税などの滞納がないこと
③その他、交付要綱に定める要件に該当すること
１．高効率給湯器購入補助金（事前・事後の申請可能）
■補助対象給湯器　▷ガスエンジン給湯器（エコウィル）　▷
CO2 冷媒ヒートポンプ給湯器（エコキュート）　▷潜熱回収型給
湯器（エコジョーズ）　▷家庭用燃料電池（エネファーム）
■補助金の額　上限２万円（１世帯１台）
■設置期間　４月１日㈪～平成26年３月31日㈪
■申請期間　４月１日㈪～５月31日㈮
■助成予定台数　60台
２．雨水タンク設置補助金
■補助対象タンク　80リットル以上の雨水タンク
■補助金の額　雨水タンク購入費の２分の１以内（千円未満切り
捨て、上限２万円）
■事前申請期間　４月１日㈪～５月31日㈮
※必ず購入前に申請してください。購入後の申請は受付対象外と
なりますので、ご注意ください。
■助成予定台数　10台

　市では、環境に配慮するとともに、子どもにやさしいま
ちづくりを推進することを目的として、幼児２人同乗用自
転車を購入した人に対して、助成金を交付します。なお、
事前申請期間内に、申請多数の場合は抽選とします。
■交付を受けられる人（①～④をすべて満たす人）
①市内に住所を有し、かつ現に居住していること
②同一の世帯員を含めて、市税などの滞納がないこと
③６歳未満の幼児を２人以上養育していること
④その他、交付要綱に定める要件に該当すること
■対象自転車　社団法人自転車協会が定める「幼児２人同
乗用自転車安全基準」に適合し、「BAA マーク」および「幼
児２人同乗基準適合車マーク」が貼付されているもので、

前後に２席の専用幼児用座席を装備したもの（ただし、中
古品および転売品は対象外）
■助成金額　購入費の２分の１に相当する額（ただし、千
円未満は切り捨て）※同時購入した幼児用ヘルメット２個に
係る費用も含む
■限度額　▷電動アシスト機能なし…３万円　▷電動アシ
スト機能付き…４万５,000円
■事前申請期間　４月１日㈪～26日㈮
※必ず購入前に申請してください。購入後の申請は受付対
象外となりますので、ご注意ください。
■助成予定台数　▷電動アシスト機能なし… 35 台　▷電動
アシスト機能付き…20台

　本市における自然エネルギーの活用を促進し、市民
の自主的な環境保全に関する取り組みを支援すること
を目的として、住宅用太陽光発電システムを設置する
人に対して、予算の範囲内において補助金を交付しま
す。
■交付を受けられる人（①～⑤をすべて満たす人）
①市内に住所を有し、みずからが居住する一戸建て住
宅に設置すること

②同一の世帯員を含めて、市税などの滞納がないこと
③電力会社と電力受給契約を締結していること
④市が行う環境保全事業に積極的に協力でき、家庭で
のエネルギー使用状況などに関する調査に協力でき
ること

⑤その他、交付要綱に定める要件に該当すること
■補助対象　住宅用太陽光発電システム
■補助金の額　出力１kW 当たり３万円（上限９万円
／件）
■設置期間　４月１日㈪～平成26年３月31日㈪
■申請期間　４月１日㈪～平成26年３月31日㈪
　ただし、先着順となります。申請は設置後に行って
ください。

【基金の使い道についてのご提案はこちら】
▷環境課（市役所２階21番窓口）　
▷薨 22・6040
▷メールアドレス：kankyou@city.izumiotsu.osaka.jp

住宅用太陽光発電システム
設置補助金の交付希望者を
募集します！（事後申請）

（事前申請）幼児２人同乗用自転車購入費助成金の交付希望者を募集します！

10

★有価物集団回収助成事業　★ごみ減量啓発事業　★不法投棄防止事業　★資源循環型システム
モデル事業　★環境教育図書拡充事業　★環境学習副読本活用事業　★環境教育指導員配置事業
　★環境教育出前講座事業　★大津川環境探検学習事業　★緑のカーテン推進事業　★LED 防
犯灯普及促進事業　★地下水活用事業　★エコクッキング事業　★レジ袋削減推進事業　　★新
エネルギー導入促進事業　★自転車活用促進事業　★市民提案事業

　本市における自然エネルギーの活用を促進し、市民の
自主的な環境保全に関する取り組みを支援することを目
的として、住宅用太陽光発電システムなどのエコハウス
設備を設置するなど、一定の要件を満たす家屋を「エコ
ハウス」として認定し、その所有者に対し、予算の範囲
内において泉大津市エコハウス認定奨励金を交付します。
■交付を受けられる人（①～④をすべて満たす人）
①市内に住所を有し、かつ現に居住していること
②同一の世帯員を含めて、市税などの滞納がないこと
③みずから居住する一戸建て住宅に、次に示すエコハウ
ス設備のうち住宅用太陽光発電システムを含めて、５
種類以上を設置していること

④その他、交付要綱に定める要件に該当すること
■エコハウス設備とは　▷住宅用太陽光発電システム（※
必須）　▷太陽熱利用システム　▷地中熱利用システム　
▷高効率給湯器（ガスエンジン給湯器、ＣＯ2 冷媒ヒート
ポンプ給湯器、潜熱回収型給湯器、家庭用燃料電池）　▷
複層ガラス　▷雨水タンク　▷生ごみ処理機　▷生ごみ
コンポスト　▷電気自動車またはハイブリッドカー
※上記項目のうち住宅用太陽光発電システムを含む５種
類以上を導入した一戸建て住宅を「エコハウス」として
認定します。ただし、住宅用太陽光発電システムについ
ては、平成 24 年４月１日以降に設置したものを対象と
します。
■奨励金の額　３万円
■申請期間　４月１日㈪～平成26年３月31日㈪　

　ごみ減量化対策の一環として、次のごみ減量機器の購入
に対し、予算の範囲内で助成金または補助金を交付します。
なお、事前申請期間内に申請多数の場合は抽選とします。
また、申請期間終了後、予算額に達していない場合は引き
続き予算額に達するまでの間、先着順にて受け付けします。
■交付を受けられる人（①～③をすべて満たす人）
①市内に住所を有し、市内の居住する場所に設置すること
②同一の世帯員を含めて、市税などの滞納がないこと
③その他、交付要綱に定める要件に該当すること
１．生ごみ処理機購入助成金
■助成対象機器　家庭から出る生ごみを機械的に処理し、
消滅、堆肥化または減容化する処理機（生ごみを単に破壊
処理するものは含みません）
■助成金の額　生ごみ処理機購入費（消費税を含む）の３
分の２以内（千円未満切捨て、上限４万円）

■事前申請期間　４月１日㈪～30日㈫
※必ず購入前に申請してください。購入後の申請は受付対
象外となりますので、ご注意ください。
■助成予定台数　40台
２．コンポスト購入補助金
■補助対象機器　土中の微生物または生ごみ堆肥化促進剤
などを利用し、生ごみを発酵・分解することにより、堆肥
化または消滅させる80リットル以上のコンポスト容器
■補助金の額　コンポスト購入費（消費税を含む）の２分
の１以内（千円未満切捨て、上限２万円）
■事前申請期間　４月１日㈪～30日㈫
※必ず購入前に申請してください。購入後の申請は受付対
象外となりますので、ご注意ください。
■助成予定台数　10台

　本市における自然エネルギーの活用を促進し、市民の自主
的な環境保全に関する取り組みを支援することを目的とし
て、住宅用太陽光発電システムを設置する人に対して、泉大
津市おひさまローン（「JA いずみの」による本市独自の低金
利ローン）をあっせん、予算の範囲内において、融資に係る
保証料等の一部を助成します。
■交付を受けられる人（①～⑤をすべて満たす人）
①市内に住所を有し、かつ現に居住していること
②同一の世帯員を含めて、市税などの滞納がないこと
③みずから居住する一戸建て住宅に、住宅用太陽光発電シス
テムを設置すること

④市が行う環境保全事業に積極的に協力でき、家庭でのエネ
ルギー使用状況等に関する調査に協力できること

⑤その他、交付要綱に定める要件に該当すること
■融資のあっせんを行う商品　「泉大津市おひさまローンプ
ラン」
融資金額　10万円以上300万円まで（10万円単位）
融資期間　▷10万円以上150万円未満…１年以上６年以内
▷150万円以上300万円以内…１年以上10年以内
融資利率　固定金利は年1.75％（ただし、保証料が別途必要）
※適用金利は金融情勢などの変化により見直す場合がありま
す。
取扱金融機関　ＪＡいずみの
融資決定　JAいずみの所定の審査基準を満たすこと
■助成金の額　当該融資に係る保証料および支払利子（延滞
に係る利子を除く）の 175 分の 75 に相当する額（上限９
万円）
■申請期間　４月１日㈪～平成 26 年３月 31 日㈪　※先着
順

「泉大津市おひさまローン」を
あっせんします！

泉大津市エコハウス認定奨励金
の交付希望者を募集します！

ごみ減量機器購入助成の交付希望者を募集 !

ほかにも、このような
事業に取り組みます！

（事後申請）
（事後申請）

（事前申請）
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▷地域環境基金



　
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓

に
、
災
害
時
に
も
安
定
し
た
水
道
水

の
供
給
を
行
う
た
め
、
耐
震
機
能
を

も
つ
水
道
管
路
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
日
本
の
水
道
管
の
ほ
と
ん
ど
は
、

高
度
成
長
期
の
昭
和
40
年
ご
ろ
か
ら

増
加
し
、
そ
の
時
代
に
作
ら
れ
た
水

道
管
が
古
く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
順
次
古
く
な
っ
て
い
る
水
道
管

を
新
し
い
水
道
管
へ
取
り
替
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
、
よ
り
耐

久
性
・
施
工
性
に
富
ん
だ
、
耐
震
継

手
の
水
道
管
の
導
入
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

水
道
管
耐
震
化
工
事
の
詳
細

時
期
　
４
月
１
日
以
降
の
工
事
か
ら

対
象
と
な
る
水
道
管
　
市
内
で
こ
れ

か
ら
新
設
す
る
水
道
管
で
、
口
径
75

ミ
リ
か
ら
２
５
０
ミ
リ
の
ダ
ク
タ
イ

ル
鋳
鉄
管
を
管
路
材
料
と
し
て
使
用

す
る
工
事
に
Ｇ
Ｘ
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄

管
を
適
応
し
ま
す
。（
例
・
配
水
管
・

宅
地
開
発
地
メ
イ
ン
の
引
込
管
・
共

同
住
宅
地
の
引
込
管
な
ど
）

　
４
月
１
日
か
ら
、
直
結
給
水
の
対

象
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　
従
来
、
３
階
以
上
の
建
物
で
は
受

水
槽
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
が
、直
結
増
圧
式
給
水
装
置
（
ブ
ー

ス
タ
ー
ポ
ン
プ
）
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
３
階
以
上
の
建
築
物
で
も
直
結

給
水
が
可
能
と
な
り
ま
す
（
直
結
増

圧
式
給
水
）。

　
直
結
増
圧
式
給
水
で
は
受
水
槽
が

不
要
な
た
め
、
受
水
槽
の
管
理
・
清

掃
の
手
間
が
省
け
、
ま
た
、
受
水
槽

の
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
建
物
の
規

模
や
周
辺
の
水
道
管
の
整
備
状
況
に

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

直
結
増
圧
式
給
水
装
置
の
設
置
条
件

①
10
階
ま
で
の
建
物
・
戸
数
40
戸
ま

で
（
そ
れ
以
上
は
要
協
議
）

②
本
管
か
ら
引
込
管
の
口
径
が
２
口

径
以
上
小
さ
い

③
本
管
の
水
圧
が
０
・
１
９
６
Ｍｐ

ａ
以
上
確
保
し
、
ル
ー
プ
に
な
っ

て
い
る

④
水
理
計
算
上
、
増
圧
装
置
に
よ
る

給
水
が
可
能
な
建
物

⑤
使
用
目
的
（
用
途
）
が
決
ま
っ
て

い
る
建
物
　
な
ど

注
意
　
一
時
的
に
多
量
の
水
を
使
用

す
る
建
物
や
病
院
な
ど
、
断
水
に
よ

る
影
響
が
大
き
い
建
物
や
薬
品
な
ど

を
使
用
す
る
建
物
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。 

ま
た
、
既
設
の
建
物
の
場
合

も
そ
の
他
の
適
応
条
件
が
あ
り
ま

す
。

　
直
結
増
圧
式
給
水
を
ご
希
望
の
場

合
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

あ
る
「
市
指
定
給
水
装
置
工
事
業
者
」

に
対
し
て
「
工
事
の
内
容
の
相
談
お

よ
び
工
事
費
の
見
積
り
」
と
「
水
道

課
へ
の
申
請
費
用
な
ど
」
に
つ
い
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
工
事
費

の
見
積
り
は
複
数
取
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

問
合
　
水
道
課
給
水
装
置
係
（
市
役

所
２
階
26
番
窓
口
）

直結増圧式と受水槽式
それぞれの給水方法のメリット・デメリット
直結増圧式給水 
●メリット
　▷受水槽の定期的な清掃や保守管理が不要
　▷受水槽などのスペースが有効利用できる
　▷受水槽などの維持管理費用が抑えられる
●デメリット
　▷配水管の断水時には水が出なくなる
　▷配水管の水圧変動の影響を受けやすい
　▷配水管の状況によるが、一時的に多量の水使用が困難な場合
　がある

　▷増圧ポンプの維持管理が必要（年に１回以上の保守点検要）
受水槽式給水 
●メリット 
　▷配水管の断減水時においても、ある程度の給水が確保できる
　▷一時に多量の水使用が可能
　▷常時一定の水圧、水量を確保できる
●デメリット
　▷受水槽の定期的な清掃や保守管理が必要
　▷受水槽管理が不十分な場合、水質低下を招く
　▷受水槽等の維持管理費用とスペースが必要

４
月
か
ら

水
道
管
の
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

直
結
増
圧
式
給
水
装
置
を

導
入
し
ま
す
。

災
害
時
に
も
安
定
し
た
水
道
水
を
市
民
の
皆
さ
ん
へ

ブ

ー

ス

タ

ー

ポ

ン

プ

直結増圧式給水とは？

配水管（水道本管）から建
物に引き込まれる給水管に
受水槽を経由せず、増圧装
置（ブースターポンプ）を
取り付けて、蛇口まで給水
する方法です。
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本 庁 舎

Ａ
Ｔ
Ｍ

駐
車
場

シルバー人材
センター

職員会館

道 路

東

雲

公

園

福
祉
セ
ン
タ
ー

　
市
役
所
庁
舎
は
、
昭
和
55
年
３
月

に
完
成
し
、
建
築
後
32
年
が
経
過
し

て
お
り
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震

力
で
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。
市
庁
舎
は
、
災

害
時
に
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す

る
な
ど
、
防
災
拠
点
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
、

次
の
と
お
り
耐
震
改
修
工
事
を
実
施

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

工
事
期
間
　
４
月
〜
平
成
26
年
３
月

仮
設
事
務
所
お
よ
び
仮
囲
い
の
設
置

（
４
月
〜
平
成
26
年
３
月
）

▽
北
面
（
公
園
側
）
の
山
側
に
工
事

期
間
中
、
仮
設
事
務
所
を
設
置

▽
仮
設
事
務
所
を
含
め
北
面
全
体
に

仮
囲
い
を
設
置
す
る
た
め
正
面
玄

関
は
工
事
期
間
中
は
使
用
不
可

工
事
期
間
中
の
注
意
事
項

▽
駐
車
場
の
一
部
が
使
用
で
き
な
く

な
り
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

▽
１
階
ト
イ
レ
が
一
時
期
使
用
で
き

な
く
な
る

▽
正
面
玄
関
（
公
園
側
）
が
工
事
期

間
中
使
用
で
き
な
く
な
る

▽
騒
音
・
振
動
な
ど
が
発
生
す
る

　
つ
き
ま
し
て
は
、
車
で
の
ご
来
庁

は
で
き
る
だ
け
ご
遠
慮
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
車
で
お
越
し
の
場
合
に
は
、

市
役
所
隣
の
臨
時
駐
車
場
の
利
用
も

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
合
　
総
務
課
（
市
役
所
４
階
）

市役所庁舎の
耐震工事を行います。

桜フェスタを開催します！
お～

第
11
回

平 成 25 年 ４ 月～平 成 26 年 ３ 月

工事期間中は市民の皆さんにご迷惑をおかけしますが、ご理解、
ご協力のほどお願い申し上げます。

臨時駐車場

昨年の桜フェ
スタの様子日時　4月7日㈰　午前10時～午後4時

場所　市民会館およびひまわり広場
内容
▷野外ステージ…クラウンショー、ストリートダンス、
中国龍踊り、ジャズ、吹奏楽、よさこい踊り 、合唱　
ほか
▷小ホール…NHK のど自慢バンドによるリクエストお応
えライブ
▷ふれあい広場…模擬店、フリーマーケット、障がい者
授産品コーナー、まぐろ解体（即売）、バルーンアート、
昔おもちゃ、ピッチングゲーム、スーパーボールすく
い 　ほか
▷体験コーナー…消防はしご車、白バイ
▷大ホールロビー…お茶席 
▷ひまわり広場…移動動物園、模擬店、和太鼓　ほか
問合　市民会館（☎21・7050）

※本庁舎と東雲公園の間（斜線部）が、工事期間中ご利用で
きなくなります。ご協力をお願いします。

■ 工事期間中、利用できなくなるエリア（斜線部）
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料

率
は
、
２
年
ご
と
に
設
定
し
て
い
ま

す
。
平
成
25
年
度
は
、
被
保
険
者
均

等
割
額
５
万
１
８
２
８
円
、
所
得
割

率
10
・
１
７
％
に
よ
り
保
険
料
を
算

定
し
ま
す
（
平
成
24
年
度
と
同
じ
で

す
）。

保
険
料
の
軽
減
が
受
け
ら
れ
る
場
合

①
被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減

　
世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険

料
の
被
保
険
者
均
等
割
額
（
５
万
１

８
２
８
円
）
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。（
下

表
参
照
）

②
所
得
割
額
の
軽
減

　
所
得
割
額
の
賦
課
対
象
者
の
う

ち
、
所
得
割
額
算
定
に
か
か
る
所
得

金
額
が
58
万
円
以
下
（
年
金
収
入
の

み
の
場
合
は
、
そ
の
収
入
が
２
１
１

万
円
以
下※

）
の
人
は
、
所
得
割
額

が
一
律
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※

収
入
の
あ
っ
た
年
の
12
月
31
日
時

点
で
65
歳
以
上
の
人
の
場
合

③
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
人
の
保
険
料
の
軽
減

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
日
の
前
日
に
お
い
て
、
会
社
の
健

康
保
険
や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
の

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
は
、
所
得
割

額
は
課
さ
れ
ず
、
被
保
険
者
均
等
割

額
の
９
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
・
国
民

健
康
保
険
組
合
に
加
入
さ
れ
て
い
た

人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

④
留
意
事
項

　
軽
減
対
象
と
な
る
人
の
判
定
は
、

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

が
市
区
町
村
か
ら
提
供
さ
れ
た
所
得

情
報
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
の
で
、

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
か
ら
申
請
を
い

た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
所
得
情
報
が
な
い
場
合
は
判
定

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
所
得
の
な
い
人

は
高
齢
介
護
課
窓
口
へ
の
簡
易
申
告

な
ど
が
必
要
で
す
。

保
険
料
額
の
お
知
ら
せ
と
納
め
方
　

①
普
通
徴
収
（
口
座
振
替
や
納
付
書

で
お
支
払
い
）
の
人

　
今
年
７
月
に
、
平
成
25
年
度
の
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
決
定
（
本

算
定
）
に
か
か
る
「
保
険
料
額
決
定

通
知
書
」
と
「
納
入
通
知
書
」
の
一

体
型
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

そ
の
後
、
口
座
振
替
や
納
付
書
（
納

入
通
知
書
）の
方
法
に
よ
り
９
期（
７

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
）
で
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
年
度
途

中
か
ら
特
別
徴
収
に
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
24
年
度
に
引
き
続
き

普
通
徴
収
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
人

は
、
仮
徴
収
（
24
年
度
の
所
得
が
確

被保険者
１人当たり
５万 1,828 円

賦課のもととなる
所得×所得割率
（10.17％）

所得割額の算定にかかる賦課のもととなる所得金額は前年の総所得金額および
山林所得金額並びに他の所得と区分して計算される所得の金額の合計額から基
礎控除額33万円を控除した額です。（雑損失の繰越控除額は控除しません）

（年額）
均等割額保険料 所得割額

（限度額 55万円）

■ 均等割額の軽減率

■ 平成 25年度
後期高齢者医療制度
の保険料

所得の判定区分
①下欄②に属する被保険者であり、かつ、当該世帯の被保険者
全員の各所得が０円であるとき（ただし、公的年金等控除額は
80万円として計算する）
②世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が、
基礎控除額（33万円）を超えないとき
③世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が【基
礎控除額（33万円）＋24万５,000円×被保険者の数（被保険
者である世帯主を除く）】を超えないとき
④世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が【基礎
控除額（33万円）＋35万円×被保険者の数】を超えないとき

※基礎控除額などの数値については、
今後の税法改正などによって変動する
ことがあります。
※軽減に該当するかどうかを判断する
ときの総所得金額などには、専従者控
除、譲渡所得の特別控除の税法上の規
定は適用されません。
※国民健康保険と同様、当分の間、年
金収入につき公的年金等控除を受けた
65 歳以上の人については、公的年金等
に係る所得金額から 15 万円が控除され
ます。
※世帯主が被保険者でない場合でも、
その世帯主の所得が軽減判定の対象と
なります。

軽減割合

９割

8.5割

５割

２割

5,182円

7,774円

２万5,914円

４万1,462円

軽減後の均等割額（年額）

後期高齢者医療制度に
関するお知らせ

◎平成25年度の保険料と所得状況による軽減について
◎健康診査　◎人間ドックにかかる費用の助成について

平
成
25
年
度
の
保
険
料

14

定
す
る
ま
で
の
仮
納
付
）
は
行
わ
れ

ま
せ
ん
。

②
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
お
支
払

い
）
の
人

　
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万
円
以
上

の
人
は
、
原
則
年
６
回
の
年
金
受
給

日
に
、
そ
の
年
金
か
ら
直
接
お
支
払

い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
口
座
振
替
で
の
お
支
払
い
を
希
望

す
る
人
は
、
高
齢
介
護
課
窓
口
へ
の

申
し
出
に
よ
り
変
更
で
き
ま
す
。

⑴
平
成
25
年
２
月
に
保
険
料
を
特
別

徴
収
で
支
払
っ
た
人

　
４
月
の
年
金
受
給
時
に
、
２
月
に

お
支
払
い
い
た
だ
い
た
金
額
と
同

額
を
仮
徴
収
額
と
し
て
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
保

険
料
額
の
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
６
・
８
月
分
は
、
４
月

分
と
同
額
が
適
当
で
な
い
と
市
町

村
が
判
断
し
た
場
合
に
仮
徴
収
額

が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ

の
場
合
は
変
更
通
知
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

⑵
平
成
24
年
度
は
普
通
徴
収
で
、
４
・

６
・
８
月
か
ら
新
た
に
特
別
徴
収

の
対
象
と
な
る
人

　
平
成
24
年
度
の
保
険
料
額
を
も
と

に
仮
徴
収
額
を
決
定
し
ま
す
。
そ

の
場
合
、
事
前
に
「
保
険
料
仮
徴

収
額
決
定
通
知
書
」
と
「
納
入
通

知
書
兼
特
別
徴
収
開
始
通
知
書
」

の
一
体
型
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

本
算
定
後
の
特
別
徴
収

　
平
成
25
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
決
定
（
本
算
定
）
後
の
10

月
以
降
、
引
き
続
き
ま
た
は
新
た
に

特
別
徴
収
と
な
る
人
は
、７
月
に
「
保

険
料
額
決
定
通
知
書
」
と
「
特
別
徴

収
開
始
通
知
書
」
の
一
体
型
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

　
10
・
12
・
２
月
の
年
金
受
給
時
に
、

平
成
24
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て
計

算
さ
れ
た
年
間
保
険
料
か
ら
仮
徴
収

な
ど
に
よ
り
す
で
に
納
め
て
い
た
だ

い
た
金
額
を
差
し
引
い
た
額
を
、
支

払
回
数
に
振
り
分
け
て
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

健
康
診
査
に
つ
い
て

　
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
、「
健
康
診

査
受
診
券
」
を
「
受
診
券
在
中
」
の

記
載
の
あ
る
封
筒
に
て
、
４
月
下
旬

ご
ろ
に
お
送
り
し
ま
す
。
年
度
途
中

に
新
た
に
75
歳
に
な
る
人
に
は
、
誕

生
月
の
翌
月
当
初
に
順
次
お
送
り
し

ま
す
。

　
受
診
券
が
お
手
元
に
届
き
ま
し
た

ら
、
広
域
連
合
が
指
定
す
る
医
療
機

関
な
ど
に
お
い
て
、
受
診
券
に
記
載

さ
れ
た
有
効
期
限
ま
で
に
無
料
（
年

度
中
に
１
回
）
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
受
診
の
際
は
、
事
前
に

医
療
機
関
な
ど
に
ご
連
絡
の
う
え
、

受
診
券
と
被
保
険
者
証
を
忘
れ
ず
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
長
期
入

院
中
や
施
設
入
所
中
の
人
な
ど
は
、

病
院
・
施
設
に
お
い
て
健
康
管
理
が

図
ら
れ
て
い
る
た
め
、
健
康
診
査
の

対
象
者
か
ら
除
い
て
い
ま
す
。

①
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
６
か
月
以

上
継
続
し
て
入
院
中
の
人

②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老

人
保
健
施
設
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

障
害
者
支
援
施
設
な
ど
の
施
設
に

入
所
ま
た
は
入
居
し
て
い
る
人

※

退
院
・
退
所
し
た
な
ど
事
情
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
受
診
券
を
発
行

し
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
助
成
に
つ

い
て

　
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
人
間

ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
場
合
の
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
費
用
の
助
成
を
受
け
る
に
は
、
高

齢
介
護
課
窓
口
に
必
要
書
類
を
お
持

ち
い
た
だ
き
、
申
請
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
各
年
度
中
、
１
回

の
受
診
に
対
し
、
２
万
６
０
０
０
円

を
上
限
と
し
て
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書
の
写
し

②
検
査
項
目
が
確
認
で
き
る
も
の

（
検
査
結
果
通
知
書
の
写
し
な
ど
）

③
被
保
険
者
証

④
口
座
情
報
が
わ
か
る
も
の

⑤
印
鑑

注
意
事
項

　
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人
は
、

申
請
す
る
ま
で
の
間
、
領
収
書
な
ど

を
大
切
に
保
管
願
い
ま
す
。

問
合
　
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
（
▽
資
格
管
理
課…

☎
０
６
・
４

７
９
０
・
２
０
２
８
　
▽
給
付
課…

☎
０
６
・
４
７
９
０
・
２
０
３
１
　

薨
０
６
・
４
７
９
０
・
２
０
３
０
）

月
〜
金
曜
日
の
（
祝
日
を
除
く
）
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
、
ま
た
は

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階
６
・
８

番
窓
口
）

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
助
成

ふるさと納税制度
を活用し、わたしたちのまち、
泉大津市を応援してください！

ふるさと納税制度について
詳しくは、泉大津市HPを
ご覧ください！

寄附をいただいた人に、
お礼として「ふるさと産品」を
プレゼントしているんです。

おづみんグッズやブ
ランケットなど、泉
大津を実感してもら
える品物をたくさん
ご用意しています。
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■（表2）人間ドック・脳ドック指定医療機関一覧（料金は税込）

■（表 1）特定健康診査の日程・場所  　健診は年度内に特定健診、国保プチドック（※1）、人間ドックのいずれか一回の受診に限る
対　象

国保
プチドック
（※1）

40～ 74歳
（75歳誕生日前日
～昭和 49年３月
31日生まれ )

6/21 ㈮、23㈰
10/18 ㈮、20㈰

▷40～ 74 歳…受診券到着後～平成 26 年 3 月 31
日　▷30～39歳…受診券は届きません。受診前に
必ず保険年金課窓口に申請してください。

予約不要。受付時間は午前 9
時～ 11時 30分

保健センター
（宮町 2-25）

保健センター

受診前に医療機関にお問い合
わせください。

要予約（直接医療機関へ）

定員 100 人で要予約。特定
健診受診券に同封のプチドッ
ク案内ちらしを参照してくだ
さい。(4月下旬送付予定 )

人間ドック指定医療機関
（表２）

市内特定健康診査指定医療機関
（受診券同封のパンフレット参照）受診券到着後～平成 26年 3月 31日

5/30 ㈭
6/17 ㈪、18㈫

7/16 ㈫

30～ 74歳
( 受診時現在 )

072・260・5555

072・265・6006 堺市西区浜寺船尾町

06・6941・9620

4万円
4万円

（※2）

日　程

特
定
健
診

健診会場申込方法

（※1）　国保プチドックとは、特定健診と３つのがん検診（肺・胃・大腸）がセットで受診できる健診です。受診料 2,500 円
（※2）　6/21、23、10/18、20 日は、健康推進課の実施するがん検診（肺・胃・大腸）が保健センターで実施されます。が
ん検診の受診を希望する場合は、保健センターへの予約（先着順）が必要になります。予約開始日など詳しくは今月号中綴じの「成
人保健予定表」をご覧ください。

人間
ドック

個別
健診

集団
健診

助成額
(上限 )

　
人間ドック
3万円

脳ドック
2万円

人間ドックと
同日実施の場合
同日実施なし
3万 2,000 円
3万 2,000 円

実施なし

3万 1,500 円
2万 6,250 円
3万 7,800 円

基本料金

4 万 2,000 円
5万円

3万 5,000 円
実施なし

4万 7,250 円
4万 7,250 円

脳ドック
のみは不可

4万 4,100 円

日帰りの
基本料金

人間ドック

所在地

泉大津市下条町
和泉市肥子町
岸和田市加守町
堺市堺区戎島町

大阪市浪速区湊町
堺市西区鳳東町

大阪市中央区大手前

電話番号

32・5622
40・2154

072・445・9908
072・224・1717

0120・728・797

医療機関名

市立病院
府中クリニック
岸和田徳洲会病院
ベルクリニック
聖授会OCAT

予防医療センター
鳳総合健診センター

大手前病院
健康管理センター
馬場記念病院

※脳ドックと 30～ 39 歳の人間ドックは、受診前に必ず保険年金課へ申請してください。「助成決定通知書」をお渡しします。40～ 74
歳の人間ドックは「特定健康診査受診券」が決定通知書の代わりになります。　※「助成決定通知書」か「特定健康診査受診券」を受診時
に指定医療機関の窓口に提出し、基本料金から助成額を引いた金額をお支払いください。　例：▷市立病院で人間ドックを受けた場合の
支払額…4 万 4,100 円ー 3 万円＝1 万 4,100 円　▷府中クリニックで人間ドックと脳ドックを同日に受けた場合の支払額…4 万円＋3
万 2,000 円ー 3万円ー 2万円＝2万 2,000 円

脳ドック

4 万 4,100 円

4万 2,000 円
4万 2,000 円

4万 2,000 円 ５万 2,500 円 ２万 6,250 円

初回 4万 9,350 円、
2回目～ 4 万 6,725 円

年に一度の
健康チェック習慣を！

介護保険料の減免制度

特定健康診査40～74歳の
国民健康保険
加入者の皆さんへ

　次の①か②に該当する人は、介護保険料の減免を受けること
ができます。
①対象者の要件（次の⑴～⑸の要件をすべて満たす人）
⑴保険料の段階が第３・４段階の人で、申請日時点で世帯全員
が市民税非課税の人

⑵世帯主およびすべての世帯員の前年中の収入金額の合計が次
の額以下であること（前年中の収入金額とは、障害年金、遺
族年金、失業給付などの非課税収入を含むすべての収入金額
をいう。また、事業所得などの収入で売上原価などの必要経
費がある収入については、必要経費を控除した後の金額とす
る）

　▷１人世帯…111 万円以下　▷２人世帯…157 万円以下▷
３人世帯… 203 万円以下（以降世帯員が１人増えるごとに
46万円を加算）

⑶所得税・市民税の扶養控除において、また健康保険などの医
療保険において他の世帯の被扶養者となっていないこと

⑷世帯全員が、居住用以外に土地および家屋を有していないこ
と。また、現に居住している土地については、200㎡（約60坪）
を超えていないこと

⑸世帯全員の銀行預金などの元本合計が 350 万円以下である
こと

②対象者の要件（次の要件を満たす人）
介護保険給付において、食費・居住費の特例減額措置を受けて
いる人
減免期間　減免申請書の受付月から当該年度の３月分まで。た
だし、４月から６月までの申請については、仮算定期間のため
保留し７月に決定
減免額　①今の段階の保険料を第２段階の保険料に減額　②現
在の保険料段階を１段階下の保険料に減額
申請に必要な書類　保険料減免申請書・銀行などの調査同意書・
収入申告書・資産等申告書（高齢介護課の窓口に設置）
申請に必要なもの　▷世帯全員の銀行預金通帳など・本人の印
鑑・介護保険証・健康保険証　▷世帯全員の給与証明書や年金
の支払通知（源泉徴収票）などの前年中の収入がわかるもの
　また、この減免以外に失業や災害など、やむを得ない事情に
より介護保険料の納付が困難になった場合などに、保険料の減
免を受けられることがあります。窓口にご相談ください。
問合　高齢介護課（市役所１階８番窓口）

65 歳以上の皆さんへ

16

●
40
〜
74
歳
の
人
へ

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
を
目
的

に
、
特
定
健
康
診
査
（
以
下
、
特
定

健
診
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
定

健
診
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
加
入
し
て
い

る
保
険
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
対
象

者
に
は
、
特
定
健
診
の
案
内
が
各
保

険
者
か
ら
届
き
ま
す
。
医
療
保
険
証

に
記
載
さ
れ
て
い
る「
保
険
者
」（「
参

考
」
を
参
照
）
を
確
認
の
う
え
、
各

医
療
保
険
者
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険

（
以
下
、
国
保
）
に
加
入
し
て
い
る

40
歳
か
ら
74
歳
の
人
を
対
象
に
、
次

の
よ
う
な
流
れ
で
特
定
健
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
年
に
１
回
は
、
特
定

健
診
を
受
け
て
、
自
分
の
健
康
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
康
診
査
利
用
の
流
れ

①
受
診
券
と
質
問
票
の
送
付

　
４
月
下
旬
に
保
険
年
金
課
よ
り
市

国
保
の
対
象
者
に
「
特
定
健
康
診
査

受
診
券
」
と
「
質
問
票
」
を
送
付
し

ま
す
。

②
特
定
健
診
の
日
程
確
認

　
特
定
健
診
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行

う
集
団
健
診
と
、
指
定
医
療
機
関
で

行
う
個
別
健
診
が
あ
り
ま
す
の
で
、

表
１
で
日
程
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
集
団
健
診
は
、
ホ
テ
ル
健
診
な
ど
、

追
加
で
実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
広
報
い
ず
み
お
お
つ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
表
１
お
よ
び
表
２
の
と

お
り
特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
使
っ

て
、
国
保
プ
チ
ド
ッ
ク
や
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

③
特
定
健
診
の
受
診

　
受
診
当
日
は
、
泉
大
津
市
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）、

特
定
健
診
受
診
券
と
質
問
票
、
健
診

料
１
０
０
０
円
を
持
参
く
だ
さ
い
。

④
健
診
結
果
の
通
知

　
受
診
後
、
健
診
結
果
が
通
知
さ
れ

ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
が

高
い
と
判
定
さ
れ
た
人
に
は
、
特
定

保
健
指
導
の
案
内
が
届
き
ま
す
。

特
定
健
診
の
健
診
項
目

①
質
問
票
　
②
身
体
計
測
　
③
診
察

④
血
圧
測
定
　
⑤
血
液
検
査
（
脂
質
、

血
糖
、
肝
機
能
、
腎
機
能
）　
⑥
尿

検
査
　
⑦
心
電
図

※

眼
底
検
査
に
つ
い
て
は
、
一
定
の

条
件
を
満
た
す
人
の
み
が
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
、
必

ず
受
診
前
に
保
険
年
金
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
参
考
」
保
険
証
に
記
載
さ
れ
て
い

る
「
保
険
者
」
の
種
類

▽
市
町
村
国
民
健
康
保
険
（
泉
大
津

市
国
保
：
保
険
年
金
課
＝
市
役
所
１

階
５
番
窓
口
）　
▽
全
国
健
康
保
険

協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
　
大
阪
支
部
☎

06
・
７
７
１
１
・
４
３
０
０
）　
▽

健
康
保
険
組
合
（
健
保
組
合
）　
▽

船
員
保
険
　
▽
共
済
組
合
　
▽
国
民

健
康
保
険
組
合
（
国
保
組
合
）

●
今
年
度
75
歳
に
な
る
人
へ
　

誕
生
日
を
境
に
健
康
診
査
の

受
診
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
現
在
国
保
に
ご
加
入
で
、
今
年
度

75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日
前
日
ま

で
と
誕
生
日
以
降
で
、
健
康
診
査
の

受
診
方
法
が
異
な
り
ま
す
。
健
康
診

査
を
い
つ
受
診
す
る
か
は
自
分
で
決

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
選
択

し
た
健
康
診
査
の
受
診
方
法
で
年
１

回
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
75
歳
誕
生
日
前
日
ま
で

　
75
歳
の
誕
生
日
前
日
ま
で
に
、
特

定
健
診
受
診
券
を
使
っ
て
受
診
で
き

ま
す
。
な
お
、
健
診
料
１
０
０
０
円

が
必
要
で
す
。

○
75
歳
誕
生
日
当
日
以
降

　
誕
生
日
の
翌
月
上
旬
に
、
府
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
届
く
受

診
券
を
使
っ
て
、
後
期
高
齢
者
医
療

健
康
診
査
を
受
診
で
き
ま
す
。
健
診

料
は
無
料
で
す
。

問
合
　
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階

５
番
窓
口
）

　市では、ごみの減量・リサイクルに取り組んでいる小売店
舗をエコショップとして認定し、ひろく市民や事業者に認知
していただくことで、環境貢献の意識高揚を図るとともに、
環境にやさしいライフスタイルの実現を目指しています。平
成24年度、エコショップ登録いただいたお店は12件です。
　今月は、第３弾として、平成 24 年度に新たに登録いただ
いたクリーニングのアンデルセン（泉大津店（池浦町）＝☎
33・2470　助松店（東助松町）＝☎21・9322）のエコな
取り組みを紹介します。
　お買い物にはぜひエコショップをご利用ください。また、
エコな取り組みをしている小売店は、市役所環境課にてエコ
ショップ登録してください。　
エコショップ登録店・
クリーニングのアンデルセンの取り組み
▷衣類・靴・バッグなどの修理 (リペア )
　衣類の修理はもちろん、靴・カバンのクリーニングやリフ

ト・ファスナーなどの交換、あらゆる修理を行っています。
▷ハンガーの回収と再利用 (リユース )
　　使用済みハンガー３５本を、お持ちいただくとドライク
リーニング50円券をプレゼントしています。
▷お持ち帰り時のサービス袋削減
　サービス袋の無料配布を廃止し、マイバックの普及を促進
することで、ごみの減量や資源の節約及び二酸化炭素の削減
に積極的に取り組んでいます。
問合　環境課（市役所２階21番窓口）

←エコショップ登録店はこの
ステッカーが目印ですエコショップのご紹介

リサイクルに取り組んでいるお店

クリーニングアンデル
セン助松店
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最
近
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
外
来

生
物
（
本
来
そ
の
地
域
で
生
息
し
て

い
な
い
生
物
）
や
外
来
魚
な
ど
が
多

く
繁
殖
し
て
生
態
系
に
大
き
な
悪
影

響
を
お
よ
ぼ
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
外
来
生
物
の
多
く
は
、
人
間
の

ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
育
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼

育
し
な
か
っ
た
一
部
の
飼
い
主
が
発

端
で
繁
殖
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
外
来
生
物
の
多
く
は
、
本
来
野

生
動
物
で
あ
り
、
犬
や
猫
の
よ
う
に

人
間
に
な
つ
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
一
部

の
外
来
生
物
の
飼
養
は
、
法
律
で
原

則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
外
来
生
物
や
動
物
な
ど
を
飼
育
す

る
前
に
は
、
よ
く
考
え
て
か
ら
飼
育

し
、
適
正
に
管
理
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
を
見
か
け
た
と
き

の
注
意

①
む
や
み
に
驚
か
せ
た
り
、
触
っ
た

り
し
な
い
（
人
間
が
お
ど
か
し
た

り
し
な
い
限
り
、
動
物
か
ら
攻
撃

し
た
り
し
ま
せ
ん
）

②
珍
し
い
か
ら
と
い
っ
て
、
エ
サ
を

あ
げ
た
り
し
な
い

③
日
ご
ろ
か
ら
、
外
来
生
物
や
野
生

動
物
な
ど
が
住
み
に
く
い
環
境
づ

く
り
を
心
が
け
る（
雑
草
な
ど
は
、

定
期
的
に
刈
り
取
り
、
残
飯
な
ど

も
食
い
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
工

夫
す
る
）

　
の
ら
猫
（
飼
い
主
の
い
な
い
猫
）

に
よ
る
ふ
ん
・
尿
の
苦
情
や
、
に
お

い
や
鳴
き
声
の
相
談
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
そ
も
そ
も
の
ら
猫
は
、
一
部

の
飼
い
主
が
無
責
任
な
飼
育
を
行
っ

た
り
、
捨
て
た
こ
と
が
発
端
で
す
。

　
猫
を
可
愛
が
る
気
持
ち
を
持
つ
こ

と
は
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
可
愛
が

る
あ
ま
り
逆
に
の
ら
猫
を
増
や
し
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

猫
は
、
飼
育
環
境
を
整
え
る
こ
と
で

室
内
飼
養
で
き
る
の
で
、
放
し
飼
い

に
し
て
い
る
人
は
、
飼
育
方
法
を
今

一
度
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

　
の
ら
猫
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い

た
め
に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
よ
く
考

え
、
行
動
し
、
猫
が
好
き
な
人
も
苦

手
な
人
も
と
も
に
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

人
間
と
猫
が
仲
よ
く
共
存
で
き
る
環

境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

①
放
し
飼
い
を
や
め
室
内
で
飼
育
す

る
（
交
通
事
故
や
ノ
ミ
・
ダ
ニ
な

ど
に
よ
る
皮
膚
炎
な
ど
の
病
気
、

迷
子
な
ど
を
防
げ
ま
す
）

②
首
輪
に
名
札
な
ど
を
つ
け
、
飼
い

主
が
わ
か
る
よ
う
に
す
る

③
近
隣
で
ふ
ん
・
尿
を
さ
せ
な
い
よ

う
に
、
ト
イ
レ
の
し
つ
け
を
す
る

④
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
避

妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
る

　
飼
い
主
に
よ
る
犬
の
ふ
ん
・
尿
の

放
置
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
が
増
え

て
い
ま
す
。
愛
犬
も
あ
な
た
の
家
族

で
す
。
知
ら
な
い
う
ち
に
他
人
に
迷

惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
。
快
適
に

愛
犬
と
暮
ら
す
た
め
に
も
愛
情
と
責

任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
　

　
生
後
91
日
以
上
経
過
し
た
犬
を
飼

う
と
き
は
、
狂
犬
病
予
防
法
に
基
づ

き
、
30
日
以
内
に
飼
犬
登
録
が
必
要

で
す
（
一
生
涯
に
１
回
の
登
録
）。

ま
た
、
毎
年
１
回
狂
犬
病
予
防
接
種

を
受
け
さ
せ
、
飼
い
犬
に
鑑
札
お
よ

び
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
装
着
す

る
こ
と
が
飼
い
主
の
義
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
飼
い
犬
を
散
歩
さ
せ
る
と

き
は
リ
ー
ド
を
つ
け
て
犬
を
制
御
で

き
る
人
が
行
い
、
ふ
ん
・
尿
の
後
始

末
は
責
任
を
も
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
首
輪
な
ど
は
き
つ
く
締

め
、
リ
ー
ド
を
適
切
な
長
さ
に
保
ち
、

歩
行
者
な
ど
に
不
安
を
与
え
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

①
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
正

し
く
し
つ
け
る

②
公
園
な
ど
公
共
の
場
所
で
は
決
し

て
放
さ
な
い
よ
う
に
す
る

③
最
後
ま
で
責
任
を
も
っ
て
飼
う

④
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
避

妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
る

　
最
近
、
カ
ラ
ス
が
ご
み
袋
を
食
い

散
ら
か
す
こ
と
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
都
市
部
に
飛
来
す
る
カ
ラ
ス

の
多
く
は
、
人
間
が
出
す
生
ご
み
を

エ
サ
に
す
る
た
め
集
ま
り
、
集
団
で

広
範
囲
に
わ
た
り
行
動
し
て
い
る
と

い
わ
れ
ま
す
。
カ
ラ
ス
の
被
害
を
な

く
す
た
め
、
ご
み
を
出
す
と
き
は
、

次
の
よ
う
な
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

ご
み
を
出
す
と
き
の
工
夫

①
ご
み
は
、
収
集
日
当
日
に
出
す

②
ご
み
は
、
ふ
た
が
付
い
た
ポ
リ
容

器
に
入
れ
て
出
す
か
ご
み
散
乱
防

止
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
す
る

③
食
品
の
ム
ダ
や
食
べ
残
し
を
少
な

く
し
生
ご
み
を
減
ら
す

④
ご
み
袋
か
ら
生
ご
み
が
見
え
な
い

よ
う
に
す
る

問
合
　
環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番

窓
口
）

外
来
生
物

飼
う
前
に
よ
く
考
え
て

猫
と

仲
よ
く
共
存
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

マ
ナ
ー
を
守
り

犬
を
正
し
く

し
つ
け
よ
う

カ
ラ
ス
に

荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う

ご
み
を
出
そ
う

ど
う
ぶ
つ
と

い
っ
し
ょ
に

暮
ら
す
た
め
に
守って
ほしい

４つのこと
。

犬や猫などのペットは、飼い主
にとっては家族同然。でも、マ
ナーを守らなければ周囲に迷惑
をかけてしまいます。また、日
本の生態系をおびやかす外来生
物の飼養にも注意が必要です。
さまざまなどうぶつたちと同じ
環境で、わたしたちが快適に暮
らしていくために心がけておき
たいことをまとめました。
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市
職
員
を
か
た
る
不
審
な
電
話
や

還
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　
市
内
で
、
市
役
所
、
社
会
保
険
事

務
所
の
職
員
、
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
を
名
乗
り
、
医
療
費
の
還
付

金
を
装
っ
て
、Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預

け
払
い
機
）
な
ど
を
利
用
し
て
お
金

を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
不
審
な

電
話
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

際
、
金
融
機
関
の
職
員
が
常
駐
し
て

い
な
い
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
設
置
さ
れ
て
い
る

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
る
事
例
が
数
多

く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
市
役
所
な
ど
の
公
的
機
関
で
は
、

医
療
費
の
還
付
金
の
受
取
り
な
ど
に

つ
い
て
、
電
話
や
訪
問
に
よ
り
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
利
用
を
促
す
こ
と
や
、
銀
行
の

口
座
番
号
・
暗
証
番
号
を
お
伺
い
す

る
こ
と
、
健
康
保
険
証
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
預
か
り
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
審
に
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
指
示

に
従
わ
ず
、
い
っ
た
ん
通
話
を
切
り
、

最
寄
り
の
警
察
や
市
役
所
に
電
話
す

る
な
ど
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
　
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階

５
番
窓
口
）ま
た
は
高
齢
介
護
課（
同

８
番
窓
口
）

水
道
の
集
金
を
装
う

不
審
者
の
訪
問
に
ご
注
意
を
！

市
は
訪
問
集
金
を
行
い
ま
せ
ん
！

　
最
近
、
水
道
料
金
の
集
金
の
委
託

を
受
け
て
い
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て

訪
問
し
、「
水
道
料
金
が
滞
納
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
水
道
を
止

め
ざ
る
を
得
な
い
」
と
説
明
し
、
現

金
を
要
求
す
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
止
水
バ
ル
ブ
に
手

を
加
え
、
水
を
止
め
る
悪
質
な
ケ
ー

ス
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
課
で
は
、
水
道
料
金
の
訪
問

に
よ
る
集
金
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

万
が
一
被
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、

警
察
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
水
道
や
下
水
道
関
係
の
訪

問
販
売
や
電
話
勧
誘
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
が
市
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
次
の
よ
う
な
こ
と
は
市
で

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

▽
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
ご
依
頼

の
な
い
水
質
検
査

▽
浄
水
器
な
ど
の
取
り
付
け
・
販
売

お
よ
び
点
検
や
部
品
交
換

▽
宅
地
内
で
の
水
道
管
や
下
水
管
の

水
管
洗
浄

水
道
課
・
下
水
道
課
が
工
事
を
施
工

す
る
場
合
は…

事
前
に
「
工
事
の
お

知
ら
せ
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

各
家
庭
の
量
水
器
交
換
、
測
量
調
査

な
ど
が
必
要
な
場
合
は…

市
職
員
が

訪
問
す
る
か
、
市
長
発
行
の
証
明
書

を
所
持
し
た
施
工
業
者
が
行
い
ま

す
。

不
審
に
思
わ
れ
た
と
き
は

　「
市
職
員
証
」
か
「
市
長
発
行
の

証
明
書
」
の
提
示
を
求
め
る
か
、
水

道
課
・
下
水
道
課
へ
確
認
の
電
話
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
　
▽
水
道
関
係…

水
道
課
（
市

役
所
２
階
26
番
窓
口
）　
▽
下
水
道

関
係
・・・
下
水
道
課
（
同
25
番
窓
口
）

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
な
ど

　
浄
水
器
な
ど
の
購
入
や
管
の
清
掃

な
ど
の
役
務
提
供
は
、
契
約
書
面
を

受
領
し
て
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば

無
条
件
に
契
約
解
除
（
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
）
で
き
ま
す
。
こ
の
件
に
関
し

て
詳
し
い
こ
と
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
１
階
。
月
〜
金
曜
日
・

午
後
１
時
〜
４
時
）
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

市内で消費者被害多発！
市職員をかたって電話をかけてお金を振り込ませたり、

水道料金の集金を装った訪問でお金をだまし取られる事例が出ています！

　ＴＤＫ株式会社は、平成 25 年２月８日に長崎県長崎市の
グループホームで発生した火災事故の出火元が、同社製加湿
器（スチーム式、型式：ＫＳ－500Ｈ）である可能性が高いこ
とが判明したとの公表を行いました。
　同社では、事故の再発防止を図るため、これまで平成 11
年１月 27 日に新聞社告などを行い、対象製品の製品回収を

実施してきましたが、本件火災事故が発生したことから再周
知を行ったところです。
　対象製品をお持ちの人は、直ちに使用を中止し、同社まで
ご連絡をお願いします。
●ＴＤＫ株式会社 加湿器の問い合わせ先
フリーダイヤル　☎0120・604・777
受付時間　午前９時～午後７時（土・日・祝日も含む）
ホームページ　http://www.tdk.co.jp

リコール製品で火災の疑い
(TDK 株式会社製の加湿器 KS-500H) 
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４
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
（
定

額
）
は
１
か
月
１
万
５
０
４
０
円
に

　
４
月
か
ら
表
の
と
お
り
の
保
険
料

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ま
と
め
て
前

納
す
る
と
さ
ら
に
割
引
さ
れ
ま
す
。

支
払
い
が
困
難
な
場
合
は

保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

　
所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
に
は
、
申
請
手
続
に
よ
っ
て
保
険

料
の
納
付
が
「
免
除
」、「
一
部
免
除

（
一
部
納
付
）」、
ま
た
は
「
猶
予
」

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）

申
請

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年

所
得
（
１
〜
６
月
中
に
申
請
す
る
場

合
は
前
々
年
所
得
）
が
一
定
額
以
下

の
場
合
に
、
申
請
手
続
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
全
額
免

除
ま
た
は
一
部
免
除
と
な
り
ま
す
。

　
一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免
除
・

半
額
免
除
・
４
分
の
１
免
除
が
あ
り

ま
す
。
一
部
免
除
に
つ
い
て
は
、
一

部
納
付
額
が
未
納
の
場
合
、
一
部
免

除
も
無
効
（
未
納
と
同
じ
）
に
な
り

ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　
30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
、
配
偶

者
の
前
年
所
得
（
１
〜
６
月
中
に
申

請
す
る
場
合
は
前
々
年
所
得
）
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
手
続
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　
学
生
で
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
、
申
請
手
続
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
（
学
生
証
ま
た
は
在
籍
証

明
書
が
必
要
）。

　
年
金
保
険
料
の
未
納
や
滞
納
が
あ

る
と
老
後
の
年
金
に
影
響
が
出
る
だ

け
で
な
く
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

の
給
付
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
納
付
期
限
内
に
納
め
ら
れ

な
い
場
合
は
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
申
請
手
続
は
年
金
手
帳
・
認
め

の
印
鑑
を
持
っ
て
、
保
険
年
金
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
退
職
（
失
業
）

に
よ
る
特
例
免
除
制
度

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
を

申
請
す
る
と
前
年
所
得
が
審
査
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
退
職
（
失

業
）
が
原
因
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

特
例
免
除
制
度
の
手
続
き
が
で
き
ま

す
。
特
例
免
除
制
度
は
、
本
人
所
得

を
審
査
対
象
か
ら
除
外
す
る
の
で
、

一
般
の
免
除
申
請
よ
り
も
免
除
が
承

認
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

対
象
　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
、
申

請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い

て
退
職
（
失
業
）
し
た
人

内
容
　
本
人
の
審
査
の
対
象
と
な
る

所
得
を
除
外
し
て
審
査
を
実
施
（
た

だ
し
、
配
偶
者
・
世
帯
主
に
一
定
以

上
の
所
得
が
あ
る
と
免
除
に
な
ら
な

い
場
合
あ
り
）

申
請
方
法
　
年
金
手
帳
・
認
め
の
印

鑑
・
失
業
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る

公
的
機
関
の
証
明
の
写
し
（
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
・
離
職
票
な
ど
）

を
持
っ
て
、
保
険
年
金
課
ま
で

免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
あ
と
か
ら

納
め
ら
れ
ま
す
（
追
納
制
度
）

　
免
除
承
認
期
間
は
、
保
険
料
を
全

額
納
付
し
た
と
き
と
比
べ
て
、
将
来

受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
追
納
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
承
認
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降

の
保
険
料
を
追
納
す
る
と
、
当
時
の

保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

問
合
　
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階

５
番
窓
口
）、
日
本
年
金
機
構
堺
西

年
金
事
務
所
（
☎
０
７
２
・
２
４
３
・

７
９
０
０
）

◎４月からの保険料が確定しました
◎保険料の免除制度のご案内
◎10年以内であれば「追納」も可能です

国民年金からのお知らせです。

■ 平成 25年度の国民年金保険料
1万 5,040円
1万5,440円
1万1,280円

7,520円
3,760円

保険料（定額）
付加保険料に加入した場合

4分の1免除
半額免除

4分の3免除
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市
で
は
、
市
民
の
自
発
的
な
特
定

非
営
利
活
動
を
支
援
し
、
市
民
活
動

を
活
発
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
そ
の
事
業
費
の
一
部
ま
た
は
全

額
を
補
助
す
る
公
募
型
補
助
金
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
対
象
事
業
の
審
査
の
一
環
と

し
て
、
平
成
24
年
度
交
付
団
体
に
よ

る
事
業
報
告
会
、
平
成
25
年
度
申
請

団
体
に
よ
る
事
業
審
査
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
事
業
報
告
会
・
審
査
会
は
、

交
付
団
体
と
申
請
団
体
よ
る
公
開
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
で
行
わ
れ

ま
す
。

平
成
24
年
度
交
付
団
体
に
よ
る

事
業
報
告
会
の
詳
細

日
時
　
５
月
11
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

場
所
　
市
役
所
３
階
大
会
議
室

平
成
24
年
度
交
付
団
体
　
▽
Ｔ
ｅ
ａ

ｍ
　
Ｃ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
　
▽
ぽ
っ
か
ぽ
か

▽
特
定
非
営
利
活
動
法
人
泉
州
て
ら

こ
や （
順
不
同
）

平
成
25
年
度
申
請
団
体
に
よ
る

事
業
審
査
会
の
詳
細

日
時
　
５
月
18
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

場
所
　
市
役
所
３
階
大
会
議
室

※

平
成
25
年
度
申
請
団
体
は
４
月
30

日
以
降
に
決
定
し
ま
す
。

申
請
の
受
付
を
し
て
い
ま
す

　
泉
大
津
市
特
定
非
営
利
活
動
支
援

補
助
金
は
４
月
30
日
㈫
ま
で
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
広

報
い
ず
み
お
お
つ
３
月
号
、
ま
た
は

人
権
市
民
協
働
課
ま
で
。

問
合
　
人
権
市
民
協
働
課
（
市
役
所

１
階
２
番
窓
口
）

「泉大津市がんばろう基金」活用

◎活動補助金交付団体の事業報告会
◎25年度補助金希望団体の公開プレゼン

を実施します。

泉大津でがんばる市民団体を紹介します。

市民活動の
Vol.３　「Team CRUSH」
音楽でみんながいっしょに楽しめる空間づくり
～We Love IZUMIOTSU！～
　「Team CRUSH（チームクラッシュ）」は、泉大津市
出身の２人組ロックバンド CRUSH を中心に、音楽を
通じて人と人とをつなぎ相互理解を深める活動をして
いるボランティア団体です。「音楽という共通の輪の中
で、だれもがいっしょに楽しめる空間を創って行きた
い！」という趣旨から、自主企画のチャリティーライ
ヴイベントを奇数月の第３日曜日に、泉大津駅前アル
ザにて定期開催しております。今年 1 月で 30 回を数
えました。イベントでは市内各授産施設による展示即
売会・バザーなどの模擬店もあり、障がい者理解の輪
を広げていくことに取り組んでいます。
　また、チャリティーゲームに参加していただくこと
で1回 100円を泉大津市社会福祉協議会に寄付すると

いうコーナーもあります。今後も市民の皆さんにひろ
く愛されるイベントとして、１回でも長く続けていき
たいと思っています。皆さんの参加を心からお待ちし
ております。
 次回チャリティーライヴイベント開催のお知らせ
日時　５月19日㈰　午前11時・午後１時・３時
場所　いずみおおつCITYアルザ1Fアトリウム

問合　Team CRUSHホームページより
http://ip.tosp.co.jp/i.asp?I=team_crush
※平成 24 年度のイベント開催には泉大津市がんばろ
う基金が活用されています。

連
載

Ｃ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ラ
イ
ヴ
の
様
子

「泉大津市がんばろう基金」の寄付に
ご協力をお願いします。

　この補助金制度は、皆さんからの寄付と市もそ
れと同額を積み立てる「泉大津市がんばろう基金」
を財源としています。円滑な制度の運用について
は、皆さんの応援が何よりも大切です。ぜひとも、
寄付のご協力をお願いします。
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総合福祉センター

●
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
講
座
の
ご
案
内

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
内

在
住
の
60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、

健
康
で
明
る
い
生
活
を
楽
し
む
た
め

に
初
心
者
を
対
象
と
し
た
教
養
講
座

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
の
受
講

生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
　
４
月
10
日
㈬
、
11
日
㈭
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
申
し
込
み
は

不
可
）

※

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。
た

だ
し
、
以
下
の
条
件
の
順
で
優
先
し

ま
す
。

①
過
去
３
年
間
、
同
じ
講
座
を
申
し

込
ん
だ
が
抽
選
で
落
選
し
た
人

②
昨
年
受
講
し
て
い
な
い
人
（
①・

③
以
外
の
人
）

③
昨
年
受
講
し
た
人

●
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ク
ラ
ブ
の

ご
案
内

　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
各
ク
ラ
ブ

で
は
、
入
会
希
望
の
人
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
定
員
に
な
る
ま
で
随
時
受

け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
定
員
に
達
し

て
い
る
と
き
は
ご
入
会
を
お
待
ち
い

た
だ
い
て
い
る
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
３
９
０
）

講座名

書道

詩吟
～漢詩鑑賞と吟詠～

男性のための料理

お菓子づくり

絵手紙

音楽療法を楽しむＡ

リフレッシュ体操

楽しいうた

自力整体体操

健康づくり
筋力トレーニング

リズム体操

日時・回数・定員
５月 20日㈪～ 3月 17㈪（第 1･3 月曜　全 21回）

午後１時～２時 30分　定員 35人
５月 28日㈫～ 3月 25日㈫（第 2･4 火曜　全 20回）

午前 10時～ 11時 30分　定員 20人
５月 16日㈭～ 3月 20日㈭（第 1･3 木曜　全 21回）

午後 2時～３時 30分　定員 30人
５月 24日㈮～ 3月 28日㈮（第４金曜　全 10回）

午前 10時～午後 0時 30分　定員 24人
５月 14日㈫～ 3月 11日㈫（第 2火曜　全 11回）

午後 1時 30分～ 3時 30分　定員 16人
５月 21日㈫～ 3月 18日㈫（第 1･3 火曜　全 19回）

午後 1時 30分～ 3時　定員 20人

５月２日㈭～ 9月 19日㈭（第 1･3 木曜　全 10回）
午前 10時～ 11時 30分　定員 15人

５月 22日㈬～ 3月 26日㈬（第 2･4 水曜　全 21回）
午前 10時 30分～ 11時 45分　定員 20人

５月 28日㈫～ 3月 18日㈫（第 2･4 火曜　全 21回）
午前 10時 30分～正午　定員 20人

５月 21日㈫～ 3月 18日㈫（第 1･3 火曜　全 20回）
午前 10時 30分～正午　定員 35人

５月 24日㈮～ 3月 28日㈮（第 2･4 金曜　全 21回）
午前 10時 30分～正午　定員 25人

受講料･材料費等

500 円

7,100 円
（材料費含）

8,000 円
（材料費含）

900円
（教材費含）

1,500 円

1,500 円

2,000 円

2,000 円

2,000 円

1,500 円

内　　　容
初心者を対象に、毛筆またはペン習字のどちらかを選
んで学ぶことができます。
大きな声で吟ずることにより腹式呼吸を会得し、心身
の活性化を図り、名詩を味わい歴史・故事を学びます。
リズムに合わせて心地よく体を動かすことにより、健
康の増進を図ります。
男性が料理を作ることにより、健全な食生活を学び、
生活の自立をサポートします。
簡単にできる和菓子や洋菓子づくり挑戦してみません
か。
身近な道具などを使って、はがきや色紙などにきれい
な絵を一緒に描きませんか。
音楽を聴いて自然に身体が動いたり、心を揺り動かさ
れたりといった、心や身体に影響を与える音楽の特性
を利用して、心身を健康にする音楽療法を体験します。
イスに座りながらできるチェアーストレッチなどを取
り入れながらストレッチ体操を行い、心身ともにリフ
レッシュを図ります。
家庭でもできる上半身、下半身、体幹の筋力トレーニ
ングをレクリエーションをまじえながら行います。
美しい日本の歌（童謡など）を中心に、みんなで楽し
く歌います。楽譜は読めなくてもＯＫ。
自分自身の力で身体のゆがみを整えて自然治癒エネル
ギーを引き出す体操を行ないます。

クラブ名 活動曜日・時間 クラブ名 活動曜日・時間
小津・書道クラブ
カラオケ同好会
古典文学クラブ
切り絵クラブ
詩吟クラブ

泉大津短歌会 (短歌）
花みづき会 ( 短歌）
おづ川柳会

押し花サークル

月曜　午前9時30分～正午
月曜　午後1時～4時
第1･3月曜　午後1時30分～3時
第1･3火曜　午後1時30分～3時30分
第1･3火曜　午前10時～11時30分
第2･4火曜　午後1時～4時
第1火曜　午後1時30分～4時
第2火曜　午後1時～4時
第4火曜　午後1時～4時

フォークダンスクラブ
歌クラブ ヴィオレッテ
人形と布あそび
泉大津句会（俳句）
民踊同好会

アートフラワークラブ
コスモス会 ( 大正琴クラブ )

絵画クラブ
カラオケ愛好会

水曜　午前10時～11時30分
第1･3水曜　午後1時30分～3時
第1･3水曜　午後1時30分～3時30分
第３水曜　午後1時～5時
木曜　午前10時～正午
第1･3金曜　午後2時～4時
第2･4金曜　午前10時～11時30分
第2･4金曜　午後１時30分～３時30分
火･金曜　午後１時～４時

※都合により日程・回数などが変更になる場合があります。また、講座を受講するには受講料および材料
費などが必要です。なお、受講料は返金できません。

※講座にかかる道具・消耗品は各自でご用意ください。
※申込締切後、定員に満たない場合は定員に達するまで申し込みを受け付けます。

2,578 円
（テキスト代含）

■ 福祉センターの講座

総合福祉センター

■ 福祉センターのクラブ

福祉センター
講座･クラブ
参加者募集！

市役所隣の総合福祉センターからのお知らせです
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市
内
に
は
、
南
公
民
館
と
北
公
民

館
が
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
教
養

や
生
活
・
文
化
の
向
上
、
ま
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
一
度
立
ち
寄
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

●
公
民
館
の
「
講
座
」
の
ご
案
内

　
公
民
館
で
は
、
だ
れ
も
が
い
つ
で

も
学
習
で
き
る
場
を
目
指
し
て
、
趣

味
・
教
養
講
座
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

南
公
民
館

　
認
知
症
に
つ
い
て
共
に
考
え
る

「
認
知
症
の
妻
と
明
る
く
元
気
に
生

き
生
き
と
」、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
か

ら
学
ぶ
「
パ
ソ
コ
ン
講
座
〈
ワ
ー
ド

初
級
〉」、
初
夏
の
花
木
の
寄
せ
植
え

を
体
験
す
る
「
花
の
寄
せ
植
え
講

座
」、
枯
れ
ず
に
長
時
間
綺
麗
な
ま

ま
の
「
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」、
高
齢
者
が
健
康

で
充
実
し
た
日
々
を
送
る
た
め
に
学

ぶ
「
花
梨
い
き
い
き
大
学
」
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年

育
成
事
業
と
し
て
「
や
ま
び
こ
教

室
」、「
友
遊
ス
タ
デ
ィ
」、
そ
の
他

各
年
代
の
人
が
楽
し
く
学
習
で
き
る

講
座
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

北
公
民
館

　
ゆ
っ
た
り
し
た
動
き
で
す
が
、
独

特
の
姿
勢
で
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
効
果

も
期
待
で
き
る
「
あ
な
た
も
フ
ラ

ガ
ー
ル
」、
フ
ェ
ル
ト
と
ニ
ー
ド
ル

針
で
作
る
「
フ
ェ
ル
ト
の
小
物
作

り
」、
高
齢
者
の
仲
間
づ
く
り
や
健

や
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
学
習

「
久
寿
の
木
大
学
」
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
週
５
日
制

対
応
事
業
と
し
て
「
卓
球
教
室
」。

そ
の
他
に
も
子
ど
も
向
け
の
講
座
な

ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

●
公
民
館
の
「
ク
ラ
ブ
」
の
ご
案
内

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
発
的

に
集
ま
っ
た
「
ク
ラ
ブ
」
の
活
動
も

盛
ん
で
、
外
国
語
会
話
や
体
操
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

南
・
北
公
民
館
の
各
ク
ラ
ブ
は
、
代

表
者
を
中
心
に
自
主
運
営
を
し
て
お

り
、
定
員
に
な
る
ま
で
随
時
入
会
希

望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
練
習
時

間
は
、
１
時
間
30
分
か
ら
３
時
間
程

度
で
す
。
ま
た
、
一
部
の
ク
ラ
ブ
で

は
入
会
を
お
待
ち
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
次
ペ
ー
ジ
で
、
公
民
館
の
講
座
・

ク
ラ
ブ
の
一
覧
を
紹
介
し
ま
す
。

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体
を
育
む
各
種
講
座

つ
な
が
り
が
実
感
で
き
る
各
種
ク
ラ
ブ

つどい･まなび･むすぶ
公民館は地域コミュニティーを応援します

南公民館

北公民館

南・北 公 民 館 の 講 座、ク ラ ブ の ご 案 内 で す

（南公民館）
住所　楠町西１ー７
連絡先　蕁 33・1764
　　　　薨 33・1300

（北公民館）
住所　東助松町４ー８ー４
連絡先　蕁 23・0505
　　　　薨 23・0566
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認知症の妻と
明るく元気に生き生きと
夫婦はこんなにすばらしい

（健康講座）
先着50人

花の寄せ植え講座
（文化講座）
先着20人

プリザーブドフラワー
アレンジメント

（文化講座）先着20人

パソコン講座
＜ワード初級＞
（一般教養講座）
先着15人

火曜　午後７時～
金曜　午後１時30分～
土曜　午後１時～
第２･４水曜（変動あり）　午後７時～
第２･４土曜　午後６時30分～
第１･３木曜　午前10時～
第３木曜　午後１時30分～
第１･２･３水曜　午後２時～
日曜　午前９時30分～
第１･３･４水曜　午前９時～
第１･３火曜　午後７時～
第２･４金曜　午前９時30分～
第１･３火曜　午後７時～
第２･４火曜　午後１時30分～
第１･３火曜　午前10時～
第１水曜　午前10時～
火曜　午前10時～
木曜　午前９時30分～
水曜　午後１時～
第２･４水曜　午後１時30分～
木曜　午後２時～
第１･３水曜　午後１時30分～
金曜　午後１時30分～
第１･２･３木曜　午後７時～
水･土曜　午後６時30分～

第１･３･４土曜　午後１時30分～
金曜　午後４時～
水曜　午前10時～
木曜　午前10時～
火曜　午後１時30分～
第１･２･４木曜　午後１時30分～
土曜　午前10時～
第２･３･４日曜　午後１時～
第１･３木曜　午後２時～
第２･４木曜　午後７時～
第２･４金曜　午後10時～
第１･３金曜　午後１時30分～
第１･３木曜　午前９時～
第４金曜　午後７時～
第１･２･３木曜　午前９時30分～
第１･２･３火曜　午前９時30分～
水曜　午前９時30分～
第１･３水曜　午後１時30分～
第２･４金曜　午後１時30分～
木曜　午後１時～
第２･３土曜　午後１時30分～
木曜　午後１時～
第４土曜　午後１時～

楽しい英会話（初級英会話）
LILY CLASS（初級日常英会話）
子ども英会話 (小３～小６ )
你好チャイナ（中国語）
楽しい韓国語ムジゲ
楽しいパソコンクラブ
短歌クラブ　「谺」
海友会（詩吟）
詩吟クラブ
書志会（書道）
墨道会（水墨画）
水墨同好会（水墨画）
写真クラブ
ボナンザ（洋画）
絵手紙クラブ
さくら（料理）
すこやか体操
ヨーガクラブ
ヨーガⅡ
いきいき気功
健康体操
ベリーダンスサークル
五月会（民踊）
藤豊会（新舞踊）
少林寺拳法（満５歳以上）

健康太極拳
子どもバレエ（満３歳以上）
バンビーノ　（親子体操）
ドレミ　（親子体操）
唄うフレンド（カラオケ）
演歌ファミリー（カラオケ）
カラオケシクラメン
民謡　白龍会
大正琴「夢」クラブ
カナリア（オカリナ）
カトレア（心に残る歌を歌う会）
泉大津ハーモニカクラブ
筝曲「雅会」
アロハウクレレクラブ
友禅（和裁）
西陣（和裁）
よそおい会（着付）
着付ききょうの会
すみれ（手芸）
七宝焼
陶光会（陶芸）
陶楽会（陶芸）
楽しい押絵教室

5/18㈯

5/10㈮～6/7㈮
（毎週金曜、全５回）

5/7㈫

5/2㈭

午前10時～正午

午前10時～正午

午後１時 30 分～
午後３時30分

午後１時30分～
３時30分

無料

（
前
ペ
ー
ジ
の
続
き
）

1,500円
（教材費含む）

2,100円
（教材費含む）

2,000円
（教材費含む）

ＮＨＫ「ニューステラス関西」などで多数紹介された講師、富岡廣志
氏が来館！認知症を患った奥様との明るく元気な介護生活や夫婦合
わせて１万回達成した金剛山登山など、認知症介護を続ける中での
工夫や努力、思いなどをご講演いただきます。決して他人事ではな
い認知症について共に考えてみませんか。

花が枯れずに長時間きれいなまま楽しめるプリザーブドフラワーで、
可愛い小物にアレンジメントして、母の日やウエディングなどのプ
レゼントにしてみませんか。 

やまびこ教室
（学校週５日制対応事業）先着
24人（小学３～６年生対象）

5/25㈯、6/8㈯、
22㈯、29㈯、
7/13㈯

午前10時～正午

1,300円
（教材費含む）

新しい友だちを作って、みんなといっしょに楽しもう！　クッキン
グやソフトドッジボールなど、みんなといっしょにチャレンジしよ
う！ 

初夏に向け楽しめる花木を使い、寄せ植えをしてみませんか。ご自
宅での楽しみも広がる寄せ植え体験講座です。

パソコンを始めるなら今！　簡単な文字入力や文字飾り、イラスト
や表の挿入を学びます。ワードの基礎をきっちり学びませんか？

※講座は、市内在住・在勤・在学の人を対象に開催いたします。講座を受講するには受講料が必要です。 
　上記の講座は、４月 14 日㈰午前９時から先着順で受け付けます。申し込みは、代金を添えて本人もしくは家族が直
接南公民館へ。なお、申し込み用紙は１講座お１人１枚配付します。 

　ただし、定員に満たない場合のみ、４月16日㈫から電話・ファクスでも受け付けます。なお、申し込み後のキャンセル・
欠席については、返金できません。 

※上記以外に、「暮らしに役立つペン習字」「韓国語入門」「筆ペン講座」「花梨いきいき大学」「アロマテラピー」など、
男女共同参画事業として、「韓国家庭料理」青少年向けには、「友遊スタディ」「子どもクッキング」「わくわく科学教室」
などの講座も予定しています。参加者募集については、順次広報・ホームページでお知らせします。 

卓球教室
（学校週５日制対応事業・

小・中学生対象）
毎月第１･３土曜日
（５、11月は休み）

午前９時 30 分～
正午

無料
月２回の土曜日の午前中、卓球施設を開放
しています。気軽に遊びにきてね！
（持物：上靴・卓球ラケット　※ラケットの
貸出し可）

講座名･種類･定員 日程･時間 受講料 内容

講座名･種類･対象 日程

クラブ名 活動日・時間 クラブ名 活動日・時間

文
　
化

書
画
・
写
真

体
操
・
踊
り

体
操
・
踊
り

音
　
楽

服
　
飾

手
工
芸

料理

時間 料金 内容

■ 南公民館の講座（4月 14日㈰午前９時から先着順で受付開始）

■ その他の講座

■ 南公民館のクラブ
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火曜（月２回）　午後１時30分～
木･日曜　午後１時～
土曜　午後１時30分～
土曜（月3回）　午後７時～
第１･３水曜　午後１時～
日曜（月１回）　午後１時～
金曜（月４回）　午後７時30分～
水曜（月４回）　午前10時～
土曜（月４回）　午後１時～
水曜（月４回）　午後１時～
木曜（月４回）　午後７時～
金曜　午後７時～
火曜（月３回）　午前９時30分～
火曜（月３回）　午後７時～
第２･４水曜　午後２時～
火曜（月２回）　午後１時30分～
木曜（月３回）　午前９時30分～
火曜（月２回）　午後１時30分～
第２木曜　午後１時30分～
第３木曜　午後１時30分～
火曜　午前９時～
火曜（月２回）　午後１時～
第３火曜　午後１時～
土曜（月３回）　午後２時30分～
水曜　午前９時30分～
第１･３火曜　午前９時30分～
第２･４木曜　午前９時30分～
金曜（月１回）　午前９時～
火曜（月４回）　午後１時30分～
第２･４木曜　午前10時～

水曜（月４回）　午後７時～
土曜（月４回）　午後２時～
日曜　午後２時～
水曜（月３～４回）　午後１時～
水曜（月４回）　午後１時～
土曜　午前10時～
日曜（月１回）　午後１時～
金曜（月２回）　午前10時～
火曜（月２回）　午前10時～
水曜　午後３時20分～
金曜（月３回）　午後２時30分～
水曜（月４回）　午後７時30分～
木曜（月４回）　午前10時15分～
木曜（月４回）　午後１時～
水曜　午前９時～
金曜　午後７時～
日曜（月４回）　午後１時30分～
木曜　午後６時30分～
土曜　午後１時～
金曜　午後６時30分～
土曜　午後６時30分～
木曜（月４回）　午後５時～
土曜（月４回）　午前９時30分～
火曜（月４回）　午後２時～

歴史クラブ
囲碁クラブ
こひつじ（手話）
アミーゴ（マジック）
みどり会（短歌）
俳句あおひさご
いちからの英会話
楽しい英会話＜YAK＞
子ども英会話
あすなろ詩吟　
春日詩吟
小津詩吟
硯会（書道）
香友会（書道）
墨彩会（墨絵）
アベカァル（洋画油絵）
上条洋画
ピクチャークラブ（絵画）
絵手紙
有泉会（色紙絵）
雅会（茶道・裏千家）
桜会（茶道・煎茶）
マーガレット（フラワーアレンジメント）
着付け
ハッピー（編みもの）
フライパン（料理）
エプロン（料理）　
パテスリー（洋菓子）
陶友会（陶芸）
七宝会（七宝焼）

うたごえ（カラオケ）
野ばら（カラオケ）
ハミング（カラオケ）
藤美会（日本民謡）
琴泉会（大正琴）
アルハンブラ（ギター）
辻野家音頭愛好会（音頭）
ミッキーマウス（親子体操）
ピーターパン（親子体操）
キッズダンス　スマイリー
アンパンマン（子ども体操）
ダンスクリエィション（ジャズダンス）
ひばり（ソフトエアロ）
ひまわり（ソフトエアロ）
インドヨーガ道友会

太極拳クラブ
球友会（卓球）
卓友会（卓球）
赤い靴（社交ダンス）
エンゼル（社交ダンス）
つぼみ会（日本舞踊）
藤泉会（新舞踊）
沖縄踊りの会（琉球舞踊・歌）

※講座は、市内在住・在勤・在学の人を対象に開催します。講座を受講するには、受講料が必要です。
※「久寿の木大学」「あなたもフラガール」「フェルトの小物作り」は、４月 13 日㈯　午前９時から先着順で受け
付けます。申し込みは、代金を添えて本人もしくは家族が直接北公民館へ。ただし定員に満たない場合のみ４
月14日㈰　午前９時から電話・ファクスでも受け付けます。なお、申し込み用紙は１講座お１人１枚配布します。
申し込み後のキャンセル・欠席については返金できません。

※上記以外に、「ボクササイズ」「ズンバ」「子ども広場（夏休み実施）」「実用ペン講座」「プリザーブドフラワー」「ち
ぎり絵講習会」「パン教室」などの講座も予定しています。受講者募集の詳細は広報・市ホームページでお知ら
せします。予定講座に関しては、講座名・講座内容を変更する場合もありますのでご了承ください。

5/17㈮～9/27㈮
（いずれも金曜･全
６回）

4/24㈬～5/22㈬
（いずれも水曜･全
５回）

5/16㈭・30㈭
（全２回）

午後２時～
午後３時30分

午前10時～
11時30分

午前９時30分～
11時30分

無料
（バスツアーは

実費）

1,200円
（材料費含む）

500円

「地域の仲間とともに支え合い、健やかで心豊かな
人生を過ごそう」をテーマに、高齢者の仲間づく
りと健やかな人生を送るための学習をします。

フラダンスは、もともと神様に捧げるためのもの
でした。ゆったりした動きに見えますが、腰を落
とした独特の姿勢は意外に運動量があり、シェイ
プアップにも効果的です。どんな年齢の方でも楽
しんでいただけ、心身ともにリフレッシュします。

フェルト・ニードル針を使って、かわいい小物な
どを作ってみませんか。（てんとう虫のマグネット
２個・コースター２枚）

講座名･種類･定員 日程 時間 受講料 内容

■ 北公民館の講座（4月 13日㈯午前９時から先着順で受付開始）

■ 北公民館のクラブ

あなたもフラガール
（一般講座）
先着24人

フェルトの小物作り
（一般講座）
先着20人

久寿の木大学
（高齢者講座･65歳以上
対象）先着30人

卓球教室
（学校週５日制対応事業・

小・中学生対象）

5/11㈯～3/8㈯（い
ずれも土曜･全 10 回
　※４･10月は休み）

午前９時 30 分～
正午

無料
毎月第２土曜日に施設を開放して、講師が
優しく教えてくれます。気軽に来てくださ
い！（持物：上靴・卓球ラケット）

講座名･種類･対象 日程 時間 料金 内容
■ その他の講座

クラブ名 活動日・時間 クラブ名 活動日・時間

文
　
化

書
　
画

服 

飾

料 

理

茶
華
道

手
工
芸

音
　
楽

体
　
操
　
・
　
踊
　
り
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ひと

！！健康
大
作
戦

知ってトクする 元気になれる　知ってトクする 元気になれる　

ップアップ

日
、
映
画
「
三
丁
目
の

夕
日
」
を
テ
レ
ビ
で
観

ま
し
た
。
１
９
６
０
年

代
の
日
常
を
描
い
た
作
品
で
、
現

代
の
様
に
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
以
上
に
人
と
人
が
深
く
繋
が
っ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
作
品

だ
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
、
子
ど
も
た
ち
の
い
じ
め

問
題
が
大
き
く
報
道
な
ど
に
取
り

上
げ
ら
れ
、
学
校
に
お
い
て
も
警

察
と
の
連
携
、
加
害
生
徒
へ
の
刑

法
の
適
用
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
果
た
し
て
そ
れ
だ
け
で
解
決

す
る
で
し
ょ
う
か
。 

　
今
の
社
会
は
一
回
の
間
違
い
や

け
ん
か
・
意
見
の
相
違
が
原
因
と

な
り
、
そ
の
人
の
す
べ
て
の
人
間

性
や
人
格
ま
で
否
定
さ
れ
か
ね
な

い
状
況
に
ま
で
陥
る
怖
さ
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
世
界
で
も
同
じ
こ
と
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
教
室
に
入
る

と
、
昨
日
ま
で
楽
し
く
遊
ん
で
い

た
友
だ
ち
が
突
然
顔
を
背
け
無
視

す
る
な
ど
特
定
の
子
ど
も
が
常
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
い
じ
め
ら
れ

る
わ
け
で
も
な
く
、
い
つ
自
分
が

い
じ
め
ら
れ
る
立
場
に
な
る
か
わ

か
ら
な
い
漠
然
と
し
た
不
安
を
抱

く
子
が
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。
い

じ
め
ら
れ
な
い
た
め
に
、
常
に
相

手
の
顔
色
を
伺
い
な
が
ら
行
動
し
、

自
分
で
な
い
自
分
を
演
じ
る
こ
と

に
疲
れ
た
り
、
自
己
防
衛
の
手
段

と
し
て
、
意
に
反
し
て
い
じ
め
る

側
に
回
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
　

　
要
す
る
に
多
く
の
い
じ
め
は
複

雑
で
、
い
じ
め
の
加
害
者
、
被
害

者
の
関
係
が
必
ず
し
も
固
定
さ
れ

て
い
る
わ
け
で
な
く
、
だ
れ
も
が

加
害
者
と
な
り
被
害
者
と
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
当
然
、起
こ
っ

て
し
ま
っ
た
い
じ
め
事
案
に
つ
い

て
は
毅
然
と
し
た
対
応
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
様

な
状
況
の
中
、
加
害
者
を
厳
し
く

罰
す
る
だ
け
で
は
い
じ
め
は
無
く

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
さ
に
大
人
社
会
と
同
じ
構

図
が
子
ど
も
の
社
会
に
も
影
を
落

と
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
映
画
の
中
で
は
、
個
性
豊
か
な

登
場
人
物
が
自
分
に
素
直
に
生
き
、

時
に
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
も
相

手
を
思
い
や
る
、
そ
ん
な
温
か
く

寛
容
な
人
間
関
係
に
わ
た
し
は
感

動
し
ま
し
た
。
子
ど
も
は
大
人
の

背
を
見
て
育
つ
と
言
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
い
じ
め
問
題
を
解
決

す
る
に
は
、映
画「
三
丁
目
の
夕
日
」

の
よ
う
に
、
ま
ず
、
わ
た
し
た
ち

大
人
が
、
素
直
に
生
き
、
お
互
い

を
認
め
合
い
、
許
し
合
え
る
人
間

関
係
を
築
き
、
子
ど
も
た
ち
に
そ

の
姿
を
見
せ
、
教
え
て
あ
げ
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
い
じ
め
」
は
子
ど
も

だ
け
の
問
題
？

コラムのページcolumns stand

“ ヘモグロビンA1c” の
基準値が少し変わります !

人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
人
が
等
し
く
持
っ
て
い
る

権
利
、「
人
権
」
に
つ
い
て
考
え
る
コ
ラ
ム
で
す
。

考
え
よ
う
・
人
権

■糖尿病診断に役立つ値「ヘモグロビンA1c」
　ヘモグロビン A1c( 以下、HbA1c) は糖尿病の診断に用
いる血液検査のひとつです。血糖値が検査直前の血糖の
量が分かるのに対し、HbA1cは過去 1～ 2か月間の血糖
値の状態 ( 高血糖だったかどうか ) が分かります。血糖値
は常に変動しているので、一定期間の血糖値の状態が分
かる HbA1c は、血糖値のコントロールがきちんとできて
いるかを見るために非常に役立ちます。血糖値に問題が
なくても、HbA1c が高く出た場合は糖尿病が疑われます
ので、再検査が必要になります。
■HbA1c基準値が４月から変わります
　平成 25 年 4月 1日から、これまでの HbA1c(JDS 値）
から、HbA1c（NGSP 値）となって基準値が表のとおり
変更されました。この国際標準化は 24 年度が移行準備期
間だったので、すでにかかりつけ医などの検査結果にお

いて、JDS 値と NGSP 値の 2 つを目にしている人もいる
と思います。なお、国際標準化に伴う変更は基準値だけで、
検査の内容は変わりません。
　今年度 4 月 1 日以降の健診結果においても、表の基準
値を適用しますので、過去の検査結果と見比べる際は、
ご注意ください。

コラム

先

平成 25年 3月 31日
までの基準値

5.2%未満

＋0.4％

5.6%未満

平成 25年 4月 1日
からの基準値

■ ４月からのヘモグロビンＡ1cの基準値
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司書のおすすめブックス。 

  1 2 3 4 5 6  
 7 8 9 10 11 12 13 
 14 15 16 17 18 19 20 
 21 22 23 24 25 26 27 
 28 29 30 

図書館だより
推薦図書や新着本を紹介します。 蕁 32・0562

 日 月 火 水 木 金 土

…

休
館
日

4
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

開館時間 → 午前 9時 30分～午後 7時（土・日曜日、祝日は午後 5時まで）

と
し
ょ
か
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ
あ
れ
こ
れ
。 

◆
こ
れ
が
正
解
！
ひ
と
り
暮

ら
し
ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク主婦

の
友
社

◆
お
じ
い
さ
ん
の
し
ご
と

山
西
ゲ
ン
イ
チ

◆
ル
パ
ン
最
後
の
恋

ル
ブ
ラ
ン

引っ越し手続きから部屋づくり、
掃除・洗濯・料理、節約、トラブル
対応・マナーまで、ひとり暮らしラ
イフをHappyにするための知恵を
イラスト満載で紹介する。

ルパンの祖父が手に入れた本をめ
ぐってのイギリス王家とフランスの
争奪戦が、国際的な陰謀へと発展。
そこに美しく若い女性がルパンに
助けを求めてきて…。
ルブランの死後70年ものあいだ

未発表となっていた作品を翻訳。

死んでしまったケンタくんのおじ
いさんが間違ってたどり着いたの
は、ねこの天国。そこで、おじいさ
んに任されたお仕事は…。
ユーモアに新たな世界観を加え

た、オリジナリティーあふれる山西
ゲンイチの絵本。

◆
と
う
ざ
い

田
牧
大
和

◆
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
グ
レ
イ

石
田
衣
良

◆
肉
骨
茶

高
尾
長
良

◆
桜
ほ
う
さ
ら宮

部
み
ゆ
き

◆
三
日
間
の
相
棒
　

永
瀬
隼
介

◆
一
路
　
上
・
下浅

田
次
郎

◆
猫
は
と
き
ど
き
旅
に
出

る

高
橋
三
千
綱

◆
双
頭
の
船

池
澤
夏
樹

◆
闇
医
者
お
ゑ
ん
秘
録
帖

あ
さ
の
あ
つ
こ

◆
還
れ
ぬ
家

佐
伯
一
麦

◆
玉
磨
き

三
崎
亜
記

◆
菅
原
道
真
見
果
て
ぬ
夢

三
田
誠
広

◆
こ
ぎ
つ
ね
い
ち
ね
ん
せ

い

斉
藤
洋

◆
ど
ろ
ん
こ
！
ど
ろ
ん

こ
！

む
ら
か
み
や
す
な
り

◆
す
て
き
な
曲
芸
師
ア
ン

ジ
ェ
ロ

Ｑ
・
ブ
レ
イ
ク

◆
ひ
み
つ
の
川

Ｍ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ
ズ

◆
天
山
の
巫
女
ソ
ニ
ン

菅
野
雪
虫

◆
体
育
館
の
日
曜
日

村
上
し
い
こ

◆
ふ
か
い
あ
な

Ｃ
・
フ
レ
ミ
ン
グ

◆
め
牛
の
マ
マ
・
ム
ー

Ｊ
・
ヴ
ィ
ー
ス
ラ
ン
デ
ル

◆
ラ
ビ
ン
ト
ッ
ト
と
空
の

魚
　
第
２
話

越
智
典
子

◆
し
ょ
ん
ぼ
り
し
な
い

で
、
ね
ず
み
く
ん
！

ジ
ェ
ド
・
ヘ
ン
リ
ー

◆
ぼ
く
、
ま
っ
て
る
か
ら

正
岡
慧
子

◆
か
あ
さ
ん
は
ど
こ
？

Ｃ
・
Ｋ
・
デ
ュ
ボ
ワ

◆
蒼
龍

山
本
一
力

◆
節
分
か
れ

山
本
一
力

日
時

５
月
４
日
㈷
　
午

後
２
時
〜
２
時
24
分

「
こ
ろ
わ
ん
の
お
は
な
し

こ
ろ
わ
ん
と
　
こ
い
の
ぼ

り
　
ほ
か
」

日
時

４
月
20
日
㈯
　
午

後
３
時
〜
（
約
30
分
）

※
毎
月
第
三
土
曜
日
の
午

後
３
時
〜

日
時

５
月
２
日
㈭
　
午

前
11
時
〜
（
約
60
分
）

※
毎
月
第
一
木
曜
日
の
午

前
11
時
〜

01
新
着
一
般
書

02
新
着
児
童
書

03
録
音
図
書 

CD

04

映
画
会

05
お
は
な
し
会

06
あ
か
ち
ゃ
ん
の
た
め
の

お
は
な
し
会

27 広報いずみおおつ　平成25年4月号
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の話題 まち
Izumiotsu  Town  Topics

saycheese!!

泉大津で起こったさま
ざまなできごとやイベ
ントを、写真とともに
お届けします。 

本市の友好都市であるオーストラリアのグレーター
ジローン市から、泉州国際市民マラソンに参加するた
め、4人のランナーが来日しました。2月17日の大会
当日、マシュー・シムチャクさん（写真左）、クリステ
ィーナ・メトカーフさん（写真左より2番目）、ロビ
ン・マギリーさん（写真左より3番目）、コリン・ハッ
トンさん（写真右）は見事完走し、男性2人は3時間を
切るタイムでゴールするなど、好成績を収めました。

4人はマラソン大会に参加するほか、市内のホストフ
ァミリーのお宅にそれぞれホームステイしながら日本
の文化に触れるなど、親交を深めていました。
おづみんも応援！
ゴール会場では大会を盛り上げるため、泉州のゆる

キャラたちが大集合しました。おづみんも選手たちに
パワーを送りながら、本市のブースで一生懸命ポーズ
をきめました。

泉州国際市民マラソンに友好都市ランナーが出場

人のランナー、見事完走！4

3月1日、市内各保育所で桃の節句のお祝いが行われ
ました。
戎保育所では、まず３月生まれの園児の誕生日会が

行われました。その後、先生からひなまつりの由来に
ついての話を聞いてみんなで歌を歌い、最後は、おひ
な様とお内裏様になって記念撮影し、桃の節句を楽し
みました。

桃の節句をお祝い

日は楽しいひなまつり今

29 広報いずみおおつ　平成25年4月号

２月24日市民会館にて、第７回こども将棋大会が行われ、
市内の小・中学生108人が、熱戦を繰り広げました。初めは、
緊張気味だった子どもたちでしたが、スタッフや保護者に見守
られながら、力強い一手を会場に響かせました。なお、結果は
次のとおりです。
小学生の部 ▷優勝…白木智佳（旭小・おてんのう会館クラブ）
▷準優勝…淡路悠斗（条南小・おてんのう会館クラブ） ▷第
３位…西 樹（戎小・おてんのう会館クラブ）、川平大喜（戎小）
（敬称略）
中学生の部 ▷優勝…国本純矢（誠風中）　▷準優勝…八塚直
幸（東陽中）　▷第３位…今井健人（東陽中）、岸田勇希（小
津中）（敬称略）

こども将棋大会を開催

戦を繰り広げました熱

2月10日、自殺対策緊急事業の一環として「命の大切さ」
をテーマに、上条保育所の園児による歌と踊りの披露、フ
ォークデュオ「紙ふうせん」さんによる講演と歌で構成す
る、ふれあいトークコンサートを開催しました。多勢の観
客で熱気あふれる会場の中、園児の元気に歌い踊る姿や、
紙ふうせんの素晴らしい歌声に心癒されて、楽しいひとと
きを過ごしました。

ふれあいトークコンサートを開催

晴らしい歌声に心癒されて素

毛布の新しい魅力を伝えるため、世界的に有名な絵画を
プリントした「アートブランケット」が10枚完成し、い
ずみおおつＣＩＴＹアルザ2階に3月1日～8日の間、展示
しました。
10枚の「アートブランケット」が一堂に飾られた様子

は圧巻で、訪れた人々の目を楽しませていました。
問合 日本毛布工業組合（☎33・4185）

「アートブランケット」を展示

布に描かれた名画の世界毛

２月21日、市内でごみ収集を行っている現場作業員を対象
に、救急救命研修会（環境衛生事業協同組合主催）を開催しま
した。ごみ収集作業中に救急救命を必要とする場面に遭遇する
場合があり、こんなとき、基礎知識があれば救急車が到着する
までに、応急措置ができ命を守れることも少なくありません。
当日は、ごみ収集業務に携わっている全作業員が、消防職員
から救急救命に関する講義とＡＥＤの使い方などの講習を受け
るなど、実技を伴った有意義な研修会となりました。
また、現在、市内を「おづみんのパッカー車」が走っており、
車のボディには「ごみも分ければ資源に変身！！」とおづみん
がごみの分別を啓発しています。見かけた人はいますか？　今
後ともごみ減量・分別にご協力をお願いします。

ごみ収集業務に携わる現場職員研修会を開催

技を伴った有意義な研修会実

2月17日泉州国際市民マラソンが開催されました。今回
は20周年記念大会となり、例年同様、堺市の浜寺公園を
スタート、泉佐野市のりんくう公園をゴールとするコース
で、約5,000人が参加しました。
記念大会とあり、大勢の人たちが沿道に集まり、懸命に
走るランナーたちに小旗を振るなどして、大きな声援をお
くっていました。

泉州国際市民マラソン開催

旗を振って大きな声援!!小
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こ ち ら 消費生活相談室
し ょ う ひ せ い か つ そ う だ ん し つ

日常生活での商品の購入やサービス
利用にともなうトラブル、契約など
の問題を解決するためのページです。

( )Let’ s be
 a smart consumer!

相談
事例

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

ゲ
ー
ム
機
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
器
で

利
用
で
き
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し

め
る
ゲ
ー
ム
が
数
多
く
提
供
さ
れ
て

い
ま
す
。
反
面
、
未
成
年
者
の
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
利
用
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
も
増
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
利
用
さ
せ
る

際
に
は
、
親
も
注
意
が
必
要
で
す
。

未
成
年
者
取
り
消
し
が
困
難
な
場
合

も
あ
り
ま
す

事
例
は
、
未
成
年
者
が
親
に
内
緒

で
親
の
カ
ー
ド
を
使
用
し
て
ゲ
ー
ム

ア
イ
テ
ム
を
購
入
し
、
高
額
な
料
金

が
発
生
し
た
ケ
ー
ス
で
す
。
事
例
の

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
は
、
事
業
者
に

よ
っ
て
「
利
用
者
が
未
成
年
者
で
あ

る
場
合
は
法
定
代
理
人
（
親
な
ど
）

の
同
意
を
求
め
る
画
面
」
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
未
成
年
者
が
親

の
同
意
を
得
た
こ
と
に
し
て
契
約
を

し
、
無
断
で
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
番
号
を
登
録
、
次
々
と
有
料
ア
イ

テ
ム
を
購
入
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
未
成
年
者
取
り
消
し

は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

原
則
、
未
成
年
者
が
法
定
代
理
人

（
親
権
者
ま
た
は
後
見
人
）
の
同
意

を
得
な
い
で
行
っ
た
契
約
の
申
し
込

み
は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
未
成
年
者
が
法
定
代
理
人
の
同

意
を
得
て
申
し
込
み
を
行
っ
た
場
合

や
、
未
成
年
者
が
詐
術
に
よ
る
申
し

込
み
を
行
っ
た
場
合
な
ど
は
、
取
り

消
し
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

通
常
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
員

規
約
は
「
カ
ー
ド
会
員
は
善
良
な
る

管
理
者
の
注
意
を
も
っ
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
使
用
・
保
管
す
る
」

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
員
の
家
族
、

同
居
人
な
ど
の
会
員
関
係
者
の
不
正

行
為
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
は
会
員

の
負
担
と
な
る
」
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
特
徴

◇
登
録
時
に
無
料
で
利
用
で
き
る
オ

ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
も
、
ゲ
ー
ム

内
で
有
料
ア
イ
テ
ム
な
ど
を
販
売

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
ゲ
ー
ム
や
ア
イ
テ
ム
購
入
に
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
複
数
の

決
済
方
法
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。

◇
ネ
ッ
ト
上
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

決
済
は
、
一
度
番
号
を
登
録
す
る

と
、
登
録
後
は
簡
単
な
認
証
の
み

で
利
用
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。

ー
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
ー

①
子
ど
も
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を

利
用
さ
せ
る
場
合
、
ゲ
ー
ム
の
内

容
や
課
金
の
仕
組
み
な
ど
を
確
認

し
、
利
用
方
法
に
つ
い
て
親
子
で

話
し
合
う
。
  

②
利
用
者
が
未
成
年
者
で
あ
る
場

合
、
利
用
者
登
録
時
に
利
用
者

（
未
成
年
者
）
の
年
齢
を
正
確
に

入
力
す
る
。
年
齢
確
認
画
面
で
年

齢
を
偽
ら
な
い
。
法
定
代
理
人
の

同
意
を
求
め
ら
れ
た
場
合
き
ち
ん

と
親
な
ど
の
同
意
を
得
る
。

③
親
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
登

録
し
て
い
る
サ
イ
ト
Ｉ
Ｄ
な
ど
の

管
理
に
十
分
注
意
す
る
。

※
消
費
生
活
相
談
に
関
す
る
こ
と

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
月
〜
金

曜
日
の
午
後
１
時
〜
４
時
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
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オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
利
用
に
注
意
。
未
成
年

者
取
り
消
し
が
困
難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

クレジットカード会社から高額な請求書が届いた。カード会社に問い合わせた
ところ、オンラインゲームの利用料であることがわかった。息子に尋ねると勝
手に親のカード番号を登録してオンラインゲームのアイテムを購入したと言う。
未成年の息子が利用したゲーム代金を支払わないといけないか。

子どもが親のカード決済でオンラインゲームの
アイテムを購入。カード会社から高額請求が！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
写
真

と
住
所
・
名
前(

ふ
り
が
な)

・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
保
護
者
の
ひ
と
こ
と
を
添
え
、郵
送（
〒
５
９
５
ー

８
６
８
６
）
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@
city.izum

iotsu.osaka.jp

）
で
秘
書
広
報
課
ま
で
。

募 集

NEW FAC
E!! 泉大津在住のかわいい

子どものスナップです。

保
護
者
の
ひ
と
こ
と 

元気でーす！ 

おおつっこ
石
阪
律
樹
ち
ゃ
ん

い
し
さ
か
り
つ
き

生まれて一度もかぜをひいたこ
とのない健康優良児(*^^*)
これからも元気に育ってね☆
律くん大好きよ♪

（昭和町）

平
成
24
年
５
月
17
日
生
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Mayor's
Work

2 月の主な動き

市長の
う ご き

●2月14日㈭
堺市役所内にある堺市政記者クラ
ブで、平成25年度新年度予算案
の記者会見を行いました。各記者
からの、新年度予算の内容や伊藤
市政についての質問に応答しまし
た。

●2月15日㈮
本市友好都市のオーストラリア・
グレータージローン市から、泉州
国際市民マラソンに参加するた
め、4人のランナーが来日し、伊
藤市長を訪問しました。市長から
来日の記念にと、おづみんひざ掛
け毛布をプレゼントされたランナ
ーたちは大喜びし、マラソンでの
健闘を誓っていました。

●3日㈬
泉大津市医師会附属看護高等専修
学校入学式（同校４階）
●5日㈮
春の交通安全運動街頭キャンペー
ン（泉大津駅）
●24日㈬
南大阪湾岸流域下水道事業連絡協
議会（忠岡町）

◆土器づくり（毎月実施）
日時／4月14日㈰　午前10時～、午後1時～　定員／午前、午後とも先着8人　参加費／
300g300円～　申込／4月9日㈫午前10時から電話予約
◆ガラス玉づくり（毎月実施）
日時／4月27日㈯　午前10時～、午後1時～　定員／午前、午後とも先着4人（中学生以
上）　参加費／1人30gまでは500円、30g以上は600円　申込／4月9日㈫午前10時か
ら電話予約
◆第11回弥生学習館ふれあいまつり
子どもの日の一日をご家族でお楽しみください。　日時／5月5日㈷　午前10時～午後3時
（小雨決行）　場所／池上曽根弥生学習館および体験の広場　内容／ステージ（ブラスバン
ド演奏、歌、踊り、抽選会など）、広場（フリーマーケット、模擬店など）
◆ふれあいまつりフリーマーケット出店募集
日時／5月5日㈷　募集数／30ブース（申し込みは１人１ブース。申込多数抽選）、ブース
面積は約３m× ３m 出店料／1,500円　出店品／日用品に限る　申込／往復はがきに住
所・氏名・電話番号・出店内容を記入し、「池上曽根弥生学習館ふれあいまつりフリーマー
ケット係」へ。４月15日㈪必着  
なお、詳細は弥生学習館へ。

◆手織り作品展　体験学習をした手織り作品の発表会
期間／4月22日㈪～28日㈰（ただし水曜日休館）　場所／企画情報展示室　入場／無料
◆手織り体験「テーブルセンター」
日時／4月22日㈪、25日㈭、26日㈮、28日㈰　午前10時～午後３時30分 場所／体験
学習室　定員／各日先着4人　費用／受講料100円、材料費1,000円/m 講師／「織編館
手織りの会」の皆さん 申込／4月1日㈪午前10時から電話にて織編館へ
織編館ギャラリーの催し
◆日本現代美術協会　第11回和泉グループ展
期間／4月18日㈭～23日㈫　内容／油彩・水彩・日本画　40点
なお、詳細は織編館へ

織編館
おり   あむ   かん 蕁 31・4455　薨 31・4457

開館：午前 10時～午後 5時 ( 入館午後 4時 30分まで )

池上曽根弥生学習館 蕁 20・1841　薨 20・1866
開館：午前10時～午後5時 (体験は午後4時まで)

4 月の主な予定
※(　) 内は場所
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特定の年齢に達した市民に、子宮頸
がん・乳がん・大腸がんの早期発見と
知識を深めていただくため、検診を無
料で受けていただけるクーポン券と検
診手帳を送付する予定です。なお、送
付時期は、5～6月を予定しています
が、対象の人はクーポン券が届いてか
ら検診を受診してください。詳細は今
後の広報いずみおおつをご確認くださ
い。4月からクーポン券が届くまでに
受診しても自己負担金をお返しできま
せんので、ご了承ください。
なお、対象となるのは、次の人です。
子宮がん検診無料クーポン対象 ▷平
成4年4月2日～平成5年4月1日生ま
れ ▷昭和62年4月2日～昭和63年
4月1日生まれ ▷昭和57年4月2日

～昭和58年4月1日生まれ ▷昭和
52年4月2日～昭和53年4月1日生
まれ ▷昭和47年4月2日～昭和48
年4月1日生まれ
乳がん検診・大腸がん検診・無料クー
ポン対象 ▷昭和47年4月2日～昭和
48年4月1日生まれ ▷昭和42年4
月2日～昭和43年4月1日生まれ ▷
昭和37年4月2日～昭和38年4月1
日生まれ ▷昭和32年4月2日～昭和
33年4月1日生まれ ▷昭和27年4
月2日～昭和28年4月1日生まれ
問合 保健センター

保健センターでは、各種がん検診、
健康診査、骨そしょう症検診を実施し
ています。

各種がん検診と骨そしょう症検診に
ついては予約制になりますので、受診
を希望する人は必ずお申し込みくださ
い。それぞれの健（検）診の詳細につ
いては、今月号中綴じの「平成25年
度　成人保健予定表（保存版）」をご
覧ください。
また、健康診査については16～39
歳までと、40歳以上の生活保護受給
者を対象に実施します。詳細は保健セ
ンターまでお問い合わせください。

■肝炎ウイルス検査（要電話予約）
■エイズ・クラミジア検査と相談
■こころの健康相談（要電話予約）
■井戸水など飲料水の水質検査（予約
制・有料）

のページ 保健、医療にまつわる情報など、
健康づくりに役立つお知らせです。

問い合わせ

●保健センター　蕁33・8181
開館時間　午前8時45分～午後5時15分

●市立病院　蕁32・5622

※今月都合が悪い場合、来月でも可（予約不要）

Ｈ24年12月21日～
Ｈ25年1月10日生 5月9日㈭

Ｈ24年12月1日～
Ｈ24年12月20日生

9か月～1歳未満

Ｈ21年9月生

4月24日㈬

指定医療機関でお受けください
受診票は4か月児健診時配布

4月16日㈫

5月7日㈫
午後0時45分・1時30分
5月7日㈫
午後2時30分～3時

5月7日㈫
午後2時30分～4時
4月16日㈫、5月7日㈫
午前10時30分～11時30分
※5月7日㈫
午前10時～10時30分

場　所　保健センター　　受付時間　個別に通知します。

就学前の乳幼児

Ｈ24年9月生

4月16日㈫
午後2時30分～4時

1か月～8か月未満
の親子

1～3歳

7か月～1歳未満
の親子

場　所　保健センター 場　所　保健センター

Ｈ23年9月21日～
Ｈ23年10月10日生 4月11日㈭

5月7日㈫
午後1時30分～3時30分就学前の乳幼児

毎週火・金曜日
午前9時～正午
4月16日㈫
午前9時30分～11時

　健康相談・育児相談などの電話相談も受け付けています。
　日程　月～金曜日(祝日を除く)　時間　午前8時45分～午後5時15分

保健センター

保健センター

Ｈ24年11月生 午後１時15分～１時30分

4月25日㈭
4月23日㈫

Ｈ23年4月生
Ｈ22年10月生

4月15日㈪

場所　保健センター　受付時間　午後0時50分～1時20分。午後2時30
分ごろ終了予定　持物　歯ブラシ・母子健康手帳・お茶（2歳6か月児のみ
50円切手、筆記用具）　※今月都合の悪い場合は来月でも可（予約不要）

5月16日㈭Ｈ22年4・5月生

乳児後期健診

3歳6か月児健診

7か月児相談

乳幼児育児相談会
（身体計測・相談）

1・2・3のみんなの広場
(親子同士の交流・相談)

赤ちゃん広場
(親子同士の交流・相談)

※タッチケア
(赤ちゃんマッサージ)

ぴよぴよくらぶ
(親子同士の交流・相談)

　乳幼児健診

　育児相談

4か月児健診

1歳6か月児健診

ほっと一息まんま・食のサロン
（食に関する相談・アドバイス）

一般健康相談
（予約不要）
歯科・栄養相談
（予約制）

　健康相談

2歳児
2歳6か月児

　よい歯を育てる会（歯科健診）

　ベビーCooking（離乳食講習会）

日　　時場　　所相  談  名

日　　程対　　象

受付時間対　　象日　　時

対　　象 日　　程

日　　時

健  診  名

対　　象相  談  名

3歳児

子育てを中心とした、さまざまな相談や健康診査
実施日の一覧です。

各種相談・健診の日程表

32

子宮がん・乳がん・大腸がん検
診　無料クーポン券を配布予定

和泉保健所案内
蕁41・1342

各種健（検）診

非
常
事
態
!!

急
病
!!

いざ！というときの連絡先 HEA
LTH

 

＆ 
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ょ
っ
と

耳
よ
り
な
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蘚三種混合・二種混合・MR（麻しん
風しん混合ワクチン）・日本脳炎・不
活化ポリオ・四種混合
市内指定医療機関で個別接種。詳細

は、今月号中綴じの「平成25年度母
子保健予定表（保存版）」をご覧くだ
さい。
蘚BCG接種
実施日 4月26日㈮
受付時間 午後1時15分～2時30分
場所 保健センター
対象 生後3か月～1歳未満（標準的
な接種期間は生後5か月～8か月）※4
月1日から対象者が変更
なお、集団接種については、当日は

体温を測定し、母子健康手帳と予診票
をお持ちください。予診票は保健セン
ターにも用意しています。

4・5月コース受け付け中です。詳
細は保健センターまでお問い合わせく
ださい。なお、お子さま連れの参加は、

ご遠慮ください。

平成17年5月から平成22年3月に
かけての積極的勧奨の差し控えにより
接種を受ける機会を逸した人に対し、
平成23年6月から特例対象者を設けて
いましたが、平成25年4月1日から対
象者が追加となりました。
対象年齢であれば、通年で市内指定

医療機関で、無料で接種することがで
きます。詳細は、今月号中綴じの「平
成25年度　母子保健予定表（保存版）」
をご覧ください。
接種場所 市内指定医療機関
対象者 平成7年4月2日～平成19年
4月1日までの間に生まれた人
接種方法 全部で４回の接種が必要
▷Ⅰ期…３回（初回2回、追加1回）
▷Ⅱ期…１回（※9歳以上の人が対象）
なお、母子健康手帳で接種歴を確認

し、不足分があれば、接種してくださ
い。

平成25年4月から、子宮頸がん予
防・ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチン予
防接種は、任意予防接種（予防接種法
で定められていない予防接種）から、
定期予防接種（法律で定められた予防
接種）となります。対象年齢であれば、
通年で市内指定医療機関にて、無料で
接種することができます。詳細は、今
月号中綴じの「平成25年度　母子保
健予定表（保存版）」をご覧ください。

15歳未満（中学生まで）のお子さ
んが休日に病気になった場合は、標記
センター（岸和田市荒木町1－1－51
蕁072・443・5940）をご利用く
ださい。受け付けは、土曜日の午後5
時～10時、日曜日・祝日、年末年始
（12月29日～1月3日）は午前9時～
午後10時です。ただし、正午～午後1
時と午後4時～5時は、受け付けでき
ません。なお、休日の救急診療に関し
ては、市消防本部へ。

予防接種のお知らせ
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たまごくらす（両親教室）
4・5月コース募集

泉州北部小児初期
救急広域センター

子宮頸がん予防・ヒブ・小児肺
炎球菌ワクチン予防接種

日本脳炎予防接種
特例対象者追加について

●泉大津市消防本部　蕁21・0119
●泉州北部小児初期救急広域センター 蕁072・443・5940

●和泉保健所 蕁41・1342
●救急安心センターおおさか 蕁＃7119または06・6582・7119

※「救急安心センターおおさか」では、専門の相談
員・看護師・医師が常駐し、24時間体制で応急手
当の方法や病院での受診に関する助言を行います



　第２・第４日曜日にソフトテニスの
練習をしています。少しでも経験のあ
る人は、ふるって参加してください。
日時　▷４～９月　午後２時～６時　
▷10～３月　午後１時～５時　いずれ
も第２・第４日曜日
場所　助松公園テニス場
対象　高校生以上
会費　１人3,000円
申込　直接テニス場で受付
問合　ソフトテニス連盟　松岡（☎
33・1355）
　なおテニスシューズとソフトテニス
ラケットを持参のうえ、動きやすい服
装で来てください。

日時　５月 19 日㈰　午後１時～（正
午受付）
場所　総合体育館
対象　小学１～６年生の男子（泉大津

市・忠岡町在住に限る） 
募集人数　200人
競技内容　各学年別トーナメント戦（勝
ち抜き戦）
参加費　無料　　
申込・問合　４月30日㈫までに、（公社）
泉大津青年会議所（☎21・1090、ま
たはホームページから）へ

　総合体育館では、短期スポーツ教室
を開催します。
対象　小学４～６年生
日時　５月 18 日㈯、25 日㈯、６月８
日㈯、22日㈯　午後１時30分～３時
場所　総合体育館　
定員　40人
受講料　400 円　（保険料 810 円※任
意）
申込　往復はがきに「子どもバドミン
トン教室」と明記し、①受講者氏名（ふ
りがな）・②性別・③学年・④電話番号を
記入のうえ、４月 16 日㈫必着までに、
〒595-0013　宮町 2-50　総合体育館
へ

　返信用にも、住所・氏名を記入のこと。
なお、はがき１枚に対して１人の申し
込みです。（１人１枚限り）

　トレーニング室を利用するには講習
会を受講することが必要です。総合体
育館では、次の日程で講習会を開きま
す。

対象　15歳以上の人（中学生は不可）
定員　5人程度（19日は30人）
講習日の持物　250円（許可証を発行）・
縦 3cm× 横 2cm の顔写真・上靴・運
動のできる服装
申込　４月 21日㈰午前 10時から総合
体育館へ
　なお、４月分も空きがあります。随
時申し込み可能です。

エンジョイ！
スポーツに関する募集やイベントなどのお知らせです。 (問合 ) 総合体育館＝蕁 33・1200

トレーニング室
利用講習会（５月分）

子ども
バドミントン教室

日　　時 日　　時
2 日㈭
15日㈬
21日㈫
29日㈬

午前 10時～
午前 10時～
午後 7時～
午後 3時～

11日㈯
19日㈰
24日㈮
31日㈮

午後 3時～
午前 10時～
午後 7時～
午後 7時～

５月分日程表

第16回 わんぱく相撲
泉大津場所

ソフトテニスで
体力づくり

４市１町の図書館が
利用可能になりました！ 堺市、和泉市、

高石市、忠岡町
の図書館でも本が借りられ
るんです！

　４月１日から、泉大津市、堺市、和泉市、高石市、忠岡町で図書
館の相互利用を開始します。利用したい市町の図書館で住所を確認
できるもの（運転免許証や健康保険証など）を提示し、「図書館（貸出）
カード」を作成すれば、泉大津市民も当該市町の利用条件に基づき
図書を借りることができます。
　詳しくは各図書館へお問い合わせください。
問合
▷堺市立中央図書館（☎072・244・3811）
▷和泉市立和泉図書館（☎44・3071）
▷高石市立図書館（☎072・263・3100）
▷忠岡町立図書館（☎33・1153）
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泉
大
津
市
詩
吟
連
盟
で
は
、
詩
吟

入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
詩
吟
は

主
に
漢
詩
を
唄
う
日
本
の
伝
統
芸
能

の
一
つ
で
、
複
式
呼
吸
で
大
き
な
声

で
吟
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
ス
ト
レ
ス

を
発
散
し
、
体
と
心
の
健
康
に
大
変

役
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
名
詩
を
鑑
賞
し
故
事
歴
史

を
学
ぶ
こ
と
で
精
神
生
活
を
豊
か
に

し
て
く
れ
ま
す
。
初
め
て
の
人
も
、

少
し
経
験
の
あ
る
人
も
、
老
若
男
女

を
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

日
時

５
〜
７
月
の
第
２
・
３
・
４

木
曜
日
（
全
９
回
）
　
午
後
７
時
〜

８
時
45
分

場
所

南
公
民
館

定
員

先
着
２
０
人

受
講
料

３
０
０
円
（
教
材
費
）

申
込
・
問
合

４
月
21
日
㈰
ま
で
に

南
公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６
４
）
へ

南
公
民
館
の
ク
ラ
ブ
「
水
墨
同
好

会
」
で
水
墨
画
の
は
が
き
絵
を
書
い

て
み
ま
せ
ん
か
？
　
初
心
者
大
歓
迎

で
す
。
一
度
体
験
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

日
時

４
月
26
日
㈮
、
５
月
24
日
㈮
、

６
月
28
日
㈮
　
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
（
１
回
だ
け
の
参
加
も
可
）

場
所

南
公
民
館

持
物

筆
・
筆
ペ
ン
・
す
ず
り
・

墨
・
ぶ
ん
ち
ん
（
無
い
人
は
お
貸
し

し
ま
す
）

申
込
・
問
合

南
公
民
館
（
☎
33
・

１
７
６
４
）
へ

南
公
民
館
の
ク
ラ
ブ
「
藤
豊
会
」

で
は
、
歌
謡
曲
に
振
付
し
た
踊
り
や

古
典
小
曲
な
ど
を
７
歳
の
子
ど
も
か

ら
75
歳
ま
で
少
人
数
で
す
が
、
伝
統

芸
能
や
い
ろ
い
ろ
の
踊
り
を
継
承
の

た
め
に
、
基
本
か
ら
楽
し
く
お
稽
古

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、

見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時

第
１
・
２
・
３
木
曜
日
　
午

後
７
時
〜
９
時

場
所

南
公
民
館

問
合

南
公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６

４
）南

公
民
館
の
ク
ラ
ブ
「
ド
レ
ミ
」

で
毎
週
木
曜
日
の
午
前
中
、
先
生
と

リ
ズ
ム
遊
び
や
遊
具
（
ボ
ー
ル
・
マ

ッ
ト
・
鉄
棒
な
ど
）
を
使
っ
て
、
親

子
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
ク
リ
ス
マ

ス
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

毎
週
木
曜
日
（
４
月
４
日
、

５
月
２
日
は
休
み
）
　
午
前
10
時
〜

11
時
15
分

場
所

南
公
民
館

対
象

１
〜
４
歳
の
親
子

問
合

南
公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６

４
）

北
公
民
館
ク
ラ
ブ
「
い
ち
か
ら
の

英
会
話
」
で
、
優
し
い
日
常
英
会
話

を
楽
し
く
い
っ
し
ょ
に
学
び
ま
せ
ん

か
。

活
動
日

毎
週
金
曜
日
　
午
後
７
時

30
分
〜
８
時
50
分

月
会
費

２
０
０
０
円

問
合

い
ち
か
ら
の
英
会
話
（
☎
33
・

７
９
２
９
）

北
公
民
館
ク
ラ
ブ
「
雅
会
」
で
は
、

茶
道
（
裏
千
家
流
）
の
稽
古
を
し
て

い
ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
空
間

で
お
い
し
い
お
菓
子
と
お
抹
茶
を
い

た
だ
き
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
季
節
感
を
大
切
に
し
、

茶
席
で
の
い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
勉
強

し
ま
し
ょ
う
。
見
学
だ
け
で
も
可
能

で
す
。

活
動
日

毎
週
火
曜
日
　
午
前
９
時

〜
正
午

月
会
費

２
５
０
０
円

問
合

雅
会
（
☎
31
・
０
６
８
３
）

パ
ソ
コ
ン
の
初
級
を
マ
ス
タ
ー
し

た
人
を
対
象
に
ワ
ー
ド
の
中
級
を
学

び
日
常
生
活
に
役
立
つ
文
章
作
成
な

ど
を
重
点
と
し
た
講
座
で
す
。

日
時

５
月
９
日
、
16
日
、
23
日
（
毎

週
木
曜
日
)　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
55
歳
以
上
で
、
原

則
全
日
程
参
加
可
能
な
人

定
員

12
人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽

選
）

教
材
費

２
０
０
０
円
（
た
だ
し
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
初
級
を

受
講
し
た
人
は
７
４
０
円
）

申
込
・
問
合

所
定
の
申
込
用
紙
、
ま

た
は
往
復
は
が
き
に
氏
名
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
、
５
月
受
講
希
望

と
記
入
の
う
え
、
４
月
15
日
㈪
ま
で

に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
〒
５

９
５
ー
０
０
２
６
　
東
雲
町
９
ー
12

☎
23
・
１
０
０
７
）
へ
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「
い
ち
か
ら
の
英
会
話
」

ク
ラ
ブ
員
募
集

情
報
か
わ
ら
版

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N! 

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
講
座

な
ど
の
ご
案
内
で
す
。

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N!

詩
吟
入
門
講
座

「
水
墨
同
好
会
」
は
が
き
絵
見

学
・
体
験
会
募
集

藤
豊
会
（
新
舞
踊
）

親
子
体
操
「
ド
レ
ミ
」

「
雅
会
」
ク
ラ
ブ
員
募
集

※H25年3月1日現在。
( ）は前月比

●総人口
76,913人 (－853)
●女
39,970人 (－23人)
●男
36,943人 (－30人)
●世帯数
33,180世帯(＋10世帯)
●面積
13.36 裄 (±0裄)

住宅用火災警報器の相談は泉大津市消防署へ！
泉大津市消防署予防係（☎21・0119）

中
高
年
の
ワ
ー
ド

中
級
パ
ソ
コ
ン
教
室



タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）
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（「
学
習
・
講
座
」
の
続
き
）

手
話
講
習
会
（
入
門
課
程
）
を
開

講
し
ま
す
。

講
習
日
時

５
月
８
日
〜
９
月
18
日

の
毎
週
水
曜
日
（
全
18
回
）
　
午
後

６
時
45
分
〜
８
時
45
分

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、

全
講
座
受
講
可
能
な
人

定
員

先
着
25
人
（
申
し
込
み
が
５

人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
）

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
１
２
０
０
円
は
自
己
負
担
）

申
込
・
問
合

４
月
１
日
㈪
か
ら
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９

０
）
へ

な
お
、
規
定
数
以
上
を
受
講
し
た

人
に
は
、
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
視
覚

障
が
い
者
へ
の
情
報
提
供
の
充
実
を

図
る
た
め
、
点
字
の
基
礎
知
識
か
ら

学
ぶ
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

５
月
14
日
〜
３
月
25
日
の
第

２
・
４
火
曜
日
（
全
20
回
）
　
午
前

10
時
〜
正
午

対
象

市
内
在
住
の
人

定
員

先
着
10
人
（
申
し
込
み
が
５

人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
）

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
１
０
５
０
円
は
自
己
負
担
）

申
込
・
問
合

４
月
１
日
㈪
か
ら
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９

０
）
へ
（
電
話
申
し
込
み
可
）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
視
覚

障
が
い
者
へ
の
声
の
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
テ
ー
プ
録
音
に
よ
る
情
報
提
供

に
必
要
な
技
術
を
習
得
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

日
時

５
月
17
日
〜
11
月
29
日
の
第

１
・
３
金
曜
日
（
全
10
回
）
　
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象

市
内
在
住
の
人

定
員
　
先
着
20
人
（
申
し
込
み
が
５

人
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
）

受
講
料

無
料

申
込
・
問
合

４
月
１
日
㈪
か
ら
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９

０
）
へ
（
電
話
申
し
込
み
可
）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢

者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
健
康
に
暮

ら
せ
る
こ
と
を
目
的
に
「
高
齢
者
大

学
」
を
開
講
し
ま
す
。

日
時

５
月
16
日
〜
９
月
12
日
の
毎

週
木
曜
日
（
全
15
回
）

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
（
た
だ
し
５
月
16
日
㈭

は
、
午
後
１
時
〜
３
時
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

定
員

１
１
０
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
。
た
だ
し
、
①
過
去
３

年
間
同
じ
講
座
を
申
し
込
ん
だ
が
抽

選
で
落
選
し
た
、
②
昨
年
受
講
し
て

い
な
い
、
③
昨
年
受
講
し
た
　
以
上

の
条
件
の
人
を
優
先
）

受
講
料

１
０
０
０
円
（
全
15
回
）

内
容

健
康
や
認
知
症
、
歴
史
、
体

操
、
法
話
、
伝
統
文
学
、
海
外
の
話

な
ど

申
込
・
問
合

４
月
10
日
㈬
・
11
日

㈭
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
に
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
・
１
３
９

０
）
へ
（
電
話
申
込
は
不
可
）

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
各
教
室

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
料
理
Ａ

日
時

５
月
21
日
〜
　
火
曜
日
（
全

12
回
）
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

分定
員

先
着
16
人

■
料
理
Ｂ

日
時

５
月
22
日
〜
　
水
曜
日
　
（
全

12
回
）
　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30

分定
員

先
着
16
人

■
英
会
話

日
時
　
５
月
24
日
〜
　
金
曜
日
　
（
全

12
回
）
　
午
後
７
時
〜
９
時

定
員
　
先
着
18
人

対
象

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

受
講
料

各
教
室
と
も
１
０
０
０
円

（
材
料
費
は
別
途
負
担
）

申
込
・
問
合

４
月
17
日
㈬
〜
27
日

日
㈯
（
月
曜
日
閉
館
）
の
開
館
時
間

に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
32
・
６

４
３
２
）
へ
（
電
話
申
し
込
み
不
可
）

な
お
、
定
員
に
満
た
な
い
教
室
は

５
月
８
日
㈬
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

ま
た
、
申
込
者
が
少
な
い
と
き
は
開

講
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

桧
本
多
加
三
先
生
（
郷
土
史
研
究

家
、
郷
土
誌
「
堺
泉
州
」「
堺
人
」
編

集
長
）
を
招
き
、
歴
史
に
つ
い
て
楽

し
い
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
テ
ー
マ

４
月
13
日
㈯
　
午

前
10
時
〜
11
時
30
分
　
光
明
皇
后
伝

説
と
大
仏
建
立
時
代
　

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪

定
員

当
日
先
着
60
人
（
午
前
９
時

45
分
か
ら
受
け
付
け
）

参
加
費

５
０
０
円
（
当
日
会
場
受

付
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

問
合

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
（
市
役

所
２
階
）

手
話
講
習
会

（
入
門
課
程
・
初
心
者
向
け
）

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
生
募
集

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
生
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

教
室
受
講
生
募
集

高
齢
者
大
学
受
講
生
募
集

歴
史
こ
ぼ
れ
話

第
３
回
目

「広報いずみおおつ」広告募集（有料）
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。
これは、市内産業の振興を図り、良質な商品やサービスなど
に関する情報を提供するために行うものです。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　掲載を希望される事業者は、下記広告代理店までお問い合
わせください。

○広告サイズ…幅 183袢×高さ 49袢（1色刷り）
○広告掲載料…下記広告代理店へお問い合わせください。
※広告掲載基準により取り扱いができないものがあります。

申込・問合　　合同会社 IM総合企画　蕁 072・242・7997　薨 072・296・7375

運
動
し
た
り
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
や

さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
無
料
で
体
験
で

き
る
「
親
子
で
遊
ぼ
う
会
」
を
市
立

保
育
所
と
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
開

催
し
ま
す
。

■
宇
多
保
育
所
（
り
ん
ご
）（
☎
32
・

２
６
１
２
）

日
程
・
内
容

①
５
月
30
日
㈭
…
手

作
り
お
も
ち
ゃ
　
②
６
月
13
日
㈭
…

新
聞
紙
で
あ
そ
ぼ
う

③
27
日
㈭
…

小
麦
粉
ね
ん
ど

④
７
月
６
日
㈯
…

夏
ま
つ
り

対
象

１
〜
３
歳
児

募
集
組
数

先
着
10
組

■
上
条
保
育
所
（
ド
ラ
え
も
ん
）（
☎

32
・
３
４
７
０
）

日
程
・
内
容

①
５
月
16
日
㈭
…

友
だ
ち
作
ろ
う
触
れ
合
い
遊
び
　
②

30
日
㈭
…
身
体
を
動
か
し
て
あ
そ
ぼ

う
　
③
６
月
20
日
㈭
…
作
っ
て
遊
ぼ

う
　
④
７
月
４
日
㈭
…
縁
日
あ
そ
び

対
象

１
〜
３
歳
児

募
集
組
数

先
着
15
組

■
浜
保
育
所
（
ペ
ン
ギ
ン
）（
☎
33
・

５
４
３
２
）

日
程
・
内
容
　
①
５
月
16
日
㈭
…
触

れ
合
い
あ
そ
び
　
②
30
日
㈭
…
小
麦

粉
ね
ん
ど

③
６
月
13
日
㈭
…
作
っ

て
あ
そ
ぼ
う

対
象

１
〜
３
歳
児

募
集
組
数

先
着
10
組

■
条
東
保
育
所
（
ひ
よ
こ
）（
☎
21
・

０
２
２
１
）

日
程
・
内
容

①
５
月
16
日
㈭
…
新

聞
紙
で
あ
そ
ぼ
う

②
６
月
20
日
㈭

…
小
麦
粉
ね
ん
ど

③
７
月
11
日
㈭

…
水
あ
そ
び

対
象

１
〜
３
歳
児

募
集
組
数

先
着
10
組

■
要
保
育
所
（
も
も
ち
ゃ
ん
）（
☎

22
・
０
５
６
４
）

日
程
・
内
容
　
①
５
月
16
日
㈭
…
触

れ
合
い
あ
そ
び

②
30
日
㈭
…
作
っ

て
あ
そ
ぼ
う
　
③
６
月
６
日
㈭
…
小

麦
粉
ね
ん
ど
　
④
20
日
㈭
…
し
ゃ
ぼ

ん
玉
あ
そ
び

対
象

１
〜
３
歳
児

募
集
組
数

先
着
10
組

■
戎
保
育
所
（
パ
ン
ダ
）（
☎
☎
21
・

１
４
７
１
）

日
程
　
５
月
23
日
㈭
、
６
月
６
日
㈭
、

20
日
㈭

対
象

生
後
６
か
月
〜
１
歳
半

募
集
組
数

先
着
６
組

内
容

触
れ
あ
い
遊
び
＆
フ
リ
ー
ト

ー
ク

市
立
保
育
所
開
催
分
共
通
項
目

開
催
時
間

午
前
10
時
〜
11
時
（
受

付
午
前
９
時
30
分
〜
）

参
加
費

無
料

申
込
・
問
合

４
月
15
日
㈪
か
ら
直

接
、
参
加
を
希
望
す
る
保
育
所
へ
来

所
の
う
え
、
保
護
者
が
申
し
込
み
（
平

日
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、
土
曜

日
は
正
午
ま
で
。
日
曜
日
、
祝
日
は

受
け
付
け
な
し
。
電
話
や
フ
ァ
ク
ス

な
ど
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）

な
お
、
徒
歩
か
自
転
車
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

日
時
　
６
月
28
日
㈮
、
７
月
19
日
㈮

午
前
10
時
〜
11
時

対
象

０
歳
〜
就
学
前

募
集
組
数
　
当
日
先
着
20
組

持
物

着
替
え
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、

健
康
保
険
証
、
そ
の
他
各
自
必
要
な

も
のな

お
、
駐
車
場
に
限
り
が
あ
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
自
転
車
か
徒
歩
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

子
育
て
連
続
講
座
・
子
育
て
を
楽
し

も
う

日
時
・
内
容

▽
第
68
回
（
４
月
23

日
㈫
）
…
子
育
て
と
親
の
役
割
（
畑

部
明
美
元
条
南
幼
稚
園
園
長
）
　
▽

第
69
回
（
５
月
28
日
㈫
）
…
ボ
デ
ィ

ー
ト
ー
ク
（
長
岡
た
か
代
ボ
デ
ィ
ー

ト
ー
ク
指
導
者
）
　
▽
第
70
回
（
６

月
25
日
㈫
）
…
マ
マ
、
お
つ
か
れ
さ

ま
！
　
〜
支
え
合
い
、
そ
し
て
助
け

合
い
〜
（
岬
か
ず
み
（
公
財
）
モ
ラ

ロ
ジ
ー
研
究
所
社
会
教
育
講
師
）
　
い

ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午
　

会
場

南
公
民
館

対
象

就
学
中
・
就
学
前
の
お
子
さ

ん
が
い
る
お
母
さ
ん
お
よ
び
子
育
て

に
関
心
の
あ
る
人

受
講
料

各
回
１
０
０
円

申
込
・
問
合

泉
大
津
モ
ラ
ロ
ジ
ー

事
務
所
子
育
て
を
応
援
す
る
会
（
☎

薨
21
・
４
６
６
６
　
担
当
・
堀
末
美
）

７
月
執
行
予
定
の
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
に
備
え
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
事

前
登
録
を
受
け
付
け
を
し
ま
す
。
登

録
後
、
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
雇
用

の
連
絡
を
し
ま
す
。

業
務
内
容

選
挙
事
務
（
事
務
局
事

務
補
助
、
期
日
前
投
票
所
受
付
事
務

な
ど
）

勤
務
場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
３
階
）

勤
務
時
間

週
40
時
間
以
内
（
た
だ

し
、
期
日
前
投
票
期
間
中
は
週
40
時

間
を
超
え
る
勤
務
に
な
る
こ
と
あ
り
）

年
齢
要
件
な
ど

①
満
20
〜
60
歳
未

満
（
定
年
は
60
歳
。
原
則
市
内
在
住
）、

②
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー
プ

ロ
、
表
計
算
な
ど
）
が
で
き
る
、
③

平
日
の
時
間
外
勤
務
、
休
日
出
勤
が

可
能

賃
金
な
ど

泉
大
津
市
臨
時
職
員
取

扱
要
綱
に
準
じ
支
給

申
込
・
問
合

履
歴
書
を
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
３
階
　
☎

33
・
９
５
３
６
）
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

市
内
小
・
中
学
校
の
平
成
25
年
度

図
書
館
司
書
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
要
件

図
書
館
司
書
免
許
ま
た

は
教
員
免
許
所
有
者
で
、
読
書
指
導

に
意
欲
の
あ
る
人

採
用
方
法

個
人
面
接

試
験
日

４
月
中
旬
頃
予
定
（
詳
細

は
後
日
、
受
験
者
に
連
絡
）

申
込
・
問
合

４
月
１
日
㈪
〜
９
日

㈫
（
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
15

分
。
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
、
履

歴
書
（
写
真
添
付
）
と
免
許
が
確
認

で
き
る
書
類
（
コ
ピ
ー
可
）
を
指
導

課
（
市
役
所
３
階
）
へ

な
お
、
履
歴
書
な
ど
は
提
出
日
よ

り
３
年
経
過
後
破
棄
し
ま
す
。

子
育
て
学
習
会

ど
ん
ぐ
り
サ
ー
ク
ル

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

臨
時
職
員
事
前
登
録
募
集

37 広報いずみおおつ　平成25年4月号

学
校
図
書
館

司
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

親
子
で
遊
ぼ
う
会

前
期
参
加
者
募
集



タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

38

（「
募
集
」
の
続
き
）

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
教
員

養
成
系
、
心
理
系
ま
た
は
福
祉
系
の

学
生
を
対
象
に
、
月
〜
金
曜
日
の
う

ち
週
１
回
程
度
、
学
業
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
範
囲
で
継
続
的
に
援
助
活

動
を
し
て
い
た
だ
け
る
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
ス
マ
イ
ル
・
フ
レ
ン
ド
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
イ
ル
・
フ
レ
ン
ド
は
、
不
登

校
状
態
に
あ
る
市
立
小
・
中
学
校
在

籍
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
、「
よ
き

先
輩
」「
よ
き
兄
や
姉
」
と
し
て
、
心

の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
社
会
的
な

自
立
へ
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

問
合

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
戎
町

３
ー
41

☎
31
・
４
４
６
０
）

環
境
に
や
さ
し
い
循
環
型
社
会
の

実
現
を
目
指
し
策
定
し
た
「
泉
大
津

市
第
２
次
環
境
基
本
計
画
」
お
よ
び

「
泉
大
津
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推

進
計
画
」
の
推
進
に
関
し
、
市
民
お

よ
び
事
業
者
な
ど
と
の
連
携
・
協
働

に
よ
り
、
効
率
的
で
効
果
的
に
進
め

る
た
め
、
泉
大
津
市
環
境
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
会
議
を
設
置
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
会
議
に
参
加
し
、
本

市
環
境
保
全
活
動
の
推
進
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

満
16
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
す
る
人

定
員

２
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
、

選
考
の
う
え
決
定
）

活
動
内
容

年
２
〜
３
回
開
催
す
る

会
議
で
、
計
画
の
推
進
に
関
し
市
民

の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
て
も
ら
う

申
込
・
問
合

４
月
30
日
㈫
必
着
で
、

「
泉
大
津
の
環
境
を
こ
う
し
た
い
」
と

い
う
提
言
・
希
望
な
ど
を
４
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
環
境
課
（
〒
５
９
５
ー

８
６
８
６
　
住
所
不
要
　
市
役
所
２

階
21
番
窓
口
）
へ

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢
者

の
介
護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り
に

取
り
組
む
「
つ
ど
い
事
業
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
つ
ど
い
、
み
ん
な
で
い

っ
し
ょ
に
体
操
し
た
り
、
お
話
し
た

り
、
時
に
は
勉
強
す
る
仲
間
づ
く
り

の
場
…
つ
ど
い
事
業
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。

実
施
日
時

月
・
火
・
木
・
金
曜
日

の
い
ず
れ
か
１
日
　
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

場
所

ベ
ル
セ
ン
タ
ー

対
象

65
歳
以
上
の
市
民

利
用
料

８
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

申
込
･問
合

ベ
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎

21
・
０
２
９
４
）
へ

各
パ
ー
ト
（
楽
器
）
の
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ジ
ャ
ズ
を
い

っ
し
ょ
に
演
奏
し
て
楽
し
み
た
い
人
、

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

練
習
日
時

毎
週
火
・
金
曜
日
　
午

後
８
時
〜
10
時

練
習
場
所

桶
谷
ミ
ュ
ー
ズ

会
費

月
１
０
０
０
円
（
学
生
無
料
）

楽
器

サ
キ
ソ
フ
ォ
ー
ン
、
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
ギ
タ
ー
、

ベ
ー
ス
、
ド
ラ
ム
、
ピ
ア
ノ

問
合

市
民
会
館
（
☎
21
・
７
０
５

０
）家

庭
系
ご
み
の
収
集
は
、
可
燃
ご

み
・
資
源
ご
み
が
午
前
６
時
か
ら
、
粗

大
ご
み
は
、
午
前
８
時
か
ら
順
次
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
効
率
よ
く
収

集
作
業
を
行
う
た
め
、
収
集
コ
ー
ス

を
決
め
て
い
ま
す
が
、
ご
み
の
量
や

交
通
事
情
な
ど
に
よ
り
、
収
集
時
間

が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
収
集
日
に
は
、
で
き
る
だ
け

早
く
準
備
し
お
出
し
く
だ
さ
い
。
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合

環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番

窓
口
）

こ
れ
か
ら
、
暖
か
く
な
る
と
ハ
チ

の
活
動
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
は
屋
根
裏
や
、
高
い

軒
先
、
生
垣
な
ど
に
大
き
な
縞
模
様

の
ボ
ー
ル
状
の
巣
を
つ
く
り
ま
す
。
ス

ズ
メ
バ
チ
は
攻
撃
性
が
高
い
の
で
、
巣

に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
、
駆
除

す
る
場
合
は
専
門
業
者
に
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
は
軒
先
や
ベ
ラ
ン

ダ
に
巣
を
作
る
こ
と
が
多
く
、
よ
く

目
に
つ
き
ま
す
。
ス
プ
レ
ー
式
殺
虫

剤
で
駆
除
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

そ
の
際
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
蜂
の
種
類
が
分
か
ら
な
い

場
合
は
、
不
用
意
に
近
づ
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

ハ
チ
の
相
談
や
専
門
業
者
が
わ
か

ら
な
い
場
合
は
、
環
境
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合

環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番

窓
口
）

市
民
が
自
然
の
中
で
心
身
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
と
と
も
に
、
家
族
や

仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
図
る
場
と
し

て
、
次
の
施
設
と
契
約
し
、
宿
泊
費

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
き
の
く
に
中
津
荘

和
歌
山
県
日

高
郡
日
高
川
町
大
字
高
津
尾
１
０
４

９
（
☎
０
７
３
８
・
54
・
０
０
８
２
）

日
高
川
の
清
流
、
美
し
い
山
々
が

四
季
折
々
楽
し
め
る
「
き
の
く
に
中

津
荘
」
は
、
地
域
特
産
品
の
生
産
拡

大
を
目
指
し
、
ふ
る
さ
と
体
験
や
研

修
が
で
き
る
体
験
学
習
館
で
す
。

■
エ
ー
デ
ル
さ
さ
ゆ
り

兵
庫
県
多

可
郡
多
可
町
八
千
代
区
中
野
間
３
６

３
ー
13
（
☎
０
７
９
５
・
37
・
１
２
０

０
）豊

か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
木
造
の

大
き
な
三
角
屋
根
の
エ
ー
デ
ル
さ
さ

ゆ
り
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
マ
ン
に

焦
が
れ
る
高
原
リ
ゾ
ー
ト
地
に
あ
る

施
設
で
す
。

宿
泊
補
助
額

１
０
０
０
円

対
象

小
学
生
以
上
の
市
民
で
、
毎

年
度
１
人
１
回
限
り
（
他
団
体
の
利

用
券
と
の
併
用
や
、
市
が
助
成
す
る

事
業
に
つ
い
て
は
不
可
）

申
込
・
問
合

利
用
施
設
へ
直
接
予

約
後
、
印
鑑
を
持
っ
て
生
涯
学
習
課

（
市
役
所
３
階
）
へ

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
マ
イ
ル
・
フ
レ
ン
ド
募
集

環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
会
議

委
員
募
集

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

〜
ベ
ル
の
つ
ど
い
〜

「
フ
ァ
ニ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
ジ
ャ

ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
団
員
募
集

ご
み
の
収
集
時
間
に
つ
い
て

ス
ズ
メ
バ
チ
や
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

市
契
約
研
修
施
設

利
用
助
成
の
お
知
ら
せ

日
曜
日
に
次
の
証
明
書
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

発
行
す
る
証
明
書

①
住
民
票
の
写
し
（
外
国
人
住
民
票

含
む
）・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

（
手
書
き
の
も
の
を
除
く
）
…
申
請

は
、
本
人
ま
た
は
本
人
と
同
一
世

帯
の
人
に
限
る

②
印
鑑
登
録
証
明
書
…
印
鑑
登
録
カ

ー
ド
が
必
要

③
市
・
府
民
税
課
税
証
明
書
…
必
ず

事
前
に
電
話
な
ど
で
ご
確
認
を
。
証

明
書
が
発
行
で
き
な
い
場
合
あ
り
。

申
請
は
、
本
人
ま
た
は
本
人
と
同

一
世
帯
の
家
族
に
限
る

開
設
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
た
だ
し
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
か

ら
翌
年
１
月
３
日
）
お
よ
び
庁
舎
や

設
備
の
保
守
な
ど
で
閉
庁
を
必
要
と

す
る
日
は
除
く
）

手
数
料

各
１
通
３
０
０
円

窓
口
で
提
示
し
て
い
た
だ
く
本
人
確

認
書
類
　
官
公
署
発
行
の
書
類
（
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔
写
真
入
り

の
も
の
）、
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
、
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
特

別
永
住
者
証
明
書
ま
た
は
在
留
カ
ー

ド
（
切
替
時
ま
で
は
外
国
人
登
録
証

明
書
）
な
ど

な
お
、
次
の
手
続
き
は
で
き
ま
せ

ん
。
平
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

①
転
入
・
転
居
・
転
出
な
ど
の
住
所

変
更
手
続
き

②
印
鑑
登
録
手
続
き
お
よ
び
印
鑑
登

録
カ
ー
ド
の
発
行

③
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付

問
合

市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番

窓
口
）
ま
た
は
、
税
務
課
（
市
役
所

１
階
７
番
窓
口
）

昨
年
11
月
に
本
市
が
購
入
し
た
テ

ク
ス
ピ
ア
大
阪
を
、
地
域
産
業
振
興

の
拠
点
の
一
つ
と
し
て
活
用
す
る
た

め
に
、「
繊
維
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

開
設

平
成
24
年
12
月
１
日

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
５
階

開
設
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
月
〜
金
曜
日
）

体
制

相
談
員
（
も
し
く
は
補
助
相

談
員
）
が
常
駐
、
専
門
的
な
相
談
に

つ
い
て
は
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
対
応

機
能

▽
繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産

業
の
も
の
づ
く
り
に
関
す
る
相
談
に

応
え
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
（
デ
ザ

イ
ン
、
経
営
改
善
、
知
的
財
産
な
ど
）

▽
繊
維
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
の
製

造
事
業
者
に
対
す
る
引
合
い
対
応

▽
製
造
事
業
者
の
情
報
収
集
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信

問
合

繊
維
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

デ
ス
ク
（
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
５
階

☎
20
・
６
６
８
８
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
父
さ
ん
・
お

母
さ
ん
の
経
済
的
な
自
立
の
た
め
に
、

安
定
し
た
就
業
に
向
け
て
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

■
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

雇
用
保
険
の
教
育
訓
練
給
付
の
受

給
資
格
の
な
い
人
で
、
教
育
訓
練
講

座
と
し
て
指
定
さ
れ
た
講
座
を
受
講

す
る
場
合
に
支
給
（
事
前
相
談
が
必

要
）。

支
給
額

講
座
受
講
料
の
２
割
相
当

額
（
上
限
額
10
万
円
、
下
限
額
４
０

０
１
円
）

■
高
等
技
能
訓
練
促
進
費

看
護
師
や
介
護
福
祉
士
な
ど
の
経

済
的
自
立
に
効
果
的
な
資
格
の
取
得

に
際
し
て
、
生
活
費
の
負
担
軽
減
の

た
め
に
支
給
（
事
前
相
談
が
必
要
）。

対
象
と
な
る
資
格

看
護
師
、
准
看

護
士
、
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
、
理

学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
な
ど

支
給
額

月
額
10
万
円
（
非
課
税
世

帯
）、
月
額
７
万
５
０
０
円
（
課
税
世

帯
）

支
給
期
間

修
業
の
全
期
間
（
上
限

２
年
）

問
合

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

４
月
１
日
㈪
か
ら
、
未
熟
児
養
育

医
療
と
自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）

の
申
請
窓
口
が
和
泉
保
健
所
か
ら
泉

大
津
市
に
変
わ
り
ま
す
。
認
定
事
務
、

支
給
事
務
を
市
役
所
で
行
う
よ
う
に

な
り
ま
す
。

■
未
熟
児
養
育
医
療

身
体
の
発
育
が
未
熟
な
ま
ま
で
生

ま
れ
、
入
院
を
必
要
と
す
る
乳
児
に

対
し
て
、
そ
の
治
療
に
必
要
な
医
療

費
の
一
部
を
公
費
負
担
す
る
制
度
。

問
合

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

■
自
立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
）

18
歳
未
満
の
現
に
障
が
い
が
あ
る
、

ま
た
は
治
療
を
行
わ
な
い
と
将
来
一

定
の
障
が
い
を
残
す
と
認
め
ら
れ
る

児
童
で
、
手
術
な
ど
の
治
療
に
よ
り

症
状
が
軽
く
な
り
、
日
常
生
活
が
容

易
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
、
そ
の
治
療
に
必
要
な

医
療
費
の
一
部
を
公
費
負
担
す
る
制

度
。

問
合

障
が
い
福
祉
課
（
市
役
所
１

階
10
番
窓
口
)

み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
安

全
な
ま
ち
大
阪
」
を
目
指
し
、
防
犯

委
員
会
な
ど
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

市
、
警
察
が
協
力
し
て
春
の
地
域
安

全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
期
間
中
は

警
察
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間

４
月
21
日
㈰
〜
30
日
㈫

運
動
の
重
点
項
目

①
ひ
っ
た
く
り
な
ど
街
頭
犯
罪
の
被

害
防
止

②
子
ど
も
と
女
性
を
対
象
と
す
る
犯

罪
の
被
害
防
止

③
空
き
巣
な
ど
住
宅
を
対
象
と
す
る

侵
入
窃
盗
の
被
害
防
止

④
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺

の
被
害
防
止

皆
さ
ん
も
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
防
犯
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

問
合

泉
大
津
警
察
署
（
☎
23
・
１

２
３
４
）

日
曜
日
も
証
明
書
の

発
行
を
し
て
い
ま
す

繊
維
も
の
づ
く
り

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
開
設
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と
り
親
家
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自
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熟
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（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

■
第
14
回
み
ん
な
が
主
役
！
　
あ
す

と
フ
ォ
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

年
代
に
と
ら
わ
れ
ず
、
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
や
ギ
タ
ー
好
き
が
集
う
楽
し

い
ラ
イ
ブ
で
す
。

日
時

４
月
21
日
㈰
　
午
後
２
時
開

演
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

定
員

申
込
先
着
50
人

入
場
料

５
０
０
円

出
演

吉
岡
克
浩
、
松
田
洋
子
ほ
か

申
込

要
事
前
予
約

■
あ
す
と
絵
本
の
読
み
語
り
会

毎
月
１
回
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら

親
子
で
絵
本
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
絵
本
読
み
語
り
会
。
絵
本
だ
け
で

な
く
手
遊
び
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な

ど
楽
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

日
時

４
月
28
日
㈰
　
午
前
11
時
〜

11
時
30
分

入
場
料

無
料

出
演

あ
す
と
絵
本
の
会
〝
し
ぃ
ず

ん
ず
〞

申
込

不
要

■
ス
タ
ジ
オ
花
時
計
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ン
展
「
花
空
間
ｖ
ｏ
ｌ
８
　
煌
め

く
…
」

あ
す
と
ホ
ー
ル
全
面
を
使
用
し
た

〝
ス
タ
ジ
オ
花
時
計
〞
の
皆
さ
ん
に
よ

る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
展

覧
会
で
す
。
お
花
に
囲
ま
れ
る
贅
沢

な
空
間
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
期

間
中
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体

験
も
で
き
ま
す
(有
料
)。

日
時

４
月
28
日
㈰
、
29
日
㈷
　
午

前
10
時
30
分
〜
午
後
５
時

入
場
料

無
料
　

申
込

不
要

■
子
ど
も
向
け
講
座
受
講
生
募
集
中

１
人
１
回
か
ぎ
り
無
料
体
験
可
能
。

体
験
希
望
の
人
は
必
ず
事
前
に
ご
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
講
料

３
か
月
ご
と
に
前
納
制

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
子
ど
も
ア
ー
ト
教
室

自
由
な
発
想
で
描
く
子
ど
も
た
ち

の
豊
か
な
感
性
を
引
き
出
し
ま
す
。

日
時

毎
週
火
曜
日
　
午
後
３
時
30

分
〜
５
時
30
分

受
講
料

３
か
月
12
回
分
１
万
６
３

８
０
円

講
師

中
村
雅
子
（
泉
佐
野
美
術
協

会
会
員
）

■
Ｋ
Ｉ
Ｄ
‘
Ｓ
ダ
ン
ス

楽
し
く
ダ
ン
ス
を
し
な
が
ら
リ
ズ

ム
感
や
表
現
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

日
時

毎
週
水
曜
日
　
午
後
４
時
30

分
〜
５
時
45
分

受
講
料

３
か
月
12
回
分
１
万
６
３

８
０
円

講
師

上
野
由
佳
子
（
ユ
ー
ズ
,Ｎ
主

宰
）

■
キ
ッ
ズ
バ
レ
エ

正
し
い
姿
勢
と
優
雅
な
動
作
が
身

に
つ
き
ま
す
。

日
時

毎
週
木
曜
日
　
▽
幼
児
・
児

童
…
午
後
５
時
15
分
〜
６
時
15
分

▽
本
科
…
午
後
６
時
30
分
〜
７
時
30

分受
講
料

３
か
月
12
回
分
１
万
６
３

８
０
円

講
師

芦
内
朋
子
（
芦
内
朋
子
バ
レ

エ
教
室
主
宰
）
ほ
か

■
子
ど
も
英
会
話

外
国
人
の
先
生
と
遊
び
な
が
ら
楽

し
く
英
語
を
身
に
つ
け
ま
す
。

日
時

毎
週
金
曜
日
　
▽
年
少
・
年

中
初
心
者
…
午
後
３
時
５
分
〜
午
後

３
時
55
分
　
▽
年
中
経
験
者
・
年
長

…
午
後
３
時
55
分
〜
４
時
45
分
　
▽

低
学
年
・
初
心
者
…
午
後
４
時
50
分

〜
５
時
40
分
　
▽
高
学
年
・
経
験
者

…
午
後
５
時
40
分
〜
６
時
30
分

受
講
料

３
か
月
12
回
分
２
万
１
４

２
０
円
（
別
途
教
材
費
１
５
７
５
円
）

講
師

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ワ
ー
ル
ド

専
任
外
国
人
教
師

■
お
づ
ね
っ
と
パ
ソ
コ
ン
同
好
会

会
員
募
集

シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
に
パ
ソ
コ
ン
に

慣
れ
親
し
ん
で
い
た
だ
く
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
て
み

た
い
人
、
50
歳
以
上
の
人
大
歓
迎
で

す
。
文
書
作
成
・
デ
ジ
カ
メ
・
メ
ー

ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
楽
し
く

勉
強
し
て
い
ま
す
。

日
時

第
２
・
４
土
曜
日
　
午
後
１

時
〜
５
時

会
費

月
２
回
４
時
間
、
２
０
０
０

円
（
入
会
金
不
要
）

そ
の
ほ
か
実
用
書
道
、
日
常
英
会

話
も
会
員
募
集
し
て
い
ま
す
（
月
２

回
１
７
０
０
円
、
第
３
・
４
木
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午
）。

申
込
・
問
合

市
民
公
益
活
動
団
体

お
づ
ね
っ
と
パ
ソ
コ
ン
同
好
会
（
☎

21
・
１
８
０
４
）
へ

■
春
季
企
画
展
示
「
創
作
展
い
ず
み
」

日
時

４
月
６
日
㈯
〜
５
月
６
日
㈷

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

出
展
部
門

押
し
花
、
木
彫
り
、
写

真
、
書
道
、
水
墨
画
、
ち
ぎ
り
絵
、

陶
芸
、
南
画
、
日
本
画
、
俳
画
、
洋

画■
子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
デ
イ
「
弥
生

の
弓
矢
体
験
」

日
時

４
月
20
日
㈯
　
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

費
用

無
料
（
要
入
館
料
。
子
ど
も

フ
ァ
ー
ス
ト
デ
イ
ク
ー
ポ
ン
持
参
者

は
無
料
）

申
込

不
要

入
館
料

▽
一
般
…
３
０
０
円
、
▽

65
歳
以
上
・
高
校
・
大
学
生
…
２
０

０
円

問
合

府
立
弥
生
文
化
博
物
館
（
☎

46
・
２
１
６
２
）

あ
す
と
ホ
ー
ル
（
☎
20
・
６
７

７
８
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

弥
生
博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

「エールフランス航空・ＫＬＭオランダ航空」　
機内食＆デザートフェア開催中！

関空展望ホール「Sky View」のレストラン「レジェンド・オ
ブ・コンコルド」では、人気エアライン「エールフランス航
空・KLMオランダ航空」の機内食やデザートがお楽しみいただ
ける『機内食＆デザートフェア』を開催中です！　エールフラ
ンスの洗練されたフレンチのコース料理や、バラエティ豊かな
KLMオランダ航空のお食事を、滑走路と飛行機が見渡せる絶好
のロケーションでお楽しみいただけます。また同フェアでお食
事をご注文いただいたお客様には「記念コースター」をプレゼ
ント！　そのほかティータイムに気軽にお楽しみいただける「デ
ザートセット」もご用意しております。ぜひ新しくなった「レ
ジェンド・オブ・コンコルド」で優雅なひとときをお過ごしく
ださい。
期間 ～5月6日㈷まで
営業時間 午前11時～午後9時（ラストオーダーは午後８時）
場所 関空展望ホール3階「レジェンド・オブ・コンコルド」
問合 関空展望ホール「SkyView」（☎072・455・2082）

関空ニュース市
・
府
民
税
、
固
定
資
産
・
都
市

計
画
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の
納
期

限
な
ど
（
随
時
課
税
分
を
除
く
）
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

市
税
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め

の
貴
重
な
財
源
で
す
の
で
、
納
期
内

納
付
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
納
期
限
が
土
・
日
曜
日
や

祝
日
の
場
合
、
そ
の
翌
平
日
が
納
期

限
と
な
り
ま
す
。

問
合

税
務
課
納
税
係
（
市
役
所
１

階
７
番
窓
口
）

次
の
①
〜
⑤
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
は
、
申
請
に
よ
り
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
２
分
の
１
の
減
免
が

可
能
で
す
。
該
当
す
る
人
は
、
印
鑑

を
お
持
ち
の
う
え
、
税
務
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

①
所
有
者
が
平
成
25
年
１
月
１
日
現

在
、
65
歳
以
上
、
特
別
障
が
い
者

ま
た
は
寡
婦
（
夫
）
の
い
ず
れ
か

で
あ
る
こ
と

②
所
有
者
お
よ
び
家
族
全
員
の
所
得

が
市
民
税
均
等
割
非
課
税
限
度
額

以
下
で
あ
る
こ
と
。
市
民
税
均
等

割
非
課
税
限
度
額
の
計
算
方
法
は

次
の
と
お
り
。
35
万
円
×
（
本

人
・
控
除
対
象
配
偶
者
・
扶
養
親

族
の
合
計
数
）
＋
21
万
円
（
扶
養

親
族
が
あ
る
場
合
の
加
算
額
）

③
所
有
者
本
人
が
居
住
し
て
い
る
資

産
以
外
に
土
地
や
家
屋
を
所
有
し

て
い
な
い
こ
と

④
所
有
す
る
家
屋
の
延
べ
床
面
積
が

70
㎡
以
下
で
あ
る
こ
と

⑤
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
を
含

む
）
の
年
税
額
が
５
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と

な
お
、
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
は
、
納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に

申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
平
成
25
年
度
第
１
期
か
ら
減

免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
５

月
24
日
㈮
ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

そ
の
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請
は
、

２
期
以
降
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
②
の
所
得
要
件
の
確
定
が
、
６

月
１
日
以
降
に
な
り
ま
す
の
で
、
減

免
の
可
否
の
通
知
お
よ
び
減
免
の
通

知
書
の
発
送
は
そ
れ
以
降
と
な
り
ま

す
。

問
合

税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
市

役
所
１
階
７
番
窓
口
）

平
成
25
年
度
固
定
資
産
（
土
地
・

家
屋
）
の
価
格
な
ど
を
記
載
し
た
縦

覧
帳
簿
を
次
の
と
お
り
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

期
間

４
月
１
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

午

前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
場
所

税
務
課
固
定
資
産
税
係

対
象

本
市
内
に
土
地
・
家
屋
を
持

つ
納
税
者

な
お
、
縦
覧
の
際
に
は
、
本
人
で

あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。
代
理
人
ま
た
は

法
人
の
場
合
は
、
本
人
（
会
社
）
の

委
任
状
を
あ
わ
せ
て
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

問
合

税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
市

役
所
１
階
７
番
窓
口
）

４
月
６
日
㈯
〜
15
日
㈪
ま
で
、「
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

今
回
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど

交
通
弱
者
へ
の
配
慮
や
思
い
や
り
を

も
っ
た
「
人
優
先
」
の
交
通
安
全
思

想
を
基
本
と
し
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
と
と

も
に
、
死
者
数
（
交
通
事
故
発
生
か

ら
24
時
間
以
内
に
死
亡
し
た
人
数
）
全

体
の
約
半
数
を
高
齢
者
が
占
め
る
交

通
事
故
情
勢
に
的
確
に
対
処
す
る
た

め
、「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
」
を
基
本
と
す
る
ほ
か
、「
す
べ

て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹

底
」「
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
」

「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」
を
重
点
と
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
大
阪
府
の
重
点
と
し
て
、

「
交
差
点
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

問
合

土
木
課
（
市
役
所
２
階
22
番

窓
口
）

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
で
は
、
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
学
習

活
動
の
支
援
と
交
流
の
場
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
各
種
講
座
（
右
下
表

参
照
）
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

参
加
に
つ
い
て
は
お
手
数
で
す
が

「
に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
」
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
事
前
申
し
込
み
不
要

の
講
座
は
、「
チ
ェ
ア
・
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
」
と
「
川
柳
」
で
す
。

な
お
、
４
月
の
休
館
日
は
、
毎
日

曜
・
月
曜
日
で
す
。
サ
ロ
ン
を
ご
利

用
の
際
に
は
、
必
ず
ス
リ
ッ
パ
な
ど

上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
講
座
（
初
心

者
向
）」
前
期
参
加
者
募
集

期
間

５
〜
９
月
で
１
コ
ー
ス(

新
規)

開
催
日

毎
月
第
１
水
曜
日
　
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員

先
着
10
人

受
講
料

無
料

材
料
費

５
か
月
で
２
８
０
０
円

講
師

勝
田
美
穂
さ
ん

申
込
・
問
合

４
月
５
日
㈮
〜
12
日

㈮
に
材
料
費
を
添
え
、
直
接
に
ん
じ

ん
サ
ロ
ン
（
☎
21
・
６
５
５
５
）
へ

（
受
付
は
午
前
10
時
か
ら
。
電
話
申
込

不
可
）

低
所
得
者
の
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
減
免
申
請

市
税
の
納
期
限

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
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固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
）
の

縦
覧

納税通知書の送達

6 月中旬

5月初旬

5月初旬

税　目

市・府民税
(普通徴収 )

固定資産税・
都市計画税

軽自動車税

期別
１期
２期
３期
４期
１期
２期
３期
４期
全期

納期限
６月 30日
８月 31日
10月 31日
12月 27日
５月 31日
７月 31日
９月 30日
11月 30日
５月 31日

▷市税の納期限など

に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン
か
ら
の

お
知
ら
せ

にんじんサロン４月の催し（蕁・薨 21・6555）
４月４日㈭　午後 2時～4時　
絵手紙　立花悦子さん
４月 18日㈭　午前 11時～ 11時 30分
子どものためのおはなし会　エンジェルクラブ
４月 18日㈭　午後 2時～４時
絵手紙　立花悦子さん
４月 19日㈮　午前 10時 30分～ 11時 30分
チェア・エクササイズ（音楽を聞きながらからだを動かし
ましょう！）　本田ますみさん
４月 25日㈭　午後 1時～1時間程度
「川柳などで、頭の活性化をしてみませんか？」　楠畑正史さん
４月 27日㈯　午前 10時～正午
色紙に絵を描きましょう　亀髙怜子さん
５月１日㈬　午後 1時 30分～ 3時
トールペイントを楽しみましょう　勝田美穂さん



（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

市
内
で
は
泉
大
津
駅
・
松
ノ
浜

駅
・
北
助
松
駅
の
３
駅
周
辺
が
自
転

車
な
ど
の
放
置
禁
止
区
域
（
泉
大
津

駅
東
側
ア
ル
ザ
周
辺
は
、
午
前
５
時

か
ら
９
時
ま
で
の
放
置
規
制
区
域
あ

り
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。
放
置
禁
止

区
域
な
ど
で
の
自
転
車
放
置
は
、
撤

去
・
移
動
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
自

転
車
は
自
転
車
駐
車
場
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

問
合

土
木
課
（
市
役
所
２
階
22
番

窓
口
）

シ
ニ
ア
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
ッ
プ
事
業

60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
の
学
び

た
い
意
欲
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
本

市
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
プ
ー
ル
学
院

大
学
な
ら
び
に
短
期
大
学
部
、
羽
衣

国
際
大
学
で
実
施
さ
れ
る
社
会
人
向

け
講
座
（
前
期
）
を
受
講
す
る
人
に

対
し
て
受
講
料
な
ど
を
補
助
し
ま
す
。

な
お
、
補
助
金
は
全
行
程
修
了
後

の
証
明
書
に
よ
り
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
講
座
に
よ
っ
て
は
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

60
歳
以
上
の
市
民
（
昭

和
29
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
の
人
）

申
込
期
間

４
月
４
日
㈭
〜
26
日
㈮

対
象
講
座

▽
プ
ー
ル
学
院
大
学
お

よ
び
短
期
大
学
部
聴
講
生
講
座
　
▽

羽
衣
国
際
大
学
社
会
人
講
座
・
授
業

公
開
講
座

補
助
対
象

受
講
料
、
資
料
代
、
テ

キ
ス
ト
代

申
込
・
問
合

企
画
調
整
課
（
市
役

所
４
階
）
へ

介
護
予
防
な
ど
の
健
康
づ
く
り
に

生
か
す
た
め
、
自
分
で
は
気
づ
き
に

く
い
心
身
の
状
態
を
確
か
め
る
健
康

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
個
別
に
送
付
し

ま
す
。
封
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
記
入
し
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。
ご
返
送
い
た
だ
い
た
結

果
に
よ
り
、
必
要
な
人
に
は
保
健
師

や
看
護
師
な
ど
の
訪
問
や
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
の
紹
介
な
ど
を
し
ま
す
。

な
お
、
発
送
は
地
区
別
に
随
時
実

施
し
ま
す
の
で
、
時
期
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

対
象

65
歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
市
民

問
合

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階

６
番
窓
口
）

い
す
に
座
り
な
が
ら
の
簡
単
な
運

動
で
頭
も
体
も
ス
ッ
キ
リ
！
　
健
康

に
役
立
つ
情
報
も
た
っ
ぷ
り
！

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
市
民
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

お
好
き
な
場
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所

▽
４
月
12
日
㈮
…
豊

中
町
公
民
館
　
▽
16
日
㈫
…
旭
長
寿

園
　
▽
18
日
㈭
…
北
曽
根
公
民
館

▽
23
日
㈫
…
西
地
区
町
づ
く
り
事
務

所
　
▽
25
日
㈭
…
板
原
長
寿
園
　
▽

５
月
７
日
㈫
…
条
東
長
寿
園
　
▽
８

日
㈬
…
松
之
浜
長
寿
園

時
間

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
た
だ

し
豊
中
町
公
民
館
、
松
之
浜
長
寿
園

は
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
）

問
合

高
齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階

６
番
窓
口
）

近
年
、
医
療
機
関
で
必
要
と
さ
れ

る
血
液
の
多
く
は
４
０
０
裨
献
血
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
体
重
が
50
㎏

以
上
の
人
は
４
０
０
裨
献
血
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
輸
血
用
血
液
の
安
全
性
を

よ
り
高
め
る
た
め
、「
本
人
確
認
」
お

よ
び
「
昭
和
55
年
か
ら
平
成
８
年
ま

で
に
通
算
１
か
月
（
31
日
）
以
上
の

英
国
滞
在
暦
の
あ
る
人
な
ど
の
献
血

制
限
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

献
血
に
際
し
て
は
、
年
齢
や
体
重
な

ど
の
条
件
も
あ
り
ま
す
。

日
時
・
場
所

▽
４
月
７
日
㈰
…
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
　
市
民
会
館

▽
14
日
㈰
…
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

市
役
所
駐
車
場
　
▽
14
日
㈰
…
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
　
助
松
団
地
１
０

０
棟
横
　
▽
26
日
㈮
…
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
30
分
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
休
憩
）

問
合

献
血
推
進
協
議
会
（
☎
23
・

１
３
９
３
）

高
齢
者
を
対
象
に
健
康
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

実
施
日
時

４
月
19
日
㈮
　
午
後
１

時
30
分
〜
２
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

検
尿
・
血
圧
測
定
・
健
康
に

関
す
る
相
談

問
合

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

23
・
１
３
９
０
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
（
２
月
１
日
〜
28
日
取
り
扱
い
分
）。

◇
１
０
０
０
円
　
吉
田
千
代
子

◇
２
０
０
０
円
　
菊
地
正
代

◇
３
０
０
０
円
　
Ｓ

◇
１
万
円
　
泉
大
津
ソ
ー
シ
ャ
ル
ダ

ン
ス
連
盟

（
敬
称
略
）
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タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

▽
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら

は
節
目
の
意
識
が
薄
く
な

り
ま
し
た
が
、
４
月
は
や

は
り
気
持
ち
が
改
ま
り
ま

す
。
と
い
う
わ
け
で
広
報
紙
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
。
表
紙
と
裏
表
紙
を
カ
ラ

ー
に
し
、
さ
ら
に
親
し
み
や
す
い
紙

面
づ
く
り
を
心
が
け
ま
す
。
（
小
）

▽
息
子
が
進
学
で
東
京
へ
旅
立
ち
ま

す
。
わ
た
し
自
身
は
、
根
っ
か
ら
の

泉
州
人
。
生
ま
れ
て
こ
の
方
、
泉
州

を
出
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
親
と

し
て
は
不
安
で
す
が
、
息
子
に
は
、

大
き
な
視
野
を
持
っ
た
人
に
成
長
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
濱
）

▽
孫
が
生
ま
れ
、
泣
い
て
泣
い
て
、

少
し
笑
っ
て
大
騒
ぎ
の
毎
日
で
す

が
、
充
実
し
た
日
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
こ
の
子
が
大
き
く
な
っ
た
と
き
、

日
本
・
世
界
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
？
　
環
境
・
政
治
・
原
発
問
題
、

大
き
な
こ
と
が
心
配
で
す
。
　
（
三
）

編集後記
ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険料
(普通徴収 )…………………4月分

●後期高齢者医療保険料
　(普通徴収 )…………………4月分

●介護保険料 ( 普通徴収 )……･･4 月分

自
転
車
な
ど
の
放
置
防
止

健
康
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

配
布

楽
笑
会

（
ら
く
し
ょ
う
か
い
）

献
血
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
健
康
相
談

善
意
銀
行

大
学
の
社
会
人
講
座
を

受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
役
所
関
係
機
関
の
連
絡
先

●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●
 　
● 　　　　　　 　
　　　  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　
●  　

水・土
コース

火・金
コース

月・木
コース

カン・ビン・せとものなど ペットボトル・食品トレイ・古紙
可
燃
ご
み
収
集
曜
日

1 日㈬、15日㈬、29日㈬

1日㈬、15日㈬、29日㈬

2日㈭、16日㈭、30日㈭

8日㈬、22日㈬

8日㈬、22日㈬

9日㈭、23日㈭

5月 資源ごみ

ごみ減量に向けたスローガン

1 人あたりの 1日の可燃ごみ量
Ｈ25.2 389g　Ｈ21.2 492g

平成 25年 2月分
家庭系可燃ごみ量  　837㌧

　 粗大ごみ電話申込
センター
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プ、マイ箸を使用しよ
う !!

会民市●
病立市●
本防本消●
所役市●

市

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
　　　　　　 　

　　　  　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

 　  

  　

　

  
 

 

507･12蕁館会
265･23蕁院病
110･12蕁部本
311･33蕁所 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
　　　　　　 　

　　　  　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

 　  

  　

　

  
 

 

4507･12薨05
6508･23薨22
1350･33薨91
2140･12薨13 「 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
　　　　　　 　

　　　  　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

 　  

  　

　

  
 

 

み
ッペどなのもとせ・ンビ・ンカ

ご源資の月5
源資ばれけ分、みごばれぜ混「 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
　　　　　　 　

　　　  　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

 　  

  　

　

  
 

 

紙

日
古・イレト品食・ルトボト

集収み
」源 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
　　　　　　 　

　　　  　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

 　  

  　

　

  
 

 館編織●
館書図●
支育教●
労
経域地●

者齢高●
福合総●
んに●

関
機
係
関
所
役
市

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
　　　　　　 　

　　　  　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

 　  

  　

　

  
 

 54413蕁館
650･23蕁館
644･13蕁ータンセ援支
868･32蕁当担策政政働労
567･15蕁課済経
920･12蕁
ベ(ータンセ援支祉福・健保者
931･32蕁ータンセ祉福
556･12蕁ンロサんじ

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
　　　　　　 　

　　　  　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

 　  

  　

　

  
 

 754413薨55
7730･13薨26
3537･33薨06
2346･23薨98
0006･23薨15
4928･12薨49

)ータンセルベ
4931･32薨09
5556･12薨55

土
日

・水

金・火

スーコ

木・月

スーコ

ス

曜
集
収
み
ご
燃
可

5

ーコ

･0080薨
1･0080蕁
へータンセ
みご大粗

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
　　　　　　 　

　　　  　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

 　  

  　

　

  
 

 
ど

9

8

8

㈭日03、㈭日61、㈭日2

㈬日92、㈬日51、㈬日1

㈬日92、㈬日51、㈬日1

な者いが障覚聴に主(0035･005
5270蕁・)料無料話通(0035･321
申おでトッネータンイはくしも話電へ
、は人の望希ごを)制料有(集収のみ

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
　　　　　　 　

　　　  　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

 　  

  　

　

  
 

 

㈭

)

日32、㈭日9

㈬日22、㈬日

㈬日22、㈬日

象対がど
)帯携(2258･32･5
。いさだくみ込し申
込申話電みご大粗

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
　　　　　　 　

　　　  　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

 　  

  　

　

  
 

 

セ健保●
体合総●
民公北●
民公南●
青労勤●
曽上池●
館編織●

先
絡
連
の
関

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
　　　　　　 　

　　　  　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

 　  

  　

　

  
 

 

818･33蕁ータンセ
021･33蕁館育体
050･32蕁館民
671･33蕁館民
346･23蕁ムーホ年少青
481･02蕁館習学生弥根曽
544･13蕁館

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
　　　　　　 　

　　　  　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

 　  

  　

　

  
 

 

にに量量減減みみごご

3454･33薨18
2021･33薨00
6650･32薨50
0031･33薨46
2346･23薨23
6681･02薨14
7544･13薨55 s

3

可
り

成

減減みみ

3

み減量量に

系庭家
平

2.52Ｈ
たあ人1

01

ロ
減減減減みみみみごご

プ

ptthLRU

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
　　　　　　 　

　　　  　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

 　  

  　

　

  
 

 

ンンガガーーロロススたたけけ向向

t

g

㌧
量

分

！

向けたスローガン

738量みご燃
月2年52成

2942.12Ｈg983
みご燃可の日1のり

たしまり減g

!!トクェジロ

oimuzi-iados/moc.natnak-s//:s

 　
 　
 　
 　

 　
 　

 　
　　　　　　 　

　　　  　
 　

 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　

 　  

  　

　

  
 

 /

!

u-ust

ウ

!う
よし用使を箸イマ、プ
ッカイマ、ずせ用使は
どな箸り割やプッコ紙

ュジゴージ

43 広報いずみおおつ　平成24年4月号

市内の中学校、高校の吹奏楽部と市
吹奏楽団が一堂に会した音楽祭です。
各団体の演奏と総勢100人近い人数で
の合同演奏を行います。
会場全体でお楽しみいただけるアッ

トホームな演奏会です。ご近所お誘い
あわせのうえお越しください。
日時 ４月28日㈰　午後１時30開演
場所 市民会館大ホール
入場料 無料
出演団体 誠風・東陽・小津中学校吹
奏学部、泉大津高校吹奏学部、市吹奏
楽団
問合 生涯学習課（市役所３階）

ごみゼロの日に合わせ「自分たちの
街をきれいに！」をスローガンに、今
年も市内の一斉清掃を次のとおり行い

ます。一人でも多くの市民・事業者の
皆さんのご参加をお願いします。
ごみ問題は環境問題です
ごみゼロ大作戦は、地球環境保護に

ついて「わたしにできること」「わが
家でできること」「わが社でできるこ
と」をテーマにして、「ごみを出さな
い、ごみを捨てない」生活スタイルに
ついて考える一日にしてもらおうと実
施するものです。
参加いただく市民、団体には、市か

らごみ袋および土砂回収用の土のう袋
を10枚程度と実施要領を配布しますの
で、事前に申込書をご提出ください。
日時 6月2日㈰　午前8時～2時間程
度（雨天時は9日㈰に順延。小雨決行）
清掃場所 基本的には私有地以外の公
共の場所および側溝
なお、ほうきなどの清掃用具は各団

体でご用意ください。
申込・問合 5月1日㈬までに環境課
（市役所２階21番窓口）へ

市では、堺泉北港泉大津地区内にお
いて、市民に親しまれる港づくりのた
め、行政と企業が協働して２か月ごと
に清掃活動を実施しています。
しかし、個人のマナーやモラル低下

などにより、港湾緑地や緑道、臨港道
路などへ不法投棄されたごみは、依然
として多く見られます。これらのごみ
は港湾の景観だけでなく、生活環境も
悪化させており、さらに通行や港湾作
業の障害にもなっています。
今年も６月２日㈰に予定している

「泉大津市ごみゼロ大作戦」にあわせ
て港湾美化啓発運動を実施することに
なりましたので、企業や各種団体のご
協力を得て、次のとおり実施します。
皆さんのご参加、ご協力をよろしくお
願いします。
日時 6月2日㈰　午前8時～10時（雨
天の場合は９日㈰に順延。両日とも雨
天の場合は中止）
清掃・集合場所 ▷小松ふ頭を清掃…
市民会館噴水前　▷汐見ふ頭を清掃…
汐見港湾労働者福祉センター ▷助松
ふ頭を清掃…助松ふ頭港湾労働者福祉
会館
なお、参加は３か所いずれでもかま

いません。直接集合場所へお越しくだ
さい。清掃用具は、こちらで用意しま
す。
問合 地域経済課（泉大津商工会議所
会館２階　☎51・7651）

情報

Ivent  Information

４/28
㈰

第12回
ファミリーコンサート

６/２
㈰

ごみゼロ大作戦

６/２
㈰

港湾クリーン
キャンペーン




